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序　　　文

高木遺跡は、松原市北新町・天美我堂に所在する遺跡です。平成18年度から３年度にわたる試

掘確認調査と現地発掘調査と、２年度にわたる報告書作成事業によって、この遺跡が弥生時代後

期から中近世に至るまで連綿と続く遺跡であることがわかりました。なかでも奈良時代から平安

時代の初めの多くの掘立柱建物が検出されたことは特筆すべき成果です。建物の規模や、瓦や陶

製の硯が出土することなどは、この建物が当時の役所的な機能を持っていた可能性を示していま

す。

狭山池から流れる西除川沿いの下流域には高木遺跡の近くに、堀遺跡・大和川今池遺跡・池内

遺跡などの集落跡が知られており、これらの遺跡の変遷が国家的事業と考えられる狭山池の築造

や改修と深くかかわっていることが明らかになってきました。

今回報告しますこれらの成果が、府民の皆様にとって、わが町の歴史を知り、これからの町づ

くりを考える資料として広く活用されますよう願ってやみません。

最後に、調査実施にあたり、地元の皆様方をはじめ大阪府都市整備部、松原市教育委員会等々

の関係各位からご協力をいただきましたことに対し、厚くお礼申し上げますとともに、今後とも

文化財保護事業に対しご理解と協力をいただきますようお願い申し上げます。

平成23年３月

大阪府教育委員会事務局

文化財保護課長　野口　雅昭
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例　　　言

１．本書は、大阪府都市整備部から依頼を受け、大阪府教育委員会が実施した都市計画道路堺港

大堀線建設に伴う、松原市北新町４丁目・天美我堂５丁目所在、高木遺跡の発掘調査報告書

である。

２．試掘確認調査は平成18年度大阪府教育委員会文化財保護課調査第二グループ技師地村邦夫・

同技師関真一、現地発掘調査は平成19年度調査第二グループ技師枡本哲、平成20年度調査第

二グループ主査小山田宏一・同副主査服部文章・同技師枡本哲・同技師西川寿勝を担当者と

して実施した。

遺物整理は、平成21年度に服部・調査管理グループ主査三宅正浩・同副主査藤田道子が担当、

平成22年度に調査第二グループ総括主査西口陽一・主査阪田育功・調査管理グループ三宅・

藤田が担当して実施した。

３．本調査の調査番号は、平成18年度が06004、平成19年度が07006、平成20年度が08004である。

４．本書に掲載した遺物の写真撮影は、有限会社阿南写真工房に委託した。

５．本調査の写真測量は、平成19年度株式会社アコード、平成20年度富士測量株式会社・株式会

社アコードに委託した。撮影フィルムは各社が保管している。

６．微化石分析はパリノサーヴェイ株式会社に委託した。

７．出土金属器の保存処理は財団法人元興寺文化財研究所に、木製品の保存処理は株式会社古環

境研究所に委託した。

８．調査で作製した記録資料と出土遺物は大阪府教育委員会で保管している。

９．本書は枡本・服部が執筆し、編集は阪田が行なった。

10．発掘調査・遺物整理ならびに本書の作成に要した費用は、大阪府都市整備部が負担した。

11．本報告書は、300部作成し、一部あたりの印刷単価は、2,111円である。
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図版５２ Ｂ地区　遺物

図版５３ Ｂ地区　遺物

図版５４ Ｃ１区　遺物

図版５５ Ｃ２区　遺物

図版５６ Ｃ２区　遺物

図版５７ Ｃ２区　遺物

図版５８ Ｃ２区　遺物

図版５９ Ｃ２区　遺物

図版６０ Ｃ２区　遺物

図版６１ Ｃ２区　遺物

図版６２ 石製品他
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第１章　調査に至る経緯と調査の方法

第１節　調査に至る経緯

高木遺跡は、松原市北新町３・４･５丁目・同市天美我堂５丁目の西除川左岸に所在する集落

遺跡として周知されている。

松原市と堺市を東西に結ぶ府道堺大和高田線は従来から恒常的に渋滞がみられ、それを緩和す

るために新たに松原市東部と堺市域を結ぶ東西アクセス幹線道路の整備が必要とされてきた。こ

のため都市計画道路大和川線と共に、松原市東部と堺市を結ぶバイパスとして都市計画道路堺港

大堀線が大阪府都市整備部により計画され建設されることとなった。道路整備事業は、府道我堂

金岡線が東端となっている現堺港大堀線の東側から延長1.5km区間について、幅員16mの片側一

車線対面２車線の道路構造で、西除川と近畿日本鉄道南大阪線を橋で跨ぐよう計画されている。

この内、高木遺跡は西半の西除川以西の区域に当たる。

こうした事業計画を受け、大阪府教育委員会は事業部局である大阪府都市整備部と事業予定地

内の埋蔵文化財の取扱いについて協議を重ね、確認調査を実施した上で本発掘調査の必要範囲や

調査方法を協議することとなった。なお、事業予定地の内、西除川より東側の区域については堀

遺跡として周知されており、別途協議を行い発掘調査が実施され報告されている。

高木遺跡の調査は、まず平成18年度に道路新設予定区域の南北両サイドに11ヶ所のトレンチを

設定して確認調査が実施され、本発掘調査の要否の範囲や遺構の埋没状況が確認された。この結

果、東端部の約60mに関しては西除川の氾濫原による影響で明確な遺構面が確認されなかったた

め発掘調査範囲から除外されたが、以西の区域では中世～近世の耕作面と奈良時代以前の溝やピ

ット、土坑などが検出される遺構面が確認され、特に調査区中央部付近は西除川・流川の影響が

少ない安定した地山面上を遺構面とした奈良時代の集落遺構が良好に遺存する可能性が高いもの

と判断された。
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第１表　調査一覧表



確認調査の結果に基づき大阪府教育委員会は、大阪府都市整備部の依頼に基づき翌平成19年度

から本発掘調査に着手することとし両者において覚書が締結された。調査対象区域が、道路新設

予定区域内の延長約380m、約3,700㎡に及ぶことから、本発掘調査は平成19・20年度の２ヶ年に

渡って実施することとった。平成19年度の調査は、平成19年５月１日に着手し、平成20年３月31

日に終了し、これに引続いて平成20年度の調査は、平成20年４月１日に着手し、平成21年２月25

日に終了した。２ヶ年に渡り実施した本発掘調査の調査面積は、合わせて3,685㎡である。
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第１図　調査区座標地区割り



第２節　調査の方法

調査区は、確認調査の結果を踏ま

え府道我堂金岡線から西除川の西

60m付近の街路までの間、約380m

を対象として、道路建設予定地につ

いて全面調査を行なった。調査は、

事業予定地が住宅地内を貫通するた

め掘削残土の搬出は困難な状況であ

ったため、全体を西側から順にA地

区・B地区・C地区の３つに大きく

分け、それぞれの地区内で残土置場

を確保しつつさらに調査区を分割し

て実施する必要が生じた。

平成19年度については、用地買収

や地元調整、重機の搬入経路の確保

などの条件から、中央に当たるB地

区とした延長約150m、調査面積

1,851㎡を対象として実施した。調査

区は、残土置場を確保するため更に

３つに分割し、西側から順にB１

区・B２区・B３区とし、調査は東

端のB３区から着手した。しかしな

がらB３区を調査する過程で、東西

方向に調査区を分割する方法では効

率的に掘削残土を仮置きすることが

困難であると判断されたため、残る

B１区・B２区については、南北に

調査区を分割してその長辺サイドに

残土を置くことにより調査の効率化

を図ることとした。このため調査区

は、B３区とB１・２区北、B１・２

区南の３調査区に分割することとな

った。
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第２図　調査区位置図（1/1000）



続く平成20年度については、調査対象区域の東端に当たるC地区から調査に着手した。C地区

は住宅地内の街路によって２つに分断されており、それぞれにおいて残土置場を確保する必要か

らC１区～C４区の４つの調査区に分割して調査を実施した。C地区に関しては、C３区→C４区、

C２区→C１区の順で順次調査を行なった。Ａ地区に関しては、調査区域西端から流川までの区

域をＡ１区・Ａ２区の２つの調査区に分割し、流川とＢ地区との間の区域をＡ３区として合わせ

て３つの調査区に分割して調査を実施した。さらに平成19年度に実施したＢ地区について、安全

柵との間に残された未調査部分についても可能な限り追加調査を実施した。Ｂ地区西半南側の延

長54mの区間をＢ４区、Ｂ地区西半北側の延長87mの区間をＢ５区、Ｂ地区東半北側の区域につ

いては、隣接する住宅等との安全確保が可能な区間についてのみ３つの調査区を設定し、西から

順にＢ６区・Ｂ７区・Ｂ８区として調査を実施した。Ｂ地区東半北側の民家等が隣接する部分と

Ｂ地区東半南側については、今回は調査が実施できなかったため未調査となっている。平成20年

度の調査面積は合わせて1,834㎡である。

掘削に際しては、現地表下の盛土及び現代耕土を重機により除去したのち、遺物包含層を人力

により掘削し、各層位を検証しつつ遺構面の検出を行い、遺構・遺物の検出・記録に努めた。調

査完了後は、掘削残土により埋め戻しを行なった。

調査区の地区割りは、大阪府作成の「大阪府デジタル地形図」（平成11～13年度測量・1/2500

精度）を基準とし、その地形図電子画像化における1/10,000の図画割りを基に４段階に区分した

ものを基本として用いている。（第1図）これによると今回の調査区域は、第Ⅰ・Ⅱ区画がＦ－

５－15区画にあり、第Ⅲ区画は、西端がＫ14区画、東端はＫ10区画に位置している。

この地区割りは国土座標に準拠しており、調査区域はおよそ南北がX=－157,010～－157,070、

東西はY=－43,310～－42,930の範囲内に位置している。

しかしながら調査区が延長約380mと細長く、またほぼ直線ではあるものの道路線形が方位と

は若干のズレを生じていることから、遺物の取上げ等に際しては調査区ごとに道路延長に基く

10m単位の区画を用いた部分もある。

遺構番号は、調査年度・地区ごとに検出した順に通し番号を付与し、遺構の種別・性格が判断

されたものはその種別を記し、続けて地区、遺構番号の順に表記している。また調査区、遺構面

が変わるごとに遺構番号の下一桁または下二桁に欠番を設け、その区分を明確にするよう努めた

部分があるが、調査年度により必ずしも統一されていない点がある。また一旦、遺構番号を付与

したもので調査の結果、遺構としての取扱いを要さないことが判明したものについても欠番とし

て処理しており、全てが整然と連番をなしているわけではない。遺構番号については、調査時点

に認識した一遺構に対して付与した唯一の番号を踏襲しており、整理作業において新たに遺構番

号を付与するなどによる混乱を極力回避することとしている。ただし複数の遺構で構成される建

物等の遺構や、水田遺構等の各部分については、遺構群などとして新たに遺構名を付けたものが

あるが、構成する各遺構の番号はそのまま踏襲し併記することとした。また、平成19年度に実施
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した報道提供や現地説明会等において、一般に解りやすく説明するため一部の遺構について同種

の遺構を抽出し、「１号井戸」などの名称を与え既に公表したものについては、それとの対比が

できるよう一部踏襲したものがあるが、混乱の生ずることがないよう併記することとした。

遺構平面図に関しては、測量委託業務によりヘリコプターによる空中写真撮影を行い航空測量

による図化を行なった。また併せて同委託業務により基準点測量・水準点設置を行ない測量精度

の維持に努めた。併せてカラー撮影した空中写真によるモザイク写真の作成を行なった。

この他、1/20で調査区壁面の土層断面図を作成すると共に、必要に応じ遺物出土状況図等の部分

図や遺構ごとの土層断面図を1/20、1/10、1/5で適宜作成し記録に留めた。
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第２章　位置と環境

第１節　地理的環境

高木遺跡は、大阪府のほぼ中央付近に位置する松原市に所在する。遺跡範囲は、現在の行政区

域では松原市域の北西部に位置し、松原市天美我堂５丁目南半域を遺跡の西端とし、同北新町３

丁目～５丁目のほぼ全域、同６丁目の北東部の一部、同２丁目の西端部を遺跡の東端及び南端と

して周知されている。本遺跡の東側を流れる西除川の左岸側にその流れに沿うように南東から北

西にやや延びるように展開し、その規模は南北約750ｍ、東西約600ｍに及び面積は約27haを測る。

地理的には南から北へ延びる洪積台地の縁辺部に当たり、沖積平野へ移行する部分に位置し、

浅香山丘陵に続く中位段丘の東縁を流れる旧西除川の左岸側氾濫原や旧河道からなる区域に分類

される。

現在の大和川が浅香山丘陵の北縁に沿って北へ大きく蛇行する地点の東側の一帯は、東方の東

除川流域とを画する中位段丘面との間に旧西除川流域の氾濫原を形成し、等高線が緩やかに南へ

窪むように弧を描き浅い谷状の地形を呈している。現在の西除川はこの浅い谷状の地形の西辺よ

りを南東から北西に進み高木遺跡の北東側で西へさらに屈曲し、浅香山丘陵東側で大和川に合流

している。高木遺跡は、この西除川左岸の氾濫原の内、安定化が進んだ部分から中位段丘の東縁

にかけて立地し展開した遺跡と捉えることができる。

第２節　歴史的環境

本遺跡の周辺には多くの遺跡の存在が周知され、近年多くの発掘調査が実施され多大な成果が

もたらされている。（第５図）

北西側は大和川から現西除川南側に至る一帯が大和川今池遺跡（第５図７以下同じ）として周

知され、古い西除川の旧河道による自然堤防上に古墳時代後期を中心とする集落が展開する他、

遺跡範囲内を南北に貫く難波大道の遺構も確認され、難波大道沿いに展開した奈良時代の集落も

検出されている。近年の大和川河川改修に伴う調査では、高木遺跡で検出された自然流路の下流

に相当する可能性がある複数の河川やそうした河川の間に展開する小規模な奈良時代の集落や水

田が確認されている。また遺跡東部の河川の影響が低かった区域にも奈良時代の集落が営まれた

ことが確認され、広大な遺跡範囲内に複数の異なった性格の集落が点在することが明らかにされ

ている。

大和川今池遺跡の東方では、阪神高速道路大和川左岸線建設に伴って池内遺跡（18）、三宅西

遺跡などで大規模な発掘調査が実施されている。この内、池内遺跡では弥生時代前期の環濠集落
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第５図　周辺遺跡分布図（1/10000）



と水田跡が発見された他、古代末から中世にかけての居館跡が発見されている。三宅西遺跡では

弥生時代中期の集落や水田が発見されている。

高木遺跡から現西除川を挟んで東側には堀遺跡（19）が周知されており、同じく都市計画道路

堺港大堀線建設に先立って実施された調査で奈良時代から平安時代にかけての掘立柱建物が検出

されたほか、西除川の旧河道や各時代の水田や耕作地が検出され、往時の人々が河川と共存しつ

つ洪水を克服し集落を営んだ過程が明らかにされている。

高木遺跡の南東側には布忍遺跡（12）、南に隣接し清水遺跡（11）が周知されている。清水遺

跡では、高木遺跡より先行する飛鳥時代の掘立柱建物群が検出されており、この段階では方位に

基づく地割や建物配置が成されていないことが確認されている。

布忍遺跡の南西側一帯に広がる河合遺跡では古代の運河とされる大溝、河合大溝が検出されて

いるほか、近年の発掘調査において長大な掘立柱建物を「コ」の字状に配置した官衙状の建物群

が発見されている。

高木遺跡においても今回の調査地Ｂ地区の南約100ｍの地点で、Ｂ地区で発見された里境の延

長上の遺構と共に、長尾街道から北へ一里に合致する東西方向の道状の遺構が確認されている。

このように高木遺跡周辺では今回の調査でも検出された弥生時代の遺跡や古代の遺跡が数多く

存在し、近年の発掘調査等によりその内容が徐々に解明されつつある。

また高木遺跡が存在する松原市域一帯は、南北方向の基軸となる難波大道や、これと直交する

東西方向の基軸となる古代の街道、長尾街道の存在が古くから知られ、条里遺構が現代まで極め

て良好に遺存する地域として知られている。条坊に関連する地名や字名も多く残されている。

今回の発掘調査においてもこうした条里遺構に関連した成果が数多くもたらされている。
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第５図　遺跡名

２長尾街道　５下高野街道　７大和川今池遺跡　８狐塚古墳跡　10高木遺跡　11清水遺跡　13鍵田遺跡　14南新

町遺跡　16城連寺遺跡　18池内遺跡　19堀遺跡　20天美南遺跡　21天美東1丁目遺跡　22東新町遺跡　37清堂遺

跡　179天美西遺跡　236東花田遺跡



第３章　調査成果

第１節　基本層序

Ａ地区の基本層序（第７図）

調査着手前のＡ地区ではＡ１区西端と東端のＡ２区に約1ｍ盛土がなされ、現道路面に合わせ

る形でT.P.+12.50m付近で現地表となる。Ａ１区東半は盛土が無く両側の盛土下と一致する形で

本来の地表面である暗青灰色砂混じり粘質土の旧耕土面に到る。T.P.+11.50～11.70m付近に当た

り層厚約0.2ｍを測る。その下位に暗青灰色粘質土が層厚約0.1～0.15ｍで堆積し近世～近代の耕土

と考えられる。Y=－43,290付近から以東では近世耕土であるオリーブ黄色粘質土がT.P.+11.30ｍ

付近から層厚約0.1ｍで堆積し、東に向け徐々に層厚を増しつつ上昇し、Y=－43,260付近では

T.P.+11.50ｍ付近を上面とする。近世耕土層下のT.P.+11.40ｍ付近で中世耕土層である灰色粘質

シルト層に至る。Y=－43,265付近から東では、下位に埋没する自然流路が自然堤防状に隆起し、

中央部付近は自然流路A107によって小規模な氾濫原状に形成された落込みA106によって各層位

がやや窪んだ状況を示す。この窪地内にはさらに下位に灰色粘質土、褐灰色粘質土がそれぞれ層

厚約0.1ｍで堆積する。これらの層位はいずれも中世段階に形成されたものと考えられ、位置を変

えて流れた自然河川から自然堤防西側へ土砂を堆積させている。さらに下位には落込みA106の

堆積物を攪拌した中世前半までの耕作土と考えられる黒褐色粘質土が畑地に伴う小溝群埋土と一

体的に堆積し、T.P.+10.90ｍ付近で地山層である明黄褐色粘質土上面に至る。Ａ地区西端の区域

では自然流路A105が中世段階で上部が窪地化して残るが、地山面自体もT.P.+11.20～11.30m付近

と高い。東端の河川埋没区域では古い順に自然流路A102、自然流路A103、自然流路A107、自然

流路A92が形成と埋没を繰返しながら、自然堤防状に徐々に隆起し、Ｂ地区を中心とする微高地

との間と、自然堤防外側へ向けて形成される氾濫域を行き来することによってその流れの位置を

変化させる河川の変化を示している。

Ｂ地区の基本層序（第８・９・10図）

第３面直上に堆積する古代の土質は暗褐色系粘質土で、それより上、第２面までは中世耕作土

である灰色系粘質土が堆積する。古代の土は、調査区東端からY=－43,150付近の地山の隆起する

地点まで分布し、稀薄なところもあるが、この土が溜るところを地山面まで下げれば、建物、井

戸その他の主要遺構が黄色の地に暗い輪郭を露呈して、浮かび上がってくる。また灰色系の土を

埋土とする遺構もこの同じ面で検出される。一方、調査区西端の流川自然堤防の砂礫層上面では、

現耕土を外すと直ちに砂礫層となり、これに喰い込むような暗褐色の粘質土が斑状に認められ、

それを精査すると、整った円形や方形の輪郭を得るものと不定形な輪郭にしかならないものの二

様にまとまる。前者が弥生後期の竪穴であり、後者は風倒木を含む無遺物層の堆積土である。
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第６図　土層断面模式図（ＡＢＣ南壁連続断面）（縦1/80・横1/800）



なお、Y=－43,150付近は、飛鳥～奈良時代の難波大道（難波宮中軸線朱雀大路を南下する線で、

現在は松原市と堺市との市境の一部がこれに重なる）を基準にして東に１里（654m）進んだ地

点で、これより東が次の１里となる。１里内は１町四方（一辺109m）をもって36分割され、そ

のひとつが坪とされる。調査区内ではその１坪分の東限が調査区東端、Y=－43,060付近にくる。

このようにB区はこの１坪を含んで東西に横断する形となっている。

Ｃ地区の基本層序（第11図・第12図）

Ｃ１区・Ｃ２区は、宅地化に伴い約1ｍの盛土が成されており、現地表はT.P.+13.00ｍ付近に当

たる。盛土下、T.P.+12.00ｍ付近で現代耕土である青灰色粘質土に至り、本来の地表面に当たる。

その下位にはやや砂混じりの近代耕土層を経てT.P.+11.80ｍ付近でオリーブ灰色粘質土を主体と

する近世耕作土に至る。層厚約0.2～0.3ｍを測る。近世耕土下には、やや砂礫が多く混じる灰オ

リーブ色粘質土等で構成される洪水性の堆積を挟んで、地山粘土層を若干ブロック状に含む中世

耕土層である暗緑灰色粘土が層厚約0.1～0.2ｍで堆積する。上面はT.P.+11.20～11.40m付近に当た

り、畦畔を挟んでその上面には差異が認められる。中世耕土層下は、地山粘土層を攪拌し黒色を

帯びた古代の耕作土及び遺物包含層でありその下面即ち地山上面が古代の遺構面となる。古代の

耕作土及び包含層は黒褐色粘質土、褐灰色粘質土である。畦畔や水田区画ごとに水田底面は変化

しT.P.+10.90～11.20m付近である。

Ｃ３区・Ｃ４区に関しても基本的な層位の状況は変わらないが、調査区の東側に当たる西除川

氾濫原からの影響を強く受け、古代水田面上は灰オリーブ色シルト等で覆われる点が大きく異な

っている。

Ｄ地区の基本層序

試掘調査結果によりＣ地区より東側の区域は西除川氾濫原に相当する区域として調査対象から

除外され平面的な発掘調査は実施しなかったが、水田遺構の有無の確認や古環境の復元を目的と

して、Ｄ地区としテストピット２ヶ所を設け土層観察を実施した。その結果、西除川氾濫原によ

る砂礫や粗砂が複雑に堆積する状況が認められ、Ｃ４区での古代遺構面は連続して遺存せず、層

位的には下位の深さまで洪水砂が及ぶことが確認された。
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第７図　Ａ地区全体平面図（1/200）・土層断面模式図（縦1/40・横1/200）

１．現代耕土 

２．10YR6/4にぶい黄褐色粘質土（床土） 

３．2.5Y6/2灰黄色砂質土（やや粘質） 

４．7.5Y6/1褐灰色粘質シルト（径2～3㎜砂礫含む） 

５．2.5Y5/2暗灰黄色砂質土（径2～3㎜砂礫含む） 

６．10YR3/3暗褐色砂質土（やや粘質径2～3㎜砂礫含む） 

７．5Y6/2灰オリーブ色砂礫（堅緻な礫層）（地山） 

１．盛土 

２．5GY4/1暗オリーブ灰色砂質土（旧耕土＝畑） 

３．10BG4/1暗青灰色砂礫粘質土（旧耕土＝田） 

４．5B4/1暗青灰色粘質土（径1～3㎜砂礫混り） 

５．5Y6/3オリーブ黄色粘質土（径1～3㎜砂礫混り）鉄班・マンガン班あり 

６．5Y5/1灰色粘質シルト（10Y5/1灰色粘土混り）（径1～5㎜砂礫混り）中世耕土 

７．10Y4/1灰色粘質土（2.5Y5/3黄褐色シルト塊（径2～3cm）含む） 

８．10YR4/1褐灰色粘質土（10YR4/3にぶい黄褐色土（径2～3cm）含む） 

９．2.5Y6/2黄灰色砂 

10．10YR3/2黒褐色粘質土（中世耕作土） 

11．10YR6/6明黄褐色粘質土（ややシルト質）、2.5Y6/8明黄褐色砂礫～粗砂（地山） 
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第９図　Ｂ地区第3面全体平面図（２）（1/200）
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第１０図　Ｂ区土層断面模式図（縦1/40・横1/400）



基本層序と遺構面

記載した遺構平面図は調査時に検出した主要な遺構面の全体図を、断面模式図と合わせて作成

したものである。

断面図は調査時に各調査区の断面を観察し記録しているが、本報告書では調査区全体を連続し

て説明できる部分を記載することとした。調査時点で、大規模な撹乱坑などにより断面を観察で

きないところを避けてその連続を検討したところ、調査区の南壁がもっとも連続的に記載できる

と判断し、試掘調査での断面図とも合成して作成した断面図をもとに、上下を強調した模式図と

して提示している。第６・７・１１・１２図では、断面図の左右を反転して作成し、南壁を南から見

た状態で記載している。

主要な遺構の個別の図は各節の記述にあわせて記載しているが、広範囲に展開する遺構や、個

別記載のない遺構図は第７図から第12図に記載した。

断面図に対応して記載した遺構平面図は、主要遺構面である古代遺構面を掲載したが、中世な

どの遺構面の層位関係は本図を参照されたい。
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第１１図　Ｃ１・２区全体平面図（1/200）・土層断面模式図（縦1/40・横1/200）

９．10G4/1暗緑灰色粘土　10YR6/1明黄褐色粘土ブロック　中世耕作土 

10．10YR5/2灰黄褐色砂混り粘質土（径1～3㎜砂粒）10YR4/1褐灰色粘質土ブロックを含む 

　　ブロック土 

11．10YR5/1褐灰色粘質土（径1～3㎜砂粒含む） 

12．10YR2/2黒褐色粘質土　古代耕作土 

13．10YR5/4にぶい黄褐色粘質土　10YR3/3暗褐色粘質土ブロックを含む 

14．10YR6/6明黄褐色粘土（地山粘土） 

１．盛土 

２．5YR5/8明赤褐色砂　2.5Y6/4にぶい黄色細砂　5Y5/2灰オリーブ色シルト　洪水砂層 

３．7.5GY5/1緑灰色砂質シルト 

４．10BG5/1青灰色粘質土（砂礫径1～3㎜混り）現代耕土 

５．5B6/1青灰色粘質土（砂混り）10YR6/4にぶい黄褐色粘土ブロックを含む　近代耕作土 

６．5BG5/1青灰色粘土　10BG5/1青灰色粘質土　5GY5/1オリーブ灰色粘土　ブロック土 

　　近世耕作土 

７．2.5Y6/4にぶい黄色粘質シルト 

８．5Y5/2灰オリーブ色砂礫混粘質土 
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第１２図　Ｃ３・４区全体平面図（1/200）・土層断面模式図（縦1/40・横1/200）
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21．5BG5/1青灰　粘土　粘性高い　しまり良 

　　礫はほとんど含まない 

22．5GY5/1オリーブ灰　シルト　砂粒を含み 

　　固くしまる　鉄分全体に沈着 

23．2.5GY6/1オリーブ灰　粘質土 

24．7.5Y5/2灰オリーブ　シルト 

25．2.5Y7/1灰白　シルト混粘土（水田耕土） 

26．2.5Y3/1黒茶褐　砂土砂利混（水田床土） 

27．2.5Y6/2黒褐　強粘土砂利混 

28．2.5Y3/2黒褐　強粘土（基盤粘土層） 

29．2.5Y7/4淡黄褐　強粘土（基盤粘土層） 

１．表土 

２．5Y6/1灰色他　砂礫　整地土（盛土） 

３．2.5Y7/6明黄褐　砂　細砂～中砂主体　2～5｠の礫を含む（盛土） 

４．10YR7/6明黄褐　粘質土（盛土） 

５．10YR4/1褐灰　土　砂粒2～10㎜の礫を含む（旧耕土） 

６．10YR4/3にぶい黄褐　砂礫　中砂と2～5㎜の礫主体　層の上程土壌化が進む　しまり良 

７．2.5Y3/1黒褐　土　粗砂と2～3㎜の礫を多く含む　5～10㎜の礫を含む　しまり良 

　　（旧耕土） 

８．2.5Y4/1黄灰　砂～砂質土　中砂～粗砂主体　2～10㎜の礫を多く含む 

　　上層程土壌化が進む　しまり良 

９．2.5Y6/3にぶい黄　砂礫　中砂～粗砂主体の層と粗砂～5㎜前後（10～20㎜の礫を多く含む） 

10．2.5Y6/3にぶい黄　砂　細砂　鉄付着　ラミナが見られる 

11．10YR6/1緑灰　微砂 

12．10Y6/1灰　微砂～粗砂（西半は青みがかり10GY5/1緑灰を呈す）粘土ブロック混じり 

13．2.5Y7/3浅黄　細差～微砂主体　縞状に鉄分沈着　礫はほとんど含まない　一部に緑み 

　　がかった所あり 

14．上半は10Y6/1灰　下半は10GY5/1緑灰　砂質土　上半に鉄分沈着　径2～5㎜の礫含む 

15．5Y5/1灰　砂礫　径2～50㎜の礫多く含む　上部の撹乱のため汚れている 

16．10G5/1緑灰　砂質土　径2～5㎜の礫多く含む　斑状に鉄分沈着　しまり良 

17．5BG6/1青灰　砂　細砂主体　固くしまる　中砂～粗砂少量含む　鉄分沈着 

18．7.5Y4/1灰　砂質土　微～細砂主体でシルト混じり　粘性低　しまり良 

　　上面付近鉄分沈着　粗砂と2～5㎜の礫少量含む 

19．10G5/1緑灰　シルト　2～5㎜の礫含む　径5～10㎜の7.5Y5/2灰オリーブの斑文 

　　しまり良 

20．5G5/1緑灰　粘土　19に比べ粘性高い　2㎜前後の礫と炭化物を少量含む　しまり良 



第２節　弥生時代の遺構と遺物

（１）A地区

Ａ１区・Ａ２区の概要

Ａ１区・Ａ２区の区域は、現流川を挟んで東側のＡ３区とは遺構面となる明黄褐色粘質土層に

よる地山が比高約1ｍで低くなっており、大きく地形が変化することが解る。中世以前は、現流

川の氾濫原状に複数の流路が浸食と埋没を繰返しており、これらの内、自然流路A102は検出さ

れた自然流路の中で最も古くに弥生時代後期に埋没したものとみられるものである。その後に形

成された河川を含め浸食を免れたその間に残る地山面上には、遺構の形成に人為性は乏しいもの

の弥生土器を伴ういくつかの落込み状の遺構も検出された。

落込みＡ１１５（第13図）

中世に埋没する自然河川A107左岸に切られる形で検出された不定形の落込みである。長細い

楕円形を呈し東西幅約1.2m、検出長南北約2.5ｍを測り、北西部を落込みA112に切られ、北端部

を自然河川A107の浸食により欠く。深さは最大で約0.4ｍを測るが、底部には凹凸があり一定し

ない。埋土は粗砂及び灰色系シルトで、遺構の形成には人為性は認められず地山面上に形成され

た自然の落込み状の遺構と判断される。中央西肩部及び南西肩部で弥生時代後期の甕がそれぞれ

ややまとまった状態で出土している。周辺に同時期の人為的な遺構が皆無であることから、氾濫

原内の水辺の窪地に人為的に設置された可能性が考えられる状況を示している。

出土遺物（第13図）１は中央西肩部で検出された甕で口縁から体部約1/4を残し他は欠く。や

や外反し端部を丸く納める口縁に肩が張らない体部を持ち、外面は粗いタタキ目を残す。胎土は

灰白色を呈する。２は南西肩部で検出された甕の口縁部から体部上半の約1/3を残す。直に近く

立上がる体部上半に頚部から大きく屈曲する口縁部が延び、口縁端部は斜め上方に摘むようにし

外面に面を有する。胎土は灰白色を呈する。１・２とも一般的な在地系の土器とは胎土や器形に

やや異質な印象を持つものである。他に周辺埋土より甕底部片、高杯脚部が出土している。

落込みＡ１１２（第13図）

落込みA115の西側でその北西肩の一部を切る形で検出された落込みである。最大幅、検出長

とも約2ｍを測る。不定形な平面形状を呈し、底部も凹凸を有し一定しない。深さは0.4～0.5ｍを

測る。埋土は粗砂混じりの灰色系シルト、暗灰褐色系の砂及びシルトである。落込みA115同様、

遺構の形成には人為性は認められず、落込みA115の埋没後に氾濫原内に形成された自然の落込

み状の遺構と判断される。埋土内より若干の弥生時代後期の土器片が出土している。

出土遺物（第14図）５・６は甕底部片、７・８は高杯脚部片である。いずれも落込みA115出

土遺物と大きな時期的な隔たりは認められない。
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自然流路Ａ１０２

現流川付近では、Ａ２区とＡ３区との間で地山面が約1ｍ比高を持って西側が低くなっており

段丘崖面となっていたものと考えられる。この崖面下西側に当たるＡ２区では、この崖面下に沿

って幾度となく形成と埋没を繰返した流川の原形とも言える自然流路が複数検出された。河川堆

積による砂層が複雑に重複して堆積しており、Ａ２区東端から約20ｍの範囲は自然流路による砂

層及びその上部に溜まったシルト層が広がる状況である。自然流路A102は、その内、最下層で

確認された南北方向の自然流路で、幅約7ｍを測る。上部は、西側を平安時代の自然流路A103、

東側を中世の自然流路A92などにより切られており、全体の平面形状は捉えられていない。切込

み面が遺存しないので深さは明確にし得ないが、地山面との比高から0.8～1ｍ前後とみられ、最

深部はT.P.+10.2ｍ付近に当たる。埋土となる砂層からは若干の弥生時代後期の土器片が出土して

おり、当該時期に埋没した自然流路と考えられる。

出土遺物（第15図）９は口縁が下垂する壷の口縁部片で、下垂した口縁外面に簾状文を施し円

形浮文を貼り付ける。復元口径約26㎝を測る。10は壷の口縁から体部の破片で、11は脚台部、12

～15は何れもタタキ目の残る甕の底部片である。何れも弥生時代後期に属するものである。
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落込みＡ９３

自然流路A102がほぼ埋没するとそれ以降、古代に至るまで明確な流路は調査区内では見出す

ことはできない。従って、流路は上流側のどこかで流れの方向を変え、崖面下西側一帯を氾濫原

として調査区外の南西側に位置を変えて流れたものと考えられる。しかしながら自然流路A102

の痕跡は氾濫原内の窪地として痕跡を留めていたものとみられ、砂混じりのやや粘質の暗灰色シ

ルトなどが淀み状に堆積していた状況が窺われた。落込みA93は、この自然流路の痕跡による淀

み状の堆積部分である。東半部は自然流路Ａ92により浸食され遺存しないため、落込みA93は平

面的には自然流路Ａ102の西側のみで確認された。自然流路Ａ102の西側に沿って平安時代の自然

流路A103が貫いている。湿地状に徐々に埋没していったものと見られ、部分的には古墳時代ま

で痕跡を留めていた可能性が高い。言い換えると、この間は現流川の原形とみられる河道は、調

査区より西側を流れていたと見ることができる。

出土遺物（第16図）落込みA93からは弥生時代後期に属する土器片が一定量出土している。16

～26は甕または壷の底部片で、底部がやや突出するものや外面にタタキ目を残すものである。27

は「く」の字に屈曲する甕の口縁部である。復元口径17.6㎝、残存高約6㎝を測る。28～32は、壷

または甕の口縁部片、33・34は高杯杯部片、35～37は高杯脚部片である。35には杯接合部下と脚

柱下部に２本一組の沈線を巡らせ、裾部には２個一組の円形透かしを穿つ特徴的なものである。

38は須恵器杯身、39は土師器椀の高台であり明らかに異なる時期の遺物であり、類似した埋土の

河川等が重複して検出された状況からこれらの遺構からの混入遺物と判断されるが、調査段階で

の取上げ状況に従い本図に含め取り扱うものである。
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第１５図　自然流路Ａ１０２出土遺物



Ａ３区の概要（第17図）

Ａ３区は、現流川の付近に存在したとみられる段丘崖の上面に当たる区域である。平成19年度

に調査が実施されたＢ地区と流川の間に残された未調査部分に当たる。Ｂ地区西端付近で検出さ

れた弥生時代後期の円形住居や方形住居と連続する遺構面であり、段丘状の微高地の西端に当た

る弥生時代後期の集落域縁辺部と考えられる区域である。しかしながら付近では遺構面となる地

山面が現地表より僅か0.2～0.3ｍと深度が浅く、中世以前の遺構が全てこの地山面上を遺構面と

して検出される状況である。従ってここでは弥生時代の遺構として扱うものは、検出された遺構

の内、出土遺物やＢ地区で検出された弥生時代後期の遺構の埋土の特徴などの類似性から弥生時

代に帰属すると判断された遺構を抽出して報告するものである。弥生時代後期のものと判断され

た遺構は、炭化物を多く含み黒色を帯びた粘質土を埋土とするものやそれらをブロック状に含む

埋土によるものである。

溝Ａ３０・Ａ３１（第17図）

Ａ３区中央付近で弧を描くように検出された溝である。溝A30は検出長約1ｍと短く、溝A31と

の間は約0.8ｍ途切れるが、その方向や形状から本来は一連の遺構であったものと考えられる。大

型で円形の竪穴住居B852の南西側数ｍの位置で復元径約8～9ｍで弧を描くように検出されたこと

から、当初、大型円形竪穴住居の壁溝等の一部が遺存した可能性も想定されたが、全周せず、溝

の断面形状は扁平で浅く底部も凹凸が激しいことから人為的に掘削された可能性は低いものと判

断された。埋土は黒色粘質シルトを主体とし黒色を帯びるため同時期に形成されたものと考えら

れるが、西へ向け緩やかに傾斜する微高地西端の斜面の本来の等高線に沿うように形成された自
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第１７図　Ａ３区弥生時代遺構平面図（1/200）・断面図（1/40）・出土遺物



然の溝状の窪みなどである可能性が高い遺構である。幅0.4～0.5ｍ、深さ約0.1ｍを測る。出土遺

物も乏しい。

ピット群（ピットＡ７３他）（第17図）

弥生時代の遺構として判断されたピットは、A27、A29、A32、A38、A40、A47、A49、A65、

A73、A87、A88、A89の12基である。何れのピットも埋土が炭化物を多く含む黒色粘質シルト

を主体として黒色を帯びるか或いは黒色粘質シルトをブロック状に含むもの、または炭化物粒を

含むものである。Ｂ地区の竪穴住居B852から南西方に帯状に分布する傾向が見られるほか、竪穴

住居B843西方3ｍ付近で切り合いを示す一群が認められるが建物や住居等の構成を抽出するには

至っていない。出土遺物は乏しく、ピットA73掘方埋土から甕底部片が出土したのみで、遺物が

検出されても大半は判別の困難な細片である。

ピットＡ２７ 溝A30の北端から南へ約1ｍに位置し、径約0.3ｍ、深さ約0.15ｍを測る。褐灰色シル

ト・オリーブ褐色粘質土ブロック混じりの黒灰色帯びた柱痕部を有し、下部の埋土には黄褐色の

地山層のブロックを含む。ピットA29、A32とほぼ直線を成すが北西、南東方向とも展開は認め

られない。

ピットＡ２９ 径約0.3ｍを測るが深さは約0.1ｍと浅い。炭化物粒を多量に含み黒色を帯び、地山層

の黄褐色粘土ブロック、オリーブ褐色粘土ブロックを埋土に含む。ピットA27、A32の中間に位

置し、その間隔は1.1～1.2ｍを測る。

ピットＡ３２ 溝A31の弧の内側に接し、溝を切る形で掘られるピットである。黒色粘質シルトの

柱痕部に褐灰色粘土ブロック、オリーブ褐色粘土ブロック、地山粘土ブロックを埋土とする掘方

を有し、径約0.2ｍと小径ながら明確に柱穴の構造を示している。ピットA27、A29から直線的な

並びを示す。

ピットＡ４７ 径約0.4ｍを測るが深さは約0.1ｍと浅い。柱痕部は黒色粘質シルトのブロック土で、

堀方はオリーブ褐色粘土のブロック土である。

ピットＡ４９ ピットA47の南約1ｍに位置し、やや台形状の形状を呈し径約0.4ｍを測る。黒色粘

粘土ブロックと灰色シルト混じりの黒色粘質シルトを埋土とする柱痕部を明瞭に持ち、掘方はオ

リーブ褐色粘土ブロックを埋土とする。

ピットＡ７３ ピットA49の南約3ｍの試掘トレンチ壁面で確認されたピットで、柱痕部は褐灰色粘

土ブロック、掘方はオリーブ褐色粘土ブロックを埋土とする。掘方埋土より弥生時代後期の甕底

部片が出土している。（第17図40）

ピットＡ６５ 調査区南西部で中世の溝A70に切られる形で検出されたピットである。この時期の

遺構としては単独でやや離れて位置している。径約0.3ｍを測る。埋土は黒色粘質シルトに灰色シ

ルト混じりである。

ピットＡ８７・Ａ８８・Ａ８９ 竪穴住居B843西方3ｍ付近で切り合い関係を示す３基のピットである。

切り合い関係からA87→A88→A89の順で形成されたことが解る。A88は灰色シルト混じりの黒
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第１８図　竪穴住居Ｂ８５２平面図・断面図（1/40）
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第１９図　竪穴住居Ｂ８５２遺物出土位置図（1/40）



色粘粘土を埋土とし、A88は黒色粘粘質シルトや灰色シルト、黄灰色土によるブロック土を埋土

としている。

ピットＡ３８ 溝A31の東1ｍ付近で検出され、径約0.3ｍを測る。柱痕状の黒色粘質シルトと掘方

及び埋土下部は褐灰色粘質土ブロック、オリーブ褐色粘土ブロックによる。

ピットＡ４０ 溝A31の南西部を切る形で検出されたピットである。径約0.5ｍを測り、深さ約0.25

ｍを測る。オリーブ褐色粘土ブロック、黒色粘質土ブロックによる掘方の東よりに柱痕状の褐色

粘土ブロック混じりの黒色粘土ブロック土が認められた。

（２）Ｂ地区

流川右岸自然堤防上の地山砂礫土上面において竪穴住居２棟が検出された。ここでは現耕土直

下に部分的に残る稀薄な中世～近世耕土層を剥ぐと地山面となり、これが検出面となる。

竪穴住居Ｂ８５２（第18・19図）

北辺が調査区境界塀の内側支柱控えスペースに入り込んでいたが、塀際まで拡張して全体を掴

むことができた。西壁の一部は試掘トレンチによって断ち切られている。

規模は、直径約7.0mであるが、当初の竪穴を拡張していることが判明した。拡張前は直径5.6m、

拡張後は6.8mで、面積では24.6㎡から36.3㎡を測り、約1.5倍大きくなっている。これに伴って当

初の竪穴を巡る壁溝は埋め戻され、拡張後の竪穴の壁溝が、その外側に掘り巡らされたが、その

際、新たに床貼りが行われている。柱穴のありかたや竪穴の中心に位置する炉跡の状態からみて

同一住居を同心円状に単純に拡大させたものと考えられる。

上屋を受ける柱を据えた痕跡は４箇所で検出されたが、試掘坑と北側撹乱坑の交差する付近に

もう一個所柱穴があったと思われるので、全体では５個所と考えられる。柱穴の間隔は2.2～

2.8mである。竪穴の南辺に1.5mに亘って、壁溝の掘り込みの不明瞭な箇所が認められ、外部から

内部に流れ込んだような形跡があった。壁肩の崩れかもしれないが、礫を含んだ締まった地山に

掘り込まれていることからすると、単なる崩れとは考えがたく、入口の位置をどこに求めるかを

考える根拠になるかもしれない。検出面より床面までの深さは、浅いところで0.04m、深いとこ

ろで0.10m、壁溝の深さは0.10～0.30mを測る。

竪穴中央では、径約1.30m、深さ0.60mのほぼ円形の炉跡が検出された。埋土には炭を含んでい

る。この炉跡に接して小土坑やピットが見つかっているが、小土坑は貯蔵穴、ピットは炉上の架

構施設と考えられる。旧竪穴の壁溝と新竪穴の壁溝との間は0.80～1.20mの幅で、径0.10～0.30m

の小ピットが壁際に沿うような形で巡っている。壁体の杭跡かもしれない。

遺物は、竪穴内覆土から出土しているが、殊に壁溝に沿い、多くは東半部から南半部にかけて

散発的に出土している。出土土器は、甕、鉢、製塩土器の破片が図上復元できた。
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出土遺物（第20図）

全形を復元できる破片は少ないが、甕の破片が目立つ。54にみられるように器高が20cm以下

の小型品が多い。調整の残る例では外面がタタキ、内面がハケメ調整である。その他の底部片で

は45、48、50などが甕で、底面近くまでタタキが施されている。それ以外の底部片では上げ底も

みられる。56は製塩土器で、脚台Ⅰ式と呼ばれる器形で、弥生後期後半～庄内式にみられる器で

ある。残存高8.0cm、裾部径7.2cmを測る。外方に拡がる台脚上には円筒上の脚部が伸びる。外面

に斜めのタタキを、裾部内面には横方向のハケメを施す。以上の土器は弥生後期後半と考えられ

る。

竪穴住居Ｂ８４３（第21図）

竪穴住居B852の南に4.0m隔てて掘り込まれている。東西3.6m、南北3.1mの方形で、深さは検

出面より0.02～0.03mを測る。磁北との触れはN-6°-Eである。面積は11.2㎡で、北の竪穴住居B852

の拡張前の面積の45％、拡張後の30％にあたる。また、竪穴の床面で、東西に並ぶ形で２個所に

径0.2～0.3mのピットが検出され、そのうち西側のものは0.54mと深く、かつ竪穴壁際より内側へ

0.7～0.9m控え、しかも東西1.4mの間隔を取って掘り込まれている。このことから、この２個所

の柱穴に立てられた柱の上に東西に横木を差し渡し、これに東西両方向から上屋を設ける、両斜

面式のものであったと考えられる。東側のピットに接する小ピットは、位置やその掘り込みの深

さから見て、直接上屋を支える柱とは考えられない。また壁際には0.04～0.10mの深さの壁溝と

みられる痕跡が部分的に確認された。竪穴住居B852は住居とみるのが自然であるが、この竪穴住

居B843は住居というより付属施設といえるかもしれない。出土遺物は認められなかった。
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第２０図　竪穴住居Ｂ８５２出土遺物



（３）小結

Ｂ地区西端部で後期の円形と方形の竪穴住居２棟が検出された。円形竪穴住居は径約7ｍを測

るが、当初は径約5.6ｍであつたものが拡張し建て替えられたものであることが確認された。方形

竪穴住居は東西3.6ｍ、南北3.1mを測る。Ｂ地区を中心とする区域は、現流川の流れが弧を描く

ように、その内側の区域を中心として西側の段丘崖面までの間が微高地となっており、弥生時代

後期の竪穴住居はこの微高地の西側肩部に立地することが解る。今回の調査では２棟の竪穴住居

を検出したのみであるが、Ａ３区でも若干のピットなど、当該時期の遺構が散見される状況にあ

り、微高地の西肩の一帯には弥生時代後期の集落がさらに展開するものと考えられる。

微高地の西側の段丘崖下には、集落が営まれる弥生時代後期に自然流路A102が微高地の裾部

を回り込むように北流したことが確認され、西除川が現在の位置に固定される以前の状況を解明

する上で貴重な成果が得られたものと言える。
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第２１図　竪穴住居Ｂ８４３平面図・断面図（1/40）



第３節　古墳時代の遺構と遺物

高木遺跡における古墳時代に関しては、包含層等からの出土遺物は散見されるものの明確な古

墳時代の遺構は希薄な状況と言わざるを得ない。後出する古代の遺構から出土した遺物の中にも

古墳時代の所産とみられる遺物が散見され、調査区の周辺においてあまり隔たらない地点で古墳

時代に人々の生活が営まれていた可能性は高いが、今回の調査においてはそれらを明らかにする

には至っていない。特に６世紀代の須恵器については、Ａ地区の自然流路やＣ地区の古代遺物包

含層などで顕著にその存在が認められる。弥生時代後期にはＢ地区に竪穴住居が営まれるように、

Ｂ地区西半の微高地に関しては集落形成に適した条件を備えていたことが窺われ、こうした好条

件を備えた微地形が周辺にどのように展開したか、注意深く探ることによってこの空白が埋めら

れる可能性は高いものと思われる。

今回の調査ではさらに遡る古墳時代前期の遺構・遺物は極めて希薄であり、Ａ地区の落込み

A93の最終埋没過程に伴う土器溜りA94が当該時期に関する唯一の遺構・遺物ということができ

る。

土器溜りＡ９４（第22図）

Ａ地区で検出された弥生時代後期の自然流路A102がほぼ埋没して以降、氾濫原内にその痕跡

を留めたとみられる落込みA93は、湿地化し徐々に埋没していったものと考えられる。古墳時代

前期の段階のＡ－２区東半付近では、落込みA93を構成する砂混じりの暗灰色粘質シルト等の埋

土を上面として、僅かな起伏を持った氾濫原内の湿地状の状況にあったものと見られ、人が踏み

入ることができる程度の状態の時期があったものとみられる。

土器溜りA94は、そうした状況において、川の水辺に近い氾濫原内の緩やかな斜面に古墳時代

前期の甕１個体を口縁部を下にして伏せるように設置されたものが埋没し押しつぶされた状況を

示す土器群である。この甕１個体分の北東側には器種や胎土が明らかに異なる土師器片の土器群

も検出され別個体の土師器が置かれた可能性が高いが、器壁が薄く細片化しており復元し器種を

特定するには至らなかった。恐らくはやや小型の甕または壷などとみられる。

甕１個体分の土器片は、口縁部の大半がほぼ元位置に近い状態で出土しており、復元するとほ

ぼ全周するほか肩部付近の破片も元位置に近い場所で崩落した状況を示し、体部下半から底部ほ

ど散乱する状況を示している。こうした状況は、水位が低下し湿地化した状態で漂着したとは考

えがたく、人為的に伏せて設置された可能性が高いものと判断される。別個体も併設して設置さ

れた可能性が高く、水辺における祭祀的な様相を示唆する出土状況と思われる。

出土遺物（第22図57）57は古墳時代前期、布留式の土師器甕である。口径約19㎝、残存高約24

㎝を測る。最大径が体部のほぼ中央に当たり球形に近い体部に、口縁部は内湾しつつ「く」の字

に屈曲し立上がる。外面は斜め方向のハケ目、内面はヘラケズリで頚部内面は丸くナデにより調
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整され、内湾する口縁の内側には荒いハケ目が施される。胎土は淡黄灰色を呈し砂粒を含む。

包含層出土遺物

明確に古墳時代の包含層として分離して遺物は抽出し得ていない。

唯一、古墳時代の遺構として検出された土器溜りA94は、古墳時代前期、布留式期の土器を伴

うが、この時期の出土遺物は各調査区を通じて他にほとんど見出すことはできず、上位に当たる

他の遺物包含層からも全く出土していない。

古墳時代に帰属する遺物としては、古墳時代後期の須恵器類を中心に遺物包含層やＡ地区にお

ける自然流路、古代以降の遺構埋土等に散見される。自然流路A111、自然流路A106、Ｂ地区の

溝、Ｃ地区の溝C4出土の須恵器捏鉢などである。この他にも小片、細片は多数認められ、これら

には一定摩滅の進むものも含まれるものの、さほど磨耗せずある程度器形を留めるものも認めら

れる。

従って今回の調査では明確な古墳時代後期の遺構は検出されていないが、周辺区域に当該時期

の集落などの遺構が存在することは十分想定可能な状況と言える。

小結

古墳時代に関する遺構は、Ａ地区の河川氾濫原域で検出された布留式期の土器溜りA94のみで

ある。河川氾濫原域に完形の甕を伏せるように意図的に置かれた状況が窺われ、自然流路の周辺

で水辺祭祀的な様相を示す遺構として注目される。しかしながら、今回の調査ではこうした祭祀

的な行為を残した人々の生活の痕跡を具体的に捉えることはできなかった。またこれに続く古墳

時代の人々の営みについても、断片的に散見される遺物を除いて具体的に示す遺構などを検出す

るには至らなかった。これらの状況を踏まえ、今後、本遺跡周辺における当該時期の状況解明に

向け、様々な機会を捉え慎重に資料の増加に注視していく必要があるものと思われる。
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第２２図　土器溜りＡ９４遺物出土状況（1/20）・出土遺物



第４節　古代の遺構と遺物

（１）A地区

現流川付近に存在する段丘崖面下の区域は、流川の原形と言える自然流路が形成と埋没を繰返

し、調査区外の西側を含めた広い範囲が氾濫原化した状況が続いたことが窺われる。弥生時代後

期の自然流路A102が埋没して以降、古代に至るまでの間には調査区内に流路が形成された痕跡

は認められず、上流側となる調査区の南方で方向を変え西側に位置をずらして流れていたものと

思われる。

現流川はＢ地区を中心とする微高地の縁辺部を取り巻くように弧を描いているが、その原形と

なる流路は南東方向から北西方向に流れ、Ａ地区或いはＢ地区の南方でこの微高地に当たり、西

へ屈曲して流れるか微高地の裾を巻くように北ないし再び北西方向に向かったことが想定され

る。微高地の裾部から屈曲して北西に進むと流れはＡ１区とＡ２区の境界付近で調査区内に至る

こととなり、微高地の裾を巻くように進んだものがＡ２区の東半部で形成と埋没を繰返す自然流

路として捉えられたものと考えられる。

古代に至るとこの内、前者に相当する流れが南東方向からＡ１区とＡ２区の境界付近に流入し

たものとみられるが、実際の古代の自然流路の痕跡は後出の中世に埋没する自然流路A107がほ

ぼ同じ地点に形成されるため確認することは出来なかった。流路の規模も自然流路A107の方が

大規模で、形成時或いは埋没時の流量には大きな差異があったものと考えられる。調査区内に流

入した古代の自然流路の痕跡としては落込みA98がある。恐らく河川流量としてもさほど大きな

ものではなかったものとみられ、地山層である粘土層やその下位に堆積する堅緻な砂礫に衝突し

浸食し落込みA98を形成するもののここで西へ屈曲したものとみられる。落込みA98南半は試掘

トレンチが貫通する他、中世に埋没する自然流路A107と重複するため古代の流路としての痕跡

は依存していない。古代の流路の痕跡は、試掘トレンチと自然流路A107の間で蛇行を示す自然

流路A111として捉えられ、一旦、調査区外へ出た後、再び調査区内へ北から南方向へ貫通する

自然流路A105などとして捉えることができる。従って、Ａ地区における古代の自然流路は落込

みA98→自然流路A111→自然流路A105を断片的な痕跡とした一連の自然流路と考えられるもの

である。

また、平安時代の後半には再び調査区南方から微高地の裾を巻くように流れた自然流路A103

も確認され、古墳時代前半には湿地状を呈した落込みA93を南から北に貫通して形成され、黒色

土器を伴って埋没している。

落込みＡ９８

Ａ２区西端からＡ1区にかけて検出された自然流路の浸食作用によって形成されたと考えられ

る遺構である。南半は後出する中世に埋没する自然流路A107により流され遺存しない。東西約
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11ｍを測り、自然流路A107右岸から北側の規模は約7ｍを図る。検出面では不定形な一体の落込

みとして捉えられたが、下部は東端から約3.5ｍ付近で浸食を免れたと見られる地山層が北壁側か

ら半島状に遺存して延び、北半は大小二つに分かれている。これは当初、流路の流入が調査区に

対して直交に近い角度で入り東側の小さい浸食を形成した後、ある時点で進入角度をやや西にず

らし西側に侵食位置を変えたことによるものと考えられる。このため東側の窪みは一旦浸食され

た後、直接的な流水の流入が途絶えたことが窺われ、埋土の大半は淀み状の暗灰色泥土が堆積し、

そうした泥土や粘質シルトが半島状の地山部分を越流し西側の窪み上部へ流れ込んだ状況が観察

された。

西側の窪みでは、自然流路A107によって削られた埋土の壁面において、遺構底部から0.40～0.5

ｍ付近に樹皮がほぼ水平堆積する状況と樹木の小枝が絡み合う状況が観察され、これを平面的に

検出した結果、落込み西端から東西方向に打設された杭列と横木や樹木の小枝を組合わせ、それ

を枠材として樹皮を網代状にして貼り付けた人為的な施設であることが判明し、木組み遺構

A109として認識した。従って木組み遺構A109は、自然的な要因により形成された落込みA98の

内部に人為的に構築された木製の施設である。落込みA98西半の窪みでは、木組み遺構検出面の

上位、下位で堆積状況が若干異なった様相を示す。木組み遺構より下位の最下層では、東側の窪

み埋土と類似した粗砂混じりの泥土が堆積し、その上部と木組み遺構の部材の間は暗灰褐色の粘

質土が堆積し、部分的に砂層や粗砂が入り込む状況と共に灰色を帯びやや汚れた地山層の黄灰色

粘土のブロックが多量に含まれる状況が認められた。木組み遺構上面は暗灰色の粘質シルトが覆

い、その上位は再び東側の窪み埋土と類似した灰色泥土で埋没している。こうした堆積状況から

落込みA98西半の窪みは、自然流路の方向が西に変化し攻撃面として自然流路の浸食を受けた後、

木組み遺構が構築され、下部はこれに伴い一定地山層のブロック土で人為的に埋められたものと

推測された。木組み遺構が機能を失って以降は、東側の窪みと同様に淀み状と化し暗灰色の泥土

層で埋没していったものと考えられる。

この付近では試掘トレンチに加え、現代の大規模なゴミ穴による撹乱土や自然流路堆積物の粗

砂層が重なっており、掘削を進めると崩落を起し詳細な土層観察には困難を極めた。

木組み遺構Ａ１０９（第23図）

上述の落込みA98西半の窪みに人為的に構築された木組みである。東西長約4ｍ、南北幅約1.7

ｍを測る。検出状況では、落込み西端底部斜面から東西方向に直線的に約0.5ｍ間隔で並ぶ５本の

杭を打設した杭列と、その上部に杭列方向に１本の横木材とそれに直交する材２本を組合わせた

主要枠材を組み、樹皮を網代状に編んだものを貼り付けた構造である。樹皮の編み物は横木材に

垂らしたものなのか、何らかの方法で固定されていたのか、固定方法については不明である。編

み物は、樹種は特定できていないものの針葉樹類の樹皮を幅約5～6㎝に揃えて裂き、編み込みの

状況を遺存する部分は僅かではあるが60度前後の角度をつけて縦方向、横方向を上下に互い違い

に重ねて編みこまれているようである。杭列は、西側の３本については打設面より数㎝の位置で
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いずれも折れ上部は欠損した状態である。編み物等を除去すると横木と直交するように組まれて

いた材が、東側２本の杭と同一の材で、それが打設面付近で折れて屈曲し、北側へ倒れ込んで埋

没した状況であったことが明らかとなった。すなわちこの木組み遺構は、本来組まれた状態で垂

直に立った状態に設置されていたものが、南側から圧力を受け北側へ倒壊した状態で埋没したも

のである。東端の杭１は直径が約8㎝、地中に打設された部分の深さ約0.9mを測り、倒れ込んだ

柱材部分の長さ約1.25ｍを測る。地中部分に掘方の痕跡は無く、先端は杭状に釿などで加工が施

されていることから、建て込まれたものではなく打設されたものとみられる。従って、径約8㎝、

長さ2.1ｍ以上の杭を、深さ0.9ｍまで打設した状況を示しているが、具体的な打設の方法につい

ては明確にし得ていない。東から２番目の杭２についても直径は約7㎝、地中に打設された部分

の深さ約0.85m、倒れ込んだ柱材部分は約0.6ｍを遺存し上部は欠損し遺存していない。こうした

状況から本木組みは、蛇行する自然流路の攻撃面に長大な杭を打ち並べ、打設した杭の上部を柱

材として横木等を固定し、樹皮の編み物を架設することにより流水による侵食を防ぐための護岸

施設であったものと考えられる。流水の攻撃面に対し裏側となる北側部分には、地山粘土による

ブロック土が裏込めに用いられたことも推測される。しかしながら水圧に耐え切れず主柱材であ

る杭が根元で折れ北側に倒壊したものとみられる。倒壊後、西側の大半は部材や編み物を流失し

欠損するものの、東半については半壊の状態で遺存し、水量の低下に伴い泥土下にそのまま埋没

したものであろう。木組み内からの出土遺物から平安時代前半頃に築かれたものと考えられる。

小規模ながら本遺構は、河川による土地の侵食を食い止めようと攻撃面に構築された護岸施設で

あり、往時の人々の河川管理への取組みと土木技術の一端を垣間見る貴重な資料と言える。

出土遺物（第24図）58は土師質の置き竈である。口縁端部と体部下半を欠く径の1/5程度の破

片で、復元口径約28㎝を測る。上辺が僅かに弧を描く隅丸台形の炊口窓を有するものとみられ、

破片の下部にその端部を残す。窓端部約5㎝ほど外側にツバ状の庇を貼り付ける。体部外面は荒

い縦方向のハケ目、内面も縦方向のハケ目が施される。内面には煤の付着が認められる。59は、

須恵器の小壷の底部である。底部径約6㎝を測る。平安時代前半、９世紀の所産とみられる。
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第２４図　木組み遺構Ａ１０９出土遺物
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第２５図　溝Ａ１０４・自然流路Ａ１０５平面図（1/200）・断面図（1/40）



自然流路Ａ１０５（第25図）

Ａ１区西端部、Y=－43,290付近の調査区北辺から南西方向へ貫通する自然流路である。幅約

4.5ｍ、深さ約0.6ｍを測る。埋土は、灰色砂、砂混じりの暗灰褐色シルト等を主体とする流水堆

積層が堆積するが、砂層堆積の間に滞水状態であった時期を示す有機物を含む黒色粘土や灰黒色

の泥土状のブロックを多く含む。こうした堆積状況からは恒常的に豊富な水量が流れた流路とい

うよりは、氾濫原内に網目状に複数流れた流路の内のひとつであった可能性が高いものと考えら

れる。Ａ１区とＡ２区の境界付近から調査区内を蛇行して流れた一連の古代の自然流路の一部と

捉えることができる。出土遺物は平安時代中葉を下限とする土器類が認められる。

出土遺物（第26図）60は土師器の片口鉢である。復元口径約22㎝、復元高約12㎝を測る。底部

には高台が剥離した痕跡を残す。61は壷の口縁部、62は小型の高杯、63～65は杯、66～68は椀、

69は復元径15㎝程度の小型の甕、70は羽釜のツバの小片である。

自然流路Ａ１１１

Ａ１区、Y=－43,290～43,275で中世の自然流路A107と試掘トレンチ間に挟まれた区域で断片的

に検出された自然流路である。試掘トレンチ底部に残存した砂層の切り合い関係から自然流路

A107に先行する自然流路と判断され、流路の方向などから落込みA98から南へ方向を変えて流れ

たことが想定される流路と連続する古代の流路の一部と判断された。断片的にしか検出し得てい

ないが、最も蛇行が著しい部分に当たるものとみられ、埋土の流水堆積砂層には幾つかの流芯方

向が認められ、一部はＡ１区の調査区が細くなるY=－43,285、X=－157,060付近から西へ直進す

る方向と、南へ蛇行し自然流路A105へ連続する２方向へ分岐する状況が想定された。断片的に

検出されたのみで出土遺物には乏しいが、平安時代中葉を下限とする遺物が認められた。

出土遺物（第27図）71・72は古墳時代後期の須恵器杯蓋、杯身である。73は土師器は皿で、約

1/2が残存し復元径は約10.5㎝を測る。外面には指押えが残る。
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第２６図　自然流路Ａ１０５出土遺物
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第２７図　自然流路Ａ１１１出土遺物



自然流路Ａ１０３（第28図）

Ａ２区中央付近、Y=－43,250付近で南から北へ貫通して検出された自然流路である。調査区南

方から微高地の裾を巻くように流れた流路の一つで、調査区南壁断面において黒色土器A類の椀

が検出され、平安時代後半、11世紀前半頃に形成・埋没したものと判断された。東側右岸上部は

中世の自然流路A92に切られるため明確ではないが、切込み面での幅は7～8ｍ程度を有したもの

とみられ、深さは約1ｍ前後と判断される。最下層は多量に砂礫を含む泥質の暗青灰色粘土、そ

の上部にも泥質の灰色粘土が堆積しており、砂層により一気に埋没した状況とは異なり、水量が

低下し低水位の状態で底部が泥化したのち徐々に埋没した状況が想定される。落込みA98へ向か

う一連の流路からやや後出し、平安時代後半に至って調査区南側で分岐或いは方向を変えて流れ

た自然流路と考えられる。出土遺物には乏しく、調査区南壁面で検出された黒色土器A類の椀が

唯一の遺物である。落込みA93出土遺物で混入遺物と考えられる土師器椀高台（第16図39）は本

来、本遺構に帰属すべき遺物と考えられる。

出土遺物（第28図）74は黒色土器A類の椀である。復元口径約16㎝、器高約6㎝を測る。外面

内面とも細かいヘラ磨きが施され、良好に炭素吸着がなされ器壁表面は光沢のある黒色を呈する。

10世紀末～11世紀初頭に比定されよう。
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１．2.5Y5/2暗灰黄色粘質土（鉄分マンガン沈着）灰色粘土ブロック（径2～5cm大） 

２．2.5Y6/3にぶい黄色粘質土ブロック 

３．7.5YR3/2黒褐色粘質土 

４．10YR4/2灰黄褐色粘質土（2～5㎜砂礫含む　鉄分沈着　灰色粘ブロック含む） 

５．2.5Y5/1黄灰色粘土（砂礫混り） 

６．10YR5/3にぶい黄褐色粘質土（砂礫混り） 

７．10YR5/4にぶい黄褐色粘質土（灰色粘土ブロック径2～3cmを含む） 

８．5Y5/2灰オリーブ色粘質土 

９．10YR4/4褐色粘質土 

10．10YR5/1褐灰色粘質土（砂礫混り） 

11．10YR5/3にぶい黄褐色粘質土（砂礫混り） 

12．10YR6/3にぶい黄橙色粘質土 

13．2.5Y5/3黄褐色粘質土 

14．10Y5/1灰色粘土（砂礫混り） 

15．N5/0灰色粘土（泥質） 

16．N4/0灰色粘土 

17．5PB3/1暗青灰色粘土（下半に多量に砂礫を含む） 

18．N3/0暗灰色粘土（やや砂質） 

ａ．旧耕土 

ｂ．近世耕土 

ｃ．近世耕土 

ｄ．中世耕土 

ｅ．中世耕土 

ｆ．自然流路A-92 

ｇ．自然流路A-102 

ｈ．落込みA-93

第２８図　自然流路Ａ１０３断面図（1/50）・出土遺物



Ａ３区の概要（第29図）

Ａ３区の区域は、Ｂ地区西端から連続し流川に至るまでの間、極めて浅く旧耕土層直下で地山

層に至る。地山層上面では、弥生時代後期から中世に至るまで各期の遺構が同一面で検出され混

在する状況を示す。調査区南西隅付近では、現流川直下に存在するとみられる段丘崖面に向け、

溝などが検出される。このほか他の時期のものと混在しつつ点在する柱穴状のピットが多数検出

された。古代の遺構として扱うものは、検出された遺構の内、褐灰色やオリーブ褐色系の粘質土

を主体とする埋土のものである。出土遺物には乏しく時期を判断する根拠に乏しいが、弥生時代

に帰属する炭化物を多量に含み黒色を帯びるものとも異なり、また瓦器細片を伴う灰色系の埋土
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第２９図　Ａ３区古代ピット・溝平面図（1/100）



をもつ中世のものとも異なる褐色系の埋土を特徴とし、僅かに土師質の土器細片を伴うものが認

められ瓦器を伴わないことから古代を下限とする遺構群と判断された。

溝Ａ７２（第30図）

Ａ３区の南西隅で検出された溝状の遺構である。埋没後、上部を溝A61・溝A71が切っており

それに先行して形成されたことが解る。また東端は中世の溝A70に切られる。調査区南壁下部で

南壁が立ち上る状況を示し、幅約2ｍ程度を測るものと思われる。また溝A70・A61の下で東端と

なるが、南壁断面では南へ屈曲しさらに延びる状況を示す。西側は崖面となることが想定される

ため、崖面に向けて取り付くものと考えられる。埋土は黒褐色・暗褐色系の粘質土である。

溝Ａ６１・Ａ７１（第30図）

Ａ３区の南西部で南東から北西方向に広がる浅い溝状の落込みである。撹乱土や溝A70により

溝A61と溝A71に分断されるが、本来は同一の遺構と考えられる。幅約3.5ｍ、深さ約0.15ｍを測

る。埋土は地山ブロックを含む黒褐色粘質土である。

溝Ａ６４

Y=－43,220付近でほぼ南北方向に開削される小溝である。幅約0.6ｍ、検出長約1.5ｍを測るが、

大半は中世の溝A70が踏襲するように重複しており、ごく断片的に検出したのみである。ほぼ南

北の方位に一致し、中世以降まで踏襲されることから、何らかの地割に基づいた区画性の高い溝

と考えられるが詳細は不明である。出土遺物には乏しいが、暗灰褐色粘質土を埋土とし、溝A70

に先行することから古代に帰属する遺構と判断された。

土坑Ａ３７

Ａ３区の南東部、X=－157,054・Y=－43,209付近で検出された浅い土坑である。砂礫混じりの

暗褐灰色粘質土を埋土とする。性格は不明である。

ピット群（第29図・第31図）

埋土が褐灰色やオリーブ褐色系の粘質土を主体とし、古代に帰属すると判断されたピット22基

が検出された。22基のピットはA17、A20、A21、A24、A25、A28、A41、A42、A43、A45、

A48、A50、A51、A52、A53、A55、A57、A58、A59、A74、A75、A76である。調査区中央南

半付近と北東部にややまとまりがあるが、建物の構成等を抽出するには至っていない。
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第３０図　溝Ａ６１・６４・７１・７２平面図・断面図（1/40）
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26．10YR2/3黒褐色泥土、灰色シルト混じり 

　　（撹乱層底部の泥） 

27．2.5Y4/1黄灰色粘土（16.をブロック状に多量に含む） 

28．5Y6/1灰色シルトをブロック状に含む 

　　10YR4/1褐灰色粘質土（B） 

29．28.に地山粘土（Eブロック、径2～3cm大）を含む 

　　10YR4/1褐灰色粘質土（B） 

30．2.5Y6/2灰黄色シルト 

31．5Y5/1灰色粘土、32.33.ブロック 

　　2.5Y5/3黄褐色粘土ブロックを含む 

32．33.に地山砂礫をブロック状に含む 

33．10YR2/2黒褐色粘土 

　　10YR5/2灰黄褐色粘土ブロックを含む 

34．5Y5/2灰オリーブ色黒質土（16.をブロック状に含む） 

　　肩部からの流入堆積 

35．5Y2/1黒色泥質粘土（地山粘土、砂礫をブロック状に含む） 

36．5Y3/1オリーブ黒色粘土（地山粘土、砂礫を含む） 

37．2.5Y3/1黒褐色粘質土 

　　10YR3/3暗褐色粘質土を径1cm前後のブロック状に含む 

38．5Y4/1灰色粘質土 

39．2.5Y4/1黄灰色粘質土（Eブロック混じり） 

40．7.5Y4/1灰色砂混じり粘土 

41．2.5Y3/1黒褐色粘質土（E混じり、5Y6/1灰色シルト混じり） 

42．地山粘土Eブロック（径3～5cm）混じり 

　　2.5Y5/1黄灰色粘質土 

43．2.5Y5/1黄灰色砂混じり粘土 

44．BにC及びAブロック 

45．10YR3/2黒褐色粘質土にAブロック 

　　Eブロック（径1～2cm大を含む） 

46．7.5Y6/2灰オリーブ色砂礫層（堅緻な礫層地山） 

Ａ－３区　溝６１・７０・７２　平面図断面図 

標準土層 

Ａ．炭化物を多量に含む　黒色粘質シルト　5Y2/1黒色粘質シルト 

Ｂ．10YR4/1褐灰色粘質シルト　径2～5mm砂礫含む 

Ｃ．2.5Y4/3　オリーブ褐粘質土　径2～5mm砂礫含む 

Ｄ．2.5Y5/4黄褐色粘質土　径2～5mm砂礫含む　地山粘土層ブロック 

Ｅ．2.5Y6/4にぶい黄色粘質土　径2～5mm砂礫　径5～30mm礫を含む　地山層 

１．盛土、旧表土 

２．真砂土（盛土） 

　　流川右岸に幅約3mで施された盛土（現代） 

２́．2.5Y7/6明黄褐色砂礫混じり粘質土（盛土真砂） 

３．整地撹乱土 

　　旧表土及び真砂土（2.）を撹拌した土層 

４．10Y6/1灰色砂礫混じり粘質シルト 

５．7.5GY5/1緑灰色泥砂　撹乱溝の底泥 

６．7.5Y6/2灰オリーブ色砂礫混じり泥質シルト 

７．7.5GY6/1緑灰色砂礫混じりシルト 

８．7.5Y6/1灰色砂混じり粘質シルト 

９．N6/0灰色粘質シルト 

10．7.5Y7/2灰白色シルト　5Y6/1灰色シルトブロック 

　　砂礫（径3～5mm大）混じり 

11．現代耕土 

12．10YR6/4にぶい黄褐色粘質土（底土） 

13．2.5Y6/2灰黄色砂質土　やや粘質を滞る 

14．7.5Y6/1褐灰色粘質シルト（径2～3mm砂礫含む） 

15．2.5Y5/2暗灰黄色砂質土（径2～3mm砂礫を含む） 

16．10YR3/3暗褐色砂質土（やや粘質を滞る、径2～3mm砂礫を含む） 

17．5Y5/1灰色粘質シルト砂礫混じり 

18．10YR5/2黒褐色粘質土　砂礫混じり　撹乱溝底部 

19．46.地山ブロック（径3～5cm大）混じり 

　　7.5Y4/1灰色粘質土 

20．5Y6/2灰オリーブ色粘質シルト 

　　46.地山ブロック（径2～3cm大）混じり 

21．46.地山ブロック（径2～5cm大）混じり 

　　5Y6/3オリーブ黄色砂混じり粘質土 

22．N5/0灰色粘土、5GY5/1オリーブ灰色粘土 

　　7.5Y7/1灰白色粘土ブロック 

23．2.5Y5/2暗灰黄色粘質土、灰色シルト、 

　　16.（径1～2cm）をブロック状に含む、砂礫混入 

24．2.5Y5/1黄灰色粘質シルト　16.を2～3cm大ブロックに含む 

　　径2～5mm砂礫混入 

25．10YR5/2灰黄褐色粘質シルト　16.を2～3cm大ブロックに含む 

　　2.5Y4/2暗灰黄色シルトブロック状に含む 
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0 2ｍ 
ピット76 
１．CにBブロック 
２．BにCブロック 
３．B 
４．B混じりC

標準土層 
Ａ．炭化物を多量に含む　黒色粘質シルト　5Y2/1黒色粘質シルト 
Ｂ．10YR4/1褐灰色粘質シルト　径2～5mm砂礫含む 
Ｃ．2.5Y4/3　オリーブ褐粘質土　径2～5mm砂礫含む 
Ｄ．2.5Y5/4黄褐色粘質土　径2～5mm砂礫含む　地山粘土層ブロック 
Ｅ．2.5Y6/4にぶい黄色粘質土　径2～5mm砂礫　径5～30mm礫を含む　地山層 

ピット17 
１．B 
２．B混じり、 
　　灰色砂混じりＣ 
３．暗灰色粘質土 
　　混じりB

ピット20 
１．BにCブロック 
２．C

　　　　　　　ピット21 
　　　　　　　１．BにCブロック、 
　　　　　　　　　灰色シルト混じり 
　　　　　　　２．5Y5/3灰オリーブ色 
　　　　　　　　　シルトC混じり 
３．C 
４．BにCブロック 
５．7.5Y6/2灰オリーブ色砂質シルト 
　　径5～10mm大礫を含む 

ピット24 
１．B、C混じり 
２．灰褐色粘質土混じりB 
３．灰色シルト混じりC 
４．Dブロック 
５．C

ピット25 
１．Aブロック混じりC 
２．A混じりC 
３．砂礫混じりC 
４．C

ピット28 
１．BにCブロック 
２．CにBブロック 
３．Cに灰色粘土ブロック 

ピット41 
１．A 
２．A混じりC 
３．砂礫混じりC 
４．C 
５．D混じりC

ピット42 
１．AにCブロック 
２．A灰色シルト混じり 
３．C 
４．CにDブロック 

ピット45 
１．C 
２．B 
３．CにDブロック 
４．BにCブロック、砂礫混じり 

ピット43 
１．C砂礫混じり 
２．B

ピット48 
１．Cに灰色シルト 
　　砂礫混じり 
２．CにBブロック 
３．C

９．BにA混じり、 
　　黒褐色シルト 
10．CにB混じり 
11．C砂礫混じり 
12． 

ピット50 
１．CにBのブロック、 
　　砂礫混じり 
２．CにD粘土混じり 
３．BにCブロック、 
　　砂礫混じり 

ピット51・52・53 
１．Bに灰色シルト混じり 
２．Bに暗褐色粘土ブロック 
３．黄褐色粘土混C

４．CにB混じり 
５．C 
６．Cに礫（5～30mm）混じり 
７．B 
８．BにCブロック混じり 

ピット55 
１．BにDブロック 
２．B 
３．BにCブロック 

ピット57 
１．BにDブロック 
２．B砂礫混じり 
３．C

ピット58・59 
１．B 
２．BにC砂混じり 
３．BにCブロック粘質土 
４．BにDブロック砂質土 
５．CにBブロック 
６．BにC 
７．C

ピット74 
１．Eブロック（径1～2cm大）混じりB 
２．Bブロック（径2～3cm大）混じりC 
３．Eブロック、C混じりBブロック土 
４．B混じり、C混じりEブロック土 
５．C混じり、砂礫混じりBブロック土 

ピット75 
１．A（粘質土） 
２．CブロックA 
３．A混じり、灰色粘質土混じりA 
４．AブロックC 
５．C
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第３１図　Ａ３区古代ピット土層断面図（1/40）



（２）Ｂ地区

掘立柱建物

掘立柱建物Ｂ１（第32図）

梁行１間（1.8m）、桁行１間（2.1～2.3m）以上の南北建物と考えられる。南は調査区外へ及ん

でいる。柱穴930より土師器片が出土している。建物の軸方向はN-17°-Wである。溝群B1の溝

763・758をこの建物の南辺の柱穴が切っている。

掘立柱建物Ｂ２（第33図）

梁行３間（3.85m）、桁行４間（2.2m）以上の南北建物と考えられる。桁行は調査区外に及んで

いる。軸方向は磁北に揃えている。残りのよい柱穴についてみると、一辺が0.5～0.6mの方形掘

り方をとるものが多い。柱穴989、991、992、993、1031から土師器、須恵器片が出土している。

うち図化できたのは柱穴989出土の須恵器甕口縁部（第46図78）で、外反する口縁部がわずかに

肥厚し、丸みを帯びる。８世紀代か。建物の方向は溝群B5とほぼ揃い、この建物付近まで拡がら

ないので、耕作地と建物が共存していた可能性もある。

掘立柱建物Ｂ３（第34図）

梁行１間（3.6m）、桁行は北側が調査区外に及んでいるので、２間（4.1m）以上になる。南側

には東西3間の間柱をもつ。軸方向はN-7°-Wである。南北建物と考えられる。柱穴掘方は方形掘

方を基本としているように思われる。柱穴からの出土遺物はみられなかった。
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第３２図　掘立柱建物Ｂ１平面図・断面図（1/50）
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Ｂ－Ｂ´柱穴992 

１．灰黄褐（10YR4/2）粘質土（マンガン沈着、炭化物混じる） 

２．黒褐（10YR2/2）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 

３．黒褐（10YR2/3）砂質土（マンガン沈着） 

４．黄褐（2.5Y5/4）微砂（地山ブロック） 

５．黒褐（10YR2/3）砂質土（マンガン沈着）と黄褐（2.5Y5/4）微砂混じる 

６．黒褐（10YR3/2）粘質土 

７．黒褐（2.5Y3/2）シルト質粘土 

８．黒褐（2.5Y3/2）粘質土（礫含む） 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴991 

１．灰黄褐（10YR4/2）粘質土（マンガン沈着、炭化物混じる） 

２．灰黄褐（10YR4/2）粘質土（地山混じる） 

３．にぶい黄（2.5Y6/4）砂礫混じり粘質土（地山）と灰黄褐（10YR4/2）粘質土の混在層 

４．黒褐（10YR3/2）粘土（鉄分、マンガン沈着） 

５．黒褐（10YR3/2）粘土と黄褐（2.5Y5/3）砂礫混じり粘質土の混在層 

６．暗褐（10YR3/3）粘土（マンガン沈着） 

７．黄褐（2.5Y5/3）砂礫混じり粘質土 

８．オリーブ褐（2.5Y4/3）粘質土（礫含む） 

９．黒褐（10YR3/2）粘土（地山混じる） 

Ｃ－Ｃ´柱穴989 

１．オリーブ褐（2.5Y4/4）シルト（鉄分沈着） 

２．オリーブ褐（2.5Y4/4）シルトと灰黄褐（10YR4/2） 

　　粘質土の混在層 

３．灰黄褐（10YR4/2）砂礫混じり粘土（マンガン沈着） 

４．灰黄褐（10YR4/2）粘質土（鉄分沈着、炭化物含む） 

５．灰黄褐（10YR4/2）粘質土（礫含む） 

６．灰黄褐（10YR4/2）粘質土（礫含む、炭化物混じる） 

７．灰黄褐（10YR4/2）砂質土 

８．灰黄褐（10YR4/2）砂質土とオリーブ褐（2.5Y4/4） 

　　シルトの混在層 

９．オリーブ褐（2.5Y4/4）細～微砂 

10．暗褐（10YR3/3）シルト質粘土 

第３３図　掘立柱建物Ｂ２平面図・断面図（1/50）
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第３４図　掘立柱建物Ｂ３平面図・断面図（1/50）
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Ｃ－Ｃ´柱穴693 

１．黄褐（2.5Y5/3）微砂（マンガン沈着） 

２．暗灰黄（2.5Y5/2）シルト質粘土 

３．にぶい黄（2.5Y6/4）細砂（マンガン沈着） 

４．黒褐（2.5Y3/2）シルト（鉄分、マンガン沈着） 

５．明黄褐（2.5Y6/6）砂質土（地山） 

６．黒褐（2.5Y3/2）砂質土に明黄褐（2.5Y6/6）砂質土（地山） 

　　ブロック混じる 

７．黄褐（2.5Y5/3）細砂 

８．暗オリーブ褐（2.5Y3/3）砂礫混じり粘土（礫含む） 

９．黄褐（2.5Y5/3）砂混じり粘土（礫含む） 

 

Ｄ－Ｄ´柱穴717 

１．黄褐（2.5Y5/6）細～中砂（マンガン沈着） 

２．オリーブ褐（2.5Y4/3）粘質土に黄褐（2.5Y5/6）細～ 

　　中砂混じる 

３．暗オリーブ（2.5Y3/3）粘土（マンガン沈着） 

４．オリーブ褐（2.5Y4/4）粘土（マンガン沈着）に 

　　黄褐（2.5Y5/6）細～中砂ブロック混じる 

５．暗オリーブ（2.5Y3/3）砂礫混じり粘土 

 

Ｄ－Ｄ´柱穴656 

１．暗灰黄（2.5Y5/2）細砂 

２．暗褐（10YR3/4）粘質土 

３．灰黄褐（10YR4/2）シルト質粘土（礫含む） 

４．暗褐（10YR3/3）シルト質粘土 

５．灰黄褐（10YR4/2）粘性砂質土 

６．黄褐（2.5Y5/4）粘質土と黄褐（10YR5/8）砂質土の混在層 

７．黒褐（10YR3/2）砂礫混じり粘土 

８．黄褐（2.5Y5/4）砂質土に暗灰黄（2.5Y5/2）粘質土混じる 

９．灰黄褐（10YR4/2）粘質土 

Ａ－Ａ´柱穴Ｂ-５-28 

１．灰色粘土、地山ブロック混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

１́．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり）に灰色粘質土混じり、 

　　粘質土強 

２．灰色シルト、地山ブロック混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

３．灰色シルトブロック、（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　混じり、地山ブロック土 

４．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト 

　　・地山ブロック混じり）混じり、地山ブロック土 

５．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト 

　　・地山ブロック混じり）ブロック、灰色シルト、砂礫混じり 

　　粘質土強 

 

Ａ－Ａ´柱穴Ｂ-５-31 

１．地山ブロック（径1～3mm大）、灰色シルトを含む 

　　（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり） 

２．地山ブロック、灰色シルト混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　ブロック土 

３．2.で多量の地山ブロックで混じる 

４．灰色粘土、地山ブロック混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴689 

１．黒褐（2.5Y3/2）粘質土（マンガン沈着） 

　　径1～2mmの白礫混じる 

２．黒（2.5Y2/1）やや白っぽい粘土　にぶい黄（2.5Y6/4）の 

　　ブロック土が下半に多く見られる 

　　炭化物混じる 

 

Ｃ－Ｃ´柱穴716 

１．暗灰黄（2.5Y4/2）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 

２．黄褐（2.5Y5/3）細～中砂（鉄分沈着） 

３．暗灰黄（2.5Y4/2）砂質土と黄褐（2.5Y5/3）細～中砂の混在層 

４．黄褐（2.5Y5/4）細砂（マンガン沈着） 

５．暗灰黄（2.5Y4/2）砂質土と黄褐（2.5Y5/3）細～中砂の混在層 

６．にぶい黄（2.5Y6/3）細砂（礫含む） 

７．黄褐（2.5Y5/3）細～中砂（鉄分沈着） 

８．暗灰黄（2.5Y4/2）粘土 

９．黒褐（2.5Y3/2）粘土 

 

Ｃ－Ｃ´柱穴706 

１．暗オリーブ褐（2.5Y3/3）粘質土（礫含む、マンガン沈着） 

２．黒褐（2.5Y3/2）粘質土（鉄分沈着） 

３．オリーブ黒（5Y3/1）粘質土（マンガン沈着） 

４．オリーブ黒（5Y2/2）粘土 

５．オリーブ黒（5Y3/2）粘土（礫含む） 

６．黄褐（2.5Y5/3）細～中砂（鉄分沈着） 

 

Ｃ－Ｃ´柱穴694 

１．暗オリーブ褐（2.5Y3/3）粘質土（鉄分、マンガン沈着） 

２．明黄褐（2.5Y6/6）砂質土（地山） 

 



－53－

Ｃ－Ｃ´柱穴609 

１．灰黄（2.5Y6/2）粘質土 

２．黄（2.5Y8/8）粘質土 

３．明黄褐（2.5Y7/6）粘質土に 

　　灰黄（2.5Y6/2）粘質土 

　　ブロック混じる 

４．明黄褐（2.5Y6/6）粘質土に 

　　灰黄（2.5Y6/2）粘質土 

　　ブロック混じる 

５．褐灰（10YR4/1）粘質土 

６．褐灰（10YR6/1）粘質土 

 

Ｃ－Ｃ´柱穴616 

１．灰（5Y6/1）粘質土 

２．黄（2.5Y7/8）粘質土 

３．黄灰（2.5Y6/1）粘質土 

４．黄（2.5Y7/8）粘質土 

５．黄（2.5Y7/8）粘質土 

６．灰白（2.5Y7/1）粘質土 

７．黄灰（2.5Y7/1）粘質土 

８．黄（2.5Y7/8）粘質土 

９．灰白（2.5Y7/1）粘質土 

10．黄灰（2.5Y7/1）粘質土 

11．黄（2.5Y8/8）粘質土 

Ａ－Ａ´柱穴613 

１．黄（2.5Y8/6）粘質土 

２．淡黄（2.5Y8/4）粘質土 

３．淡黄（2.5Y8/4）粘質土 

４．黄（5Y8/6）粘質土 

５．黄（2.5Y8/6）粘質土 

６．黄（2.5Y7/8）粘質土 

７．淡黄（2.5Y8/4）粘質土 

８．黄（5Y8/6）粘質土 

９．淡黄（2.5Y8/4）粘質土 

 

Ｄ－Ｄ´柱穴614 

１．灰黄（2.5Y6/2）粘質土 

２．黄（2.5Y8/6）粘質土 

３．褐灰（10YR5/1）粘質土 

４．にぶい黄（2.5Y6/3） 

　　粘質土 

５．黄（2.5Y8/6）粘質土 

６．灰黄（2.5Y7/2）粘質土 

Ｂ－Ｂ´柱穴612 

１．にぶい黄（2.5Y6/4）粘質土 

　　（鉄分沈着） 

２．灰黄（2.5Y7/2）細砂 

３．黒褐（10YR3/1）粘質土 

４．にぶい黄（2.5Y6/4）粘質土と 

　　灰黄（2.5Y7/2）砂礫の混在層 

５．灰黄（7.5Y6/2）粘質土 

６．にぶい黄（2.5Y6/4）粘質土 

７．黄橙（10YR7/8）粘土（礫含む） 

８．灰黄（2.5Y7/2）砂礫 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴611 

１．黄褐（2.5Y5/3）砂質土 

　　（マンガン沈着） 

２．明黄褐（10YR6/8）粘質土に 

　　黒褐（10YR3/1）シルト混じる 

３．オリーブ褐（2.5Y4/3）シルト 

４．黄橙（2.5Y5/6）粘土と灰白 

　　（7.5Y7/1）粘土の混在層（地山） 

Ｂ－Ｂ´柱穴610 

１．暗灰黄（2.5Y5/2）粘質土 

２．黄（2.5Y8/6）粘質土 

３．浅黄（2.5Y7/3）粘質土 

４．黄（2.5Y8/6）粘質土 

５．灰黄（2.5Y6/2）粘質土 

６．黄（2.5Y8/6）粘質土 

７．オリーブ黒（5Y3/1）粘質土 

８．黄（2.5Y8/6）粘質土にオリーブ黒 

　　（5Y3/1）粘質土ブロック混じる 

９．黄（2.5Y8/6）粘質土 

10．オリーブ黒（5Y3/1）粘質土 

11．灰黄（2.5Y6/2）粘質土 

12．黄（2.5Y8/6）粘質土 

13．黄（2.5Y8/6）粘質土 

 

Ｃ－Ｃ´柱穴615 

１．黄（2.5Y8/6）粘質土 

２．黄（5Y8/6）粘質土 

３．灰オリーブ（5Y6/2）粘質土 

４．黄（2.5Y8/6）粘質土 

５．明黄褐（2.5Y6/6）粘質土 

６．黄（5Y8/6）粘質土に黄（2.5Y8/6） 

　　粘質土ブロック混じる 

７．明黄褐（2.5Y6/6）粘質土 

0 2ｍ 

X
=
－
43
,1
18T

.P.＋
12.0m

X=－157,036

T.P.＋12.0m
AA′ 

AA′ 

D D′ 

C
C
′
 

B
B
′
 

B

B
′
 

T.P.＋12.0m T
.P
.＋
12
.0
m

615

615
609

616
614

612

616 614 612

616

609

610

611

61
2

61
1

61
0123

4
5

6
7

1

2
34

4 5

6

1
2
334

5
6

7
8

1010

11
9

N
S

EW 1
2
3 4
5 6

N
S

1

2
3

4

5

6

7

8
2 3

6
42

1
2
33

1
2

34

5
6

7

88
9

11
12

10
13

615 613

613

610
EW

12

3 4
5
6 7 8

9

第３５図　掘立柱建物Ｂ４平面図・断面図（1/50）



－54－

Ｃ－Ｃ´柱穴569 

１．褐灰（5YR5/1）粘土 

２．黒褐（7.5YR5/1）粘土 

３．褐灰（7.5YR4/1）粘土 

４．褐灰（7.5YR4/1）粘土 

５．明黄褐（2.5Y6/6）粘質土 

６．明黄褐（2.5Y6/6）粘質土に褐灰 

　　（7.5YR4/1）粘土ブロック混じる 

７．明黄褐（2.5Y6/6）粘質土に褐灰 

　　（7.5YR4/1）粘土ブロック混じる 

Ａ－Ａ´柱穴563 

１．褐灰（7.5YR4/1）粘土 

２．黒褐（10YR3/1）粘土 

３．褐灰（10YR4/1）粘土 

 

Ａ－Ａ´柱穴562 

１．灰黄褐（10YR4/2）粘土 

２．灰黄（2.5Y6/2）粘土 

３．暗灰黄（2.5Y4/2）粘土 

４．にぶい黄褐（10YR4/3）粘土 

５．灰黄（2.5Y6/2）粘土 

Ａ－Ａ´柱穴561 

１．褐灰（10YR5/1）粘質土 

２．黒（7.5YR2/1）粘土 

３．褐灰（10YR4/1）粘土 

４．褐灰（5YR4/1）粘土 

５．灰オリーブ（5Y6/2）粘土 

６．灰オリーブ（5Y6/2）粘土 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴564 

１．黒褐（10YR3/1）粘土 

２．褐灰（7.5YR4/1）粘土 

Ｃ－Ｃ´柱穴566 

１．黒褐（7.5YR3/1）粘土 

２．明黄褐（2.5Y7/6）砂 

 

Ｃ－Ｃ´柱穴568 

黒褐（7.5YR3/1）粘土に明黄褐 

（2.5Y6/6）粘土ブロック混じる 
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－55－

Ｃ－Ｃ´柱穴423 
灰黄褐（10YR4/2）砂質土（鉄分沈着） 
 
Ａ－Ａ´柱穴426 
１．黄褐（2.5Y5/4）細砂（鉄分、マンガン沈着） 
２．オリーブ褐（2.5Y4/4）粘性砂質土（鉄分沈着、地山ブロック混じる） 
３．黄褐（2.5Y5/3）粘質土（鉄分沈着） 
４．暗灰黄（2.5Y4/2）粘質土（礫含む、鉄分沈着） 
５．黄褐（10YR5.8）粘質土（礫含む） 
 
Ａ－Ａ´柱穴421 
１．オリーブ褐（2.5Y4/3）細砂（鉄分、マンガン沈着） 
２．明黄褐（2.5Y6/8）粘土（地山） 
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掘立柱建物Ｂ４（第35図）

２間（3.7m）×２間（3.5～3.7m）の方形プランの建物である。中央に大きい撹乱坑があるた

め、総柱になるかどうかは不明である。軸方向はN-5°-Wである。柱穴は一辺0.6mの方形掘方を

基本とする。柱穴611、616より土師器小片が出土している。

溝群B2で東と南が、北は落込みB617で画される。また、西は南北の撹乱坑を越えた辺りから

後述する耕作溝群が西へ拡がる。よってこの建物は以上の遺構群に囲まれた6.0～6.5m四方にあ

り、これらの遺構群と位置関係が注目される。

掘立柱建物Ｂ５（第36図）

梁行２間（3.3m）、桁行３間（6.1～6.3m）の南北建物である。西側柱穴の北から２つ目は撹乱

坑により残っていない。柱穴は一辺0.5～0.6mの方形掘方を基本としていたようである。建物軸

方向はN‐3°‐Wである。柱穴563、569より土師器片が出土しているが、器種など不明。

掘立柱建物Ｂ６（第37図）

梁行２間（3.4m）、桁行きは西側２間（3.0m）、東側３間（3.0m）となる南北建物である。建物

の軸方向は磁北に揃えている。柱穴414、426より土師器片が出土しているが器種などは不明であ

る。柱穴径は0.3～0.4m、深さ0.2～0.5mである。西辺の柱穴624、625が溝群B3の溝401、451を切

っている。

－56－

0 2ｍ 

Ａ－Ａ´柱穴390 

灰黄褐（10YR4/2）砂質土（鉄分沈着） 

Ａ－Ａ´柱穴386 

灰黄褐（10YR4/2）砂質土（マンガン沈着） 

Ｂ－Ｂ´柱穴410 

褐（10YR4/4）粘質土（鉄分沈着、地山、炭化物混じる） 

Ｂ－Ｂ´柱穴432 

褐（10YR4/4）粘質土（鉄分沈着、地山、炭化物混じる） 

Ｂ－Ｂ´柱穴433 
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掘立柱建物Ｂ７（第38図）

建物の一部と思われる。東西は北辺２間分（3.8m）、南北は東辺2間分（4.0m）のみ確認した。

柱穴は径0.25～0.35mの円形で、埋土は灰色系で他の建物に比べるとやや規模、埋土など趣が異

なる。建物の軸方向はN‐6°‐Wである。柱穴386、410、432より土師器片が出土しているが、図

示した土師器坏（第46図76）を除いて器種などは不明である。土坑B431をこの建物の柱穴410、

432が切っている。

－57－

Ｃ－Ｃ´柱穴369 
灰黄褐（10Y4/2）粘質土（マンガン沈着） 
 
Ｃ－Ｃ´柱穴378 
灰黄（2.5Y4/1）砂質土（鉄分、マンガン沈着、地山混じる） 
 
Ｃ－Ｃ´柱穴355 
１．暗灰黄（2.5Y5/2）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 
２．暗灰黄（2.5Y4/2）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 
３．灰（5Y4/1）粘質土（礫含む、鉄分、マンガン沈着） 
４．明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山） 
 
Ｄ－Ｄ´柱穴354 
１．褐灰（10YR5/1）粘質土（鉄分沈着） 
２．褐灰（10YR4/1）砂質土（地山混じる） 
３．黄灰（2.5Y4/1）粘質土（マンガン沈着） 
 
Ｄ－Ｄ´柱穴353 
１．褐灰（7.5YR4/1）粘質土（鉄分、マンガン沈着） 
２．褐灰（7.5YR4/1）粘質土（鉄分、マンガン多量沈着） 

Ａ－Ａ´柱穴352 
１．褐灰（7.5YR4/1）粘質土（鉄分、マンガン沈着） 
２．褐灰（7.5YR4/1）粘質土（鉄分、マンガン多量沈着） 
 
Ａ－Ａ´柱穴351 
１．褐灰（7.5YR4/1）粘質土（鉄分、マンガン沈着） 
２．褐灰（7.5YR4/1）粘質土（鉄分、マンガン沈着）に地山混じる 
３．黒褐（7.5YR3/1）（礫含む、マンガン沈着） 
 
Ａ－Ａ´柱穴350 
１．褐灰（7.5YR4/1）粘質土（鉄分、マンガン沈着） 
２．褐灰（7.5YR4/1）粘質土（鉄分、マンガン多量沈着） 
３．黒褐（7.5YR3/1）（礫含む、マンガン沈着） 
 
Ｂ－Ｂ´柱穴357 
褐灰（7.5YR4/1）粘質土（鉄分、マンガン沈着） 
 
Ｂ－Ｂ´柱穴356 
黒褐（10YR3/2）粘質土（鉄分沈着） 
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土師器坏は内湾気味に立ち上がる口縁部が上方で外反し、端部は丸くおさめ、内側に軽く巻き

込む形態である。内外面をヨコナデ調整する。８世紀末～９世紀初と考えられる。

掘立柱建物Ｂ８（第39図）

梁行２間（3.3m）、桁行３間（5.1m）の東西方建物である。柱穴は径0.3～0.5mの円形である。

北西隅柱穴369は10号建物の柱穴326を切っている。建物の軸方向はN‐5°‐Wである。柱穴350、

353、355、356、357より土師器片、須恵器片が出土しているが、図化できたのは柱穴357より出

土した須恵器坏蓋の端部片（第46図79）のみである。

須恵器坏蓋は下方に屈曲し段をなす形態で、9世紀前半の器と思われる。

－58－

Ａ－Ａ´柱穴Ｂ８－67 

１．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック 

　　・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

２．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径3～5cm大） 

　　混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック 

　　・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

３．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり）混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土 

 

Ａ－Ａ´柱穴337 

１．灰黄（2.5Y4/1）細砂～シルト（鉄分、マンガン沈着） 

２．黄灰（2.5Y4/1）細砂～シルト黄褐（10YR5/8）砂質土（地山）混じる 

３．明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山） 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴336 

１．褐灰（10YR4/1）粘質土（鉄分沈着,炭化物混じる） 

２．褐灰（10YR4/1）粘質土（礫含む） 

３．黒褐（10YR3/1）粘質土 

４．明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山） 

Ｂ－Ｂ´柱穴335 

１．褐（10YR3/3）砂質土と褐灰（10YR5/1） 

　　細砂が混在（鉄分沈着） 

２．褐（10YR3/3）砂質土と褐灰（10YR5/1） 

　　細砂の混在層に明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山）混じる 

３．明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山） 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴334 

１．褐（10YR3/3）砂質土と褐灰（10YR5/1） 

　　細砂が混在（鉄分沈着） 

２．褐灰（10YR5/1）細砂に褐（10YR3/3）砂質土が混じる 

３．明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山） 

 

Ｃ－Ｃ´柱穴333 

１．灰黄（2.5Y4/1）細砂～シルト（鉄分、マンガン沈着） 

２．明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山） 
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第４１図　掘立柱建物Ｂ１０平面図・断面図（1/50）
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Ｄ－Ｄ´柱穴324 

１．明黄褐（10YR6/6）砂質土（地山ブロック土） 

２．褐（10YR4/4）砂質土（地山ブロック混じり、鉄分沈着） 

３．褐（10YR4/4）砂質土に暗褐黄（2.5Y3/2）微砂が混じる 

４．黒褐（2.5Y3/2）砂質土 

５．黒褐（2.5Y3/2）砂質土（地山ブロック混じる） 

６．暗褐（10YR3/4）粘質土 

７．黒褐（10YR2/3）粘質土 

８．黒褐（10YR2/3）粘質土（地山ブロック混じる） 

９．黒褐（10YR2/1）粘土（礫含む） 

10．黒褐（2.5Y3/1）粘土（礫含む） 

11．黄褐（10YR5/6）粘土混じり砂礫 

 

Ｄ－Ｄ´柱穴323 

１．暗褐（10YR3/4）粘質土（礫含む）と明黄褐（2.5Y6/6） 

　　砂礫が混在 

２．暗褐（10YR3/3）砂質土（礫含む、鉄分沈着） 

３．暗褐（10YR3/4）粘質土（礫含む） 

４．暗褐（10YR3/3）粘質土（鉄分沈着） 

５．黒褐（10YR3/2）砂礫混じり粘質土 

６．暗褐（10YR3/3）粘質土（礫含む） 

７．黒褐（10YR3/2）粘質土（礫少量含む） 

８．黒褐（10YR3/2）粘質土（礫少量含む） 

９．地山ブロック 

10．黒褐（10YR3/2）粘質土（礫少量含む）と地山ブロック混じる 

11．灰黄褐（10YR4/2）粘土（12層より粘性強い） 

12．灰黄褐（10YR4/2）粘土 

 

Ｄ－Ｄ´柱穴322 

１．暗褐（10YR3/3）粘質土（鉄分沈着、炭化物混じる） 

２．灰黄褐（10YR6/2）微砂 

３．暗褐（10YR3/3）粘質土（鉄分沈着） 

４．暗褐（10YR3/3）粘質土（鉄分沈着、炭化物混じる） 

５．暗褐（10YR3/3）粘質土（鉄分沈着、4層より粘性強い） 

６．暗褐（10YR3/3）粘質土（鉄分沈着、炭化物混じる） 

７．黒褐（10YR3/2）粘土（鉄分沈着） 

８．にぶい黄橙（10YR4/3）粘土（鉄分沈着） 

９．黒褐（10YR3/2）砂礫混じり粘土 

10．黒褐（2.5Y3/2）粘質土（鉄分沈着） 

11．灰黄褐（10YR6/2）砂礫（鉄分沈着） 

12．黒褐（2.5Y3/2）砂礫混じり粘土にオリーブ褐（5Y3/1） 

　　粘土が斑状に見られる 

13．黒褐（5Y3/2）粘土 

Ｂ－Ｂ´柱穴Ｂ８－61・62 

１．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

２．5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック土（径2～3cm大）混 

３．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色）砂混じり 

　　2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

４．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）、5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり 

　　2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

５．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）、地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色） 

　　砂ブロック混じり2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じりブロック土 

６．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～5cm大）、地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色） 

　　砂ブロックを多量に含む2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じり土 

７．2.5Y2/1黒色粘微砂（黒色の柱痕）ブロック、10YR2/1黒色粘土ブロック、 

　　地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～5cm大）を多量に含む5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり 

　　2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

８．地山粘土（明黄褐色）ブロック、5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック（径2～3cm大）混じり 

　　2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

９．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）、地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色）を 

　　多量に含む5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

10．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色）砂ブロック土 

11．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～5cm大）、下層地山粘土ブロックを含む 

　　2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

　　ブロック土（5Y5/2灰オリーブ色粘土を若干含む） 

12．地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色）砂ブロックを多量に含む、 

　　5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じりブロック土 

13．地山粘土（明黄褐色）ブロック、地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色）ブロック、 

　　10YR2/1黒色粘土ブロック、5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック（各径2～3cm大）を 

　　多量に含む2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じりブロック土 

Ｄ－Ｄ´柱穴326 

１．にぶい黄橙（10YR4/3）砂質土（鉄分沈着） 

２．にぶい黄橙（10YR4/3）砂質土と明黄褐（10YR6/6）粘質土（地山）が混在 

３．暗灰黄（2.5Y4/2）粘質土（鉄分沈着）に黄橙（10YR5/8）の斑文が見られる 

４．にぶい黄橙（10YR4/3）砂質土と明黄褐（10YR6/6）粘質土（地山）が混在 

５．灰黄褐（10YR4/2）粘質土（礫含む） 

６．暗褐（10YR3/3）粘性砂質土 

７．明黄褐（10YR6/6）粘質土（地山）と灰黄褐（10YR4/2）粘質土が混在 

８．褐灰（10YR5/1）シルト（鉄分少量沈着） 

９．黒褐（2.5Y3/2）砂質土（鉄分沈着） 

10．にぶい黄褐（10YR4/3）粘質土（礫含む、鉄分沈着） 

11．にぶい黄橙（10YR4/3）砂礫混じり粘土 

12．黒褐（10YR3/1）砂礫混じり粘土 

 

Ｄ－Ｄ´柱穴325 

１．オリーブ黄（5Y6/3）シルト（鉄分沈着） 

２．オリーブ黄（5Y6/3）砂礫混じりシルト（鉄分沈着） 

３．にぶい黄褐（10YR4/3）粘質土（礫含む、鉄分沈着） 

４．褐（10YR4/4）粘質土 

５．にぶい黄褐（10YR5/4）中～細砂 

６．黒褐（10YR3/2）シルト（礫含む、シルト） 

７．にぶい黄褐（10YR4/3）粘質土に明黄褐（10YR6/6）粘質土（地山）が混在 

８．黒褐（10YR3/2）粘質土（礫含む） 

９．黄褐（10YR5/6）シルトと褐灰（10YR5/1）粘土が混在 

10．灰黄褐（10YR4/2）粘土（礫含む、鉄分沈着） 

11．黒褐（2.5Y3/2）粘土（礫少量含む） 

 

Ｃ－Ｃ´柱穴328 

１．褐（10YR4/4）砂質土（礫含む） 

２．褐（10YR4/4）砂質土（礫含む）に地山ブロック混じる 

３．にぶい黄褐（10YR4/3）粘性砂質土（鉄分、マンガン沈着） 

４．にぶい黄褐（10YR4/3）粘性砂質土とにぶい黄褐（10YR4/3）粘質土が混じる 

５．にぶい黄褐（10YR4/3）粘質土（鉄分、マンガン沈着、炭化物含む） 

６．にぶい黄褐（10YR4/3）粘質土（礫含む） 

７．黒（10YR2/1）粘質土（礫含む） 

８．灰黄褐（10YR4/2）粘質土（鉄分沈着） 

９．灰黄褐（10YR4/2）粘性砂質土 

10．灰黄褐（10YR4/2）砂礫混じり粘土 

11．暗灰黄（2.5Y4/2）粘土（鉄分沈着） 

12．暗灰黄（2.5Y4/2）砂礫混じり粘土（鉄分沈着） 

13．暗灰黄（2.5Y4/2）粘土（鉄分沈着）と明黄褐（10YR6/6）粘質土が混在 

Ｄ－Ｄ´柱穴327 

１．暗灰褐（10YR3/3）砂質土（鉄分沈着） 

２．暗褐（10YR3/1）粘質土 

３．黒褐（10YR3/2）粘質土ににぶい黄橙（10YR7/3）細砂ブロック混じる（炭化物含む） 

４．黒褐（10YR3/2）粘質土 

５．黒褐（10YR3/2）粘質土（鉄分沈着） 

６．明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山） 

７．明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山、鉄分沈着） 

８．黒褐（10YR2/2）粘土（礫含む、鉄分沈着） 

９．黒褐（2.5Y3/2）粘性シルト（礫含む、鉄分沈着） 

10．遺構331の埋土 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴Ｂ８－66 

１．地山粘土（明黄褐色）ブロック地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色）砂混じり 

２．5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じりブロック土（径2～5cm） 

２．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じりブロック土（径2～3cm大）粘質度強 

３．2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じりブロック混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土 

４．2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じりブロック土（5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、灰色粘ブロック） 

５．地山粘土（明黄褐色）ブロック土 

６．5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック、地山粘土（明黄褐色）ブロック、 

　　下層地山粘土ブロック混じり、2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じりブロック土 

７．10YR2/1黒色粘土（粘質度強）、地山粘土（明黄褐色）ブロック、 

　　下層地山粘土ブロックを若干含む（径1～2cm大） 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴Ｂ８－68 

１．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm）、5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり 

　　2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

２．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色）砂混じり 

２．5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じりブロック土（径2～3cm大） 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴Ｂ８－69 

１．2.5Y2/1黒色粘微砂（黒色の柱痕） 

２．下層地山粘土ブロック混じり2.5Y2/1黒色粘微砂（黒色の柱痕）（径1～2cm） 

３．地山粘土（明黄褐色）混じり2.5Y2/1黒色粘微砂（黒色の柱痕）ブロック土（径2～5cm） 

　（粘質度強、10YR2/1黒色粘土塊含む） 



掘立柱建物Ｂ９（第40図）

梁行２間（3.4m）、桁行は北が調査区外に及んでいるので、２間（2.4m）以上と考えられる南

北建物である。建物の軸方向はN‐5°‐Wである。柱穴333、334、337より土師器片、須恵器片が

出土している。図化しえたのは土師器椀（第46図75）である。

土師器椀は体部外面ユビオサエ、口縁部をヨコナデする。８世紀末～９世紀初と考えられる。

掘立柱建物Ｂ１０（第41図）

梁行２間（4.5m）もしくはそれ以上、桁行６間（14.1m）の東西方向の大型建物である。中央に

３間分の間柱をもつ。これらの間柱は落込みB317に切られている。建物の軸方向はN‐6.5°‐W

である。柱穴は隅柱のものは一辺0.9～1.0mがみられ、その他は0.5～0.8mとやや規模が小さい感

じである。北側柱穴（B-62、66）では断面に柱痕が観察されるが、その他の柱穴では柱抜き取り

後埋め戻されている。柱穴397、398より土師器片が出土したが器種など不明である。

溝群B4の溝301がこの建物の東辺柱穴を切っている。柱穴320の断面図に見られるように、柱穴

埋土は底面にのみ残り、それより上層は溝群B4の溝301の埋土であった。また掘立柱建物B8北西

－61－

Ｃ－Ｃ´柱穴396 
１．黒褐（2.5Y3/2）砂質土 
２．黒褐（2.5Y3/2）砂質土 
 
Ｃ－Ｃ´柱穴392 
１．黒褐（2.5Y3/2）砂質土（炭化物混じる） 
２．黒褐（2.5Y3/2）砂質土（炭化物含む） 
３．暗褐（10YR3/4）粘質土（炭化物含む） 

Ａ－Ａ´柱穴348 
１．灰黄褐（10YR4/2）砂質土（鉄分沈着） 
２．オリーブ黒（5Y3/2）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 
 
Ａ－Ａ´柱穴341 
オリーブ黒（5Y3/2）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 
 
Ａ－Ａ´柱穴370 
黄灰（2.5Y4/1）シルト混じり細砂（鉄分沈着） 
 
Ｂ－Ｂ´柱穴345 
黒褐（2.5Y3/2）砂質土（炭化物混じる） 
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隅の柱穴369もこの建物の柱穴326を切っている。掘立柱建物B8の柱穴出土遺物には9世紀前半の

須恵器坏蓋片がみられるので、掘立柱建物B10はそれより古く位置づけられよう。

掘立柱建物Ｂ１２（第42図）

梁行２間（3.2m）、桁行１間（5.1m）を測る東西方向の建物である。この建物の柱穴径は0.3m

を超えず、掘方も浅いので、上屋は簡易なもので、桁行間にそれを支える石など掘り方ではない

土台となるものがあったかもしれない。建物の軸方向はN‐5°‐Wである。柱穴341、348、370、

392、396より遺物が出土しているが、図化しえたのは黒色土器片（第46図；77）のみである。

黒色土器は内外面を密にヘラミガキするA類である。９世紀末～10世紀初と考えられる。

掘立柱建物Ｂ１３（第43図）

梁行３間（4.6m）、桁行は調査区外に及んでいるので、２間（3.0m）以上と考えられる南北建

物である。調査区南壁際の柱穴476、470、491など東西の柱穴列がこの建物を構成するとすれば、

３間×３間の建物とも考えられる。建物の軸方向はN‐10°‐Wである。柱穴460、461、462、465

より土師器片が出土しているが、器種など不明である。東辺の柱穴465、西辺の柱穴476が溝群B3

の溝451、476を切っている。

掘立柱建物Ｂ１４（第44図）

Ｂ地区北辺に沿って未調査となっていた部分を拡張したＢ－６区、Y=－43,105～43,108付近で

検出した掘立柱建物である。建物南辺に当たる直線に並ぶ３基の隅丸方形の柱穴B6-33、B6-34、

B6-35で構成される。調査区内に対応する柱穴が認められないことから、調査区外の北側へ展開

するものと判断される。また東西両側いずれへも柱穴は存在せず、東西の規模は２間である。柱

間はやや差異があり柱穴B6-33－柱穴B6-34間が約1.8ｍ、柱穴B6-34－柱穴B6-35間が約1.5ｍを測る。

「田」の字型の配置を執る層柱建物の南辺柱列の可能性が考えられる。方位からはやや北へ振る。

掘立柱建物Ｂ１５（第45図）

建物B14同様、未調査区間を拡張して実施したＢ－７区、Y=－43,084～43,087付近で検出した

掘立柱建物である。建物南辺に当たる直線に並ぶ３基の隅丸方形の柱穴B7-43、B7-47、B7-52で

構成される。調査区内に対応する柱穴が認められないことから、調査区外の北側へ展開するもの

と判断される。また東西両側いずれへも柱穴は存在せず、東西の規模は２間と考えられる。柱間

は約1.8ｍを測る。３基の柱穴で西から東へ徐々に掘方が大きくなる傾向を示し、柱穴B7-43が一

辺約0.4ｍ、B7-47が一辺約0.5ｍ、B7-52が長径約0.8ｍ、短径約0.7ｍを測る。本建物も「田」の字

型の配置を執る層柱建物の南辺柱列の可能性が想定される。

掘立柱建物柱穴出土遺物（第46図）

75は掘立柱建物B9柱穴333、76は掘立柱建物B7柱穴432、77は掘立柱建物B12柱穴396黒色土器

（内黒）、78は掘立柱建物B2柱穴989、79は掘立柱建物B8柱穴357からそれぞれ出土している。
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Ｂ－Ｂ´柱穴462 

１．黄褐（2.5Y5/3）細～微砂（鉄分沈着） 

２．黄褐（2.5Y5/3）細～微砂（鉄分、マンガン沈着） 

３．黄褐（2.5Y5/3）細～微砂ににぶい黄（2.5Y6/4） 

　　細砂ブロック含む 

４．オリーブ褐（2.5Y4/4）砂質土に黄褐（2.5Y5/6） 

　　粘性シルトブロック含む（鉄分沈着） 

５．黄褐（2.5Y5/3）細～微砂ににぶい黄（2.5Y6/4） 

　　細砂ブロック含む 

６．黄褐（2.5Y5/3）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 

７．黄褐（10YR5/6）粘質土とにぶい黄（2.5Y6/3） 

　　シルトの混在層 

８．黄褐（2.5Y5/3）砂質土にオリーブ褐（2.5Y4/6） 

　　砂質土混じる 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴463 

１．にぶい黄（2.5Y6/3）砂質土（鉄分沈着） 

２．明黄褐（2.5Y6/8）シルトに灰黄褐（10YR5/2） 

　　シルト混じる 

３．にぶ黄（2.5Y6/4）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 

４．明黄褐（2.5Y5/3）粘質土（マンガン沈着） 

５．明黄褐（2.5Y6/6）粘質土（礫含む、鉄分沈着） 

Ａ－Ａ´柱穴465 

１．黄褐（2.5Y5/3）砂質土（鉄分沈着） 

２．黒褐（2.5Y3/2）粘質土 

３．灰オリーブ（5Y4/2）粘質土（地山ブロック混じる） 

４．明黄褐（2.5Y6/8）シルト質粘土 

 

Ａ－Ａ´柱穴464 

１．地山（黄橙2.5Y5/6粘土と灰白7.5Y7/1粘土の混在層） 

　　のブロック土 

２．明黄褐（2.5Y6/8）シルトと灰黄（2.5Y6/2）細砂の混在層 

３．467の埋土 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴460 

１．灰オリーブ（5Y5/2）細砂（鉄分沈着） 

２．灰オリーブ（5Y6/2）細砂（鉄分、マンガン沈着） 

３．灰オリーブ（5Y6/2）細砂（鉄分沈着） 

４．オリーブ黒（5Y3/2）細砂～微砂（炭化物混じる） 

５．灰黄褐（10YR4/2）砂質土（鉄分沈着） 

６．黄（2.5Y7/8）微砂（鉄分沈着）、地山ブロック土 

７．暗灰黄（2.5Y5/2）細砂～微砂（鉄分沈着） 

８．暗灰黄（2.5Y5/2）微砂 

９．オリーブ褐（2.5Y4/3）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 

10．6.と9. 

11．暗灰黄（2.5Y4/2）砂質土（細砂～シルト）（マンガン沈着） 

12．暗灰黄（2.5Y4/2）粘質土（マンガン沈着） 

 

Ｂ－Ｂ´柱穴461 

１．にぶい黄（2.5Y6/4）細砂に地山混じる 

２．灰オリーブ（5Y5/2）砂質土（鉄分沈着） 

３．にぶい黄（2.5Y6/4）細砂（鉄分沈着） 

４．黄褐（2.5Y5/3）砂質土（鉄分、マンガン沈着） 

５．明黄褐（2.5Y6/8）砂質土に灰黄（2.5Y7/2）微砂混じる 

　　（鉄分沈着） 

６．暗灰黄（2.5Y4/2）細砂（鉄分、マンガン沈着） 

７．オリーブ褐（2.5Y4/3）細～微砂（鉄分沈着） 
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第４３図　掘立柱建物Ｂ１３平面図・断面図（1/50）
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柱穴Ｂ6－33 

１．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　混じり地山粘土（明黄褐色）ブロック土（径2～3cm大） 

２．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土（地山粘土（明黄褐色）ブロック径5cm大混じり） 

３．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）、（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり）混じり 

　　5Y5/2灰オリーブ色粘土 

４．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり）ブロック混じり、地山粘土（明黄褐色）ブロック土 

　　5Y5/2灰オリーブ色粘土（径3～5cm大） 

５．炭化物混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じり）（5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり） 

６．地山粘土（明黄褐色）、5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

７．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径5～10cm大）、5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック、 

　　（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　ブロック土 

８．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土 

 

柱穴B６－34 

１．地山粘土（明黄褐色）ブロック、5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック（径3～5cm大）混じり 

　　（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　ブロック土 

２．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック（径2～3cm大）混じり 

　　5Y5/2灰オリーブ色粘土 

３．地山粘土（明黄褐色）ブロック、5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック（径2～3cm大） 

　　（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

４．地山粘土（明黄褐色）混じり、5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック（径2～5cm大）、 

　　（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　ブロック土 

５．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり地山粘土（明黄褐色）ブロック混じり（2.5Y5/1 

　　黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり）ブロック土 

６．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　混じり地山粘土（明黄褐色）ブロック土 

 

柱穴B6－35 

１．地山粘土（明黄褐色）ブロック、下層地山粘土ブロック（ややシルト質）（径2～5cm大） 

２．1.に地山粘土（明黄褐色）ブロック量多くやや粘質度強 

３．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり地山粘土（明黄褐色）ブロック土（シルト質） 

４．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　5Y5/2灰オリーブ色粘土混じりの3.
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柱穴B7－43 

１．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり）（粘質度強） 

２．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土 

 

柱穴B7－47 

１．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）、5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック混じり 

　　（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

２．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

３．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり地山粘土（明黄褐色）ブロック土（径2～3cm大） 

４．5Y5/2灰オリーブ色粘土ブロック（径1～2cm大）混じり地山粘土（明黄褐色） 

　　ブロック土（径5～8cm大） 

５．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径1～2cm大）混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土、 

　　若干炭化物粒を含む 

 

柱穴B7－52 

１．2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

　　若干5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり 

２．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～5cm大）を含む（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり）ブロック土 

３．地山粘土（明黄褐色）ブロック 

４．地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）混（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり）ブロック土 

５．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　混じり地山粘土（明黄褐色）ブロック土 

６．地山粘土（明黄褐色）、5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

７．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　混じり地山粘土（明黄褐色）ブロック土 

８．地山粘土（明黄褐色）ブロック、5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり（2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり）ブロック土 

９．（2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり） 

　　ブロック、地山粘土（明黄褐色）土（5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり） 
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第４５図　掘立柱建物Ｂ１５平面図・断面図（1/50）
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75　掘立柱建物B9 
　　柱穴333

77　掘立柱建物B12 
　　柱穴396

79　掘立柱建物B8 
　　柱穴357

76 
掘立柱建物B7 
柱穴432

78　掘立柱建物B2 
　　柱穴989

第４６図　Ｂ地区掘立柱建物出土遺物



井戸 ８世紀後半～９世紀のもの３基、12世紀代のもの１基が検出された。

井戸Ｂ４４１（現地説明会資料　２号井戸跡）（第47図）

井戸B314の西約8mで検出された径2.05～2.26m、深さ1.9mの枠組み井戸である。掘立柱建物B6

の柱穴442を切って掘り込まれている。肩から0.9～1.0mまでは上広がりのラッパ状を呈し、以下

は径0.9～1.1mのほぼ直掘りで、底面は地山砂礫層まで達し平坦な面としている。この掘方の中

に0.65～0.70m四方の隅に角材を立て、これに を切り欠き、この によって差し渡しの横木を

受け、骨組みとした後、その外側から幅0.10～0.30mの板材を縦方向に当て、隅角材との空間を

塞いでいる。

残存した角材では3段分の 穴がある。 穴は横5.0～6.0㎝、縦10.0㎝で貫通させずに材の中ほ

どで止めている。このような が一本の角材の隣り合う２つの側面につけられ、ここで差し渡し

の横木の一端を受ける。横木は径7.0～10.0㎝の、樹皮のついたままの細木で、両端は 穴に挿入

するために削って加工している。横木は に挿入された部分以外はすべて落下していた。 の

切り欠きの各段の間隔は0.25～0.30mである。角材は長さ1.05～1.10m残り、上端は朽ちていた。

埋土からは井戸の廃絶時に投棄されたと思われる土師器高坏、甕、皿、須恵器壷、軒平瓦、平

瓦などが出土している。それらのうち須恵器小型壷、軒平瓦は井戸枠の北西隅底面で角材に接し

てまとまって出土した。

出土遺物（第48図）

土師器　81～83は坏で、平底から内湾気味に立ち上がり外反する口縁部の端部が丸く肥厚し、

内側が沈線状となる形態である。口縁部内外面をヨコナデ調整する。ミガキや暗文はみられない。

84は平底に外反する口縁部が斜上方に延び、端部を細く丸める坏である。85、86は底部から口縁

部が内湾気味に立ち上がり、強いヨコナデによって端部が短く外反する椀である。87は丸みのあ

る底部から口縁部が内湾気味に立ち上がる皿で、端部が短く外反する。88は小型の壷で、半球形

体部に短く外反する口縁部がつく。体部はユビオサエ痕が顕著である。89は高杯脚部で外面を下

から上へ8面に面取りする。90～93は甕である。体部から外反して立ち上がる口縁部をもつ。口

縁端部は外端面や上端面をなす。肩に張りのあるものとないものがある。94は長胴の形に強く外

反するラッパ状の口縁部がつき、端部外端面をなす。口縁部内面を横方向にハケメ、体部外面に

は縦方向のハケメを密に施している。

須恵器　95～97は坏身で、95、96は高台がやや中央寄りにつき、八の字形に踏ん張る。97は底

端部に低い高台がつく。99は角張った張りのある肩部と短く直立する口縁部をもつ短頸壷。

瓦　100、101は平瓦である。凹面に布目痕、凸面に縄目痕をとどめる。102は左右５回反転す

る均整唐草文軒平瓦で、中心飾りの子葉が逆八の字形を呈する。唐草文の周囲に界線と推定40個

と思われる連珠が施されている。顎は曲線顎で、顎面幅は0.6～0.7㎝。凹凸両面共ケズリを施し

ている。奈良時代後半～末と考えられる。

横櫛（図51；128）残存長11.0㎝、高さ3.8㎝。背部高0.8㎝、厚さ0.7㎝で、断面弧状に仕上げて
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15．明緑灰（10GY8/1） 

17．浅黄（2.5Y7/4）粗砂 

18．灰（N5/）粗砂 

19．明黄褐（10YR7/6）粗砂 

20．緑灰（10GY6/1）粘土 

43-1．黄褐（2.5Y5/6）砂質土 

43-2．灰黄褐（10YR5/2）砂質土 

　　（礫含む、鉄分、マンガン沈着） 

43-3．黄灰（2.5Y4/1）粘土（礫含む、 

　　　鉄分沈着） 

43-4．灰（5Y4/1）砂礫混じり粘質土 

43-5．黄灰（2.5Y4/1）粘土 

43-6．黄褐（2.5Y5/6）砂質土 

１．淡黄（2.5Y8/4）粘質土に黄灰 

　　（2.5Y5/1）粘土（掘方埋土） 

　　混じる 

２．黄橙（10YR3/8）粘土（地山） 

３．淡黄（2.5Y8/4）粘質土 

４．黄灰（2.5Y6/1）粘土 

５．明オリーブ灰（5GY7/1）細砂 

６．明黄褐（10YR6/8）粗砂 

７．緑灰（10G5/1）細砂 

８．緑灰（5G6/1）細砂 

９．青灰（10BG6/1）粗砂（礫含む） 

10．緑灰（5G5/1）粗砂 

11．灰黄褐（10YR5/2）砂質土 

　　（礫含む、鉄分、マンガン沈着） 

12．明黄褐（10YR6/8）粘土（礫含む） 

13．黄橙（10YR7/8）粘土 

14．灰白（2.5Y7/1）粘土 

0 1ｍ 

Y
=
－
43,086

X=－157,032

E
W

T.P.＋11.0m

T.P.＋10.0m

T.P.＋11.0m

T.P.＋10.0m

43-1

1

2

3
4

5

6

7

8

9

10

43-4

43-6

43-2

43-3

43-5

11

12

13

14

15

17

18

19

9

10

20

第４７図　井戸Ｂ４４１平面図・断面図（1/20）



いる。

以上の遺物は、８世紀後半～９世紀前半とみられるが、土師器椀、甕など平安京Ⅰ新に類する

土器も含まれるので、井戸の廃絶は9世紀前半とみられる。
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１．暗灰黄（2.5Y4/2）粘土 

２．暗灰黄（2.5Y5/2）粘土 

３．黒褐（10YR3/1）粘土 

４．灰黄褐（10YR5/2）粘土 

５．褐灰（10YR5/1）粘土 

６．灰（5Y4/1）粘土 

７．オリーブ灰（5GY6/1）細砂 

８．明黄褐（2.5Y7/6）粘土 

第４９図　井戸Ｂ６８３平面図・断面図（1/20）



井戸Ｂ６８３（現地説明会資料　１号井戸跡）（第49図）

調査区東半部中央寄りで検出された長径2.26m、短径2.05m、深さ2.40mの井戸である。宅地造

成時の東西に走る排水暗渠によって上面は撹乱されていた。検出面より0.85～1.10m下がると、

掘方は一辺0.80m四方の井戸枠を据付けるだけの空間を確保するための直掘りとなる。T.P.9.30m

の掘方底面に、高さ0.25m、頸0.62mの曲げ物桶の側板を据え、その上に高さ0.30m、幅0.72mの

同様の曲げ物を重ねている。曲げ物は厚さ2.0cmの板材を内外二重にして用いている。その上に

井戸の枠組みを載せる。枠組みは一辺5.0㎝の角材を四隅に立て、下端より0.30m上方に、6.0～8.0

㎝×4.0～5.0㎝の縦長の をきり欠き、これに差し渡しの削った角材の端部が挿入されている。

この差し渡しの横木を受ける のつけかたは441井戸と同じである。隅柱は長さ1.0～1.10m残っ

ているが、上端は朽ちて細くなっていた。

埋土より土師器椀、皿、甕、須恵器壷、銭貨などが出土している。特に井戸枠組み内部の

T.P.10.10～10.40mのレベルでは墨書土器を含む、比較的破片の大きい遺物がまとまって出土して

いる。井戸の廃絶に伴って投棄された一群の遺物である。

出土遺物（第50・51図）

土師器　体部に顕著なユビオサエ痕をとどめる椀が大半である（103～111）。103は高台がつく。

110は底部外面に「井」字形の墨書がある。筆の運びからみて、上から下へ平行する２本の線を

縦書きした後、器をそのまま時計回りに90度回転させ、左右2本に平行する形となった２本線に

直交する形で、上から下へ同じく２本の平行線を上書きし、結果として「井」字形とする。

平川南の集計によると、山形県生石2遺跡では、525点中、文字不明を除く394点のうち、「井」

字形のものは墨書土器全体の65％、神奈川県平塚市中原上宿遺跡では24点中、不明５点を除く19

点のうち、「井」字形ものの16点で全体の84％を占め、また「井」がひとつの土器に他の文字と

組み合わせて用いられた例として、千葉県芝山町庄作遺跡、同作畑遺跡出土品が挙げられている。

それらを総合して、「井」は記号と見るのが妥当で、民俗事例にもみられるように呪符の魔除け

を意味し、道教に由来するドーマンと呼ばれる記号の「井」として理解されている。（平川南

『墨書土器の研究』2000年、東京、296～302頁）。本例も先に述べたような筆跡が観察される点も

踏まえ、文字というよりも記号として理解するのが穏当なように思われる。

皿（112～119）は、平たい底部から立ち上がる口縁部が強いヨコナデによって屈曲するように

外反する形態で、端部はやや内傾するものが目立つが、底部から滑らかに斜上方に延びる口縁部

をもつ皿（119）もみられる。甕（120～122）は、口径13.0cmと23.0～24.0センチの大小の器がみ

られる。やや肩の張る体部から外反気味に口縁部が立ち上がり、上端面をなすもの（120）と、

体部から口縁部が屈曲して内湾気味に立ち上がり、上端面または外端面をなすもの（121、122）

がある。

須恵器　坏蓋（123）と小型壷（125）がある。坏蓋は平らな天井部から端部が下方にのびる。

小型壷は球形の体部に径4.2㎝の八の字形の低い高台がつくもので、外面回転ナデ、内面は回転ケ
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ズリ、底面は糸切り未調整である。124は緑釉陶器皿である。

木製品（第51図）桶底（126）は、径15.0㎝、厚さ0.50～0.70㎝の柾目板で、平面に5箇所、径

0.4㎝の孔がある。それは木目に沿って割れた材を修復するために２孔一対を穿って材を結縛する

もので、これに通された樹皮の細紐の残るものがある。桶の内底面となる側の周縁は、幅0.2㎝程

度斜めに削り落としているため、その部分で測る径は14.5㎝程度である。その斜辺に径0.2㎝の側

板を固定する孔が７個所認められる。孔の間隔は狭いところで1.0㎝、広いところで4.0㎝以上と

なる。それらの孔には木釘の残滓が認められる。

側板（127）は幅6.5cmの材を二枚合わせた部分の残欠である。厚さ0.25～0.30㎝の材に、下段

0.5×0.4㎝、上段0.3～0.5×0.5㎝の孔を穿ち、その孔に見合う幅の樹皮帯を通して、５個所で括っ

ている。内側には材の端部が残る。

銭貨（図版53；ａ）は皇朝十二銭のひとつで、５番目にあたる弘仁９年（818）初鋳の「冨寿

神宝」である。

以上の遺物は、９世紀前半と考えられる。
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126

128

0 10cm

127

11．灰黄（2.5Y4/1）粘土（礫、炭化物含む、鉄分沈着） 

12．灰（5Y4/1）粘土と地山の混在層 

13．灰（5Y4/1）粘土にオリーブ黄（5Y6/3）粘土混じる（鉄分沈着） 

14．オリーブ黒（5Y3/2）粘土（礫含む） 

15．暗灰黄（2.5Y5/2）砂礫混じり粘土 

16．オリーブ灰（2.5GY6/1）シルト質粘土（鉄分沈着） 

17．明黄褐（2.5Y6/6）砂礫（地山） 

１．灰黄褐（10YR5/2）砂質土 

２．黒褐（10YR3/2）粘質土（鉄分沈着） 

３．黒褐（10YR3/2）粘質土（鉄分沈着） 

４．黒褐（10YR3/2）粘性砂質土（鉄分沈着） 

５．灰黄褐（10YR4/2）細砂～シルト（礫、地山ブロック含む） 

６．にぶい黄褐（10YR4/3）粘性砂質土（鉄分、マンガン沈着） 

７．にぶい黄褐（10YR4/3）粘質土（鉄分沈着） 

８．褐灰（10YR7/1）微～細砂と地山の混在層 

９．褐灰（10YR7/1）微～細砂（鉄分沈着、地山ブロック混じる） 

10．にぶい黄褐（2.5Y6/3）微砂 
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第５２図　井戸Ｂ３１４平面図・断面図（1/40）・出土遺物

第５１図　井戸Ｂ４４１・６８３出土木製品



井戸Ｂ３１４（現地説明会資料　井戸３）（第52図）

調査区東端で検出された長径1.43m、短径1.19m、深さ1.0mの井戸である。312溝に断ち切られ

ている。井戸自体の埋土は16層に分層される。１～12層は地山ブロックを含む埋め戻し土で、そ

れより以下17層の地山面までは粘土主体で井戸底に溜まった土である。埋め戻し土よりは土師器

甕が出土している。

土師器甕（80）は、球形の体部に「く」の字形に屈曲する頸部がつくもので、口縁部は内傾し、

内側に屈曲する。端部は外端面をなす。頸部以下、外面はヘラで強く斜め方向にナデ、成形時の

ユビオサエ痕が器表面全体に残る。内面は頸部以下、体部上半は同じく斜め方向にナデ、下半は

横方向にナデを施す。口縁部ない画面は強く横方向にナデている。９世紀前半の器と考えられる。

溝群

溝群Ｂ１（第53図）

調査区西半部東よりで検出された南北方向の溝群である。地山礫層が隆起する南北方向の微高

地上に掘り込まれている。後世の削平により他の溝に比べて浅く、幅も狭い。南北方向の振れは

N‐2～5°‐Wである。溝758は、北東に部分的に残る溝730～732とともに振れは少なく、ほぼ磁

北に沿う。南壁断面にかかる掘立柱建物B1は溝761～763を切っている。

Ｂ区基本層序でも触れたように、溝群B1の位置は、難波大道を基準にして東に１里（654m）

進んだ地点にあたり、これより東が次の１里となる、その里境にあたっている。

出土遺物（第58図）須恵器坏身（129）が溝758から、坏蓋（131）が溝761から、黒色土器（130）

が溝763から出土している。坏蓋は飛鳥Ⅱに、黒色土器はA類の底部高台片である。これらの溝

の下限は９世紀末～10世紀初と考えられる。

溝群Ｂ２（第54図）

掘立柱建物B10の東側と南側に重複して検出された一群の溝である。溝588、589はN‐5°‐W、

溝592は中央でN‐10°‐Eの振れがあるが、全体的にみて振れ幅はほとんどなく、溝593も同様で

ある。その南の溝594はN‐25°‐Wの振れがある。溝593と溝594の境辺りから溝593の磁北に沿う

南北方向と直角をなして溝597が東西に延びる。その南側の溝598は旧地形に左右されたものか、

南からいったん北に延びた後、西へ転じる形であるが、溝597ほど整ってはいない。しかし溝を

直角に曲げる傾向は溝593、597と同様である。以上によりこの溝群は地割に規制されているとと

もに、東と西を分かち、同時にまた南北をも分かつ必要のあった場所につけられたと考えられ

る。

出土遺物（第58図）主に溝592、589、598で土師器、須恵器が出土した。

土師器　坏は、内湾する口縁端部を丸くおさめるもの（132）と端部を外反させ丸くおさめる

もの（133）がある。椀（134、135）は体部外面にユビオサエ痕を顕著に残す椀である。高杯

（139）は脚部を８～９面に面取りしている。甕は、口径22.0～30.0㎝のもの（141～143）と、口
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Ｅ-Ｅ´　757土層断面 

黄褐（2.5Y5/3）砂質土（礫含む,鉄分・マンガン沈着） 

 

Ｆ-Ｆ´　737土層断面 

１．暗オリーブ（2.5Ｙ3/3）砂質土（マンガン沈着） 

２．黄褐（2.5Y5/3）砂質土（鉄分・マンガン沈着） 

 

Ｇ-Ｇ´　730　731　732土層断面 

オリーブ褐（2.5Y4/3）微砂～シルト（マンガン沈着） 

Ａ-Ａ´Ｃ-Ｃ´　762土層断面 

暗灰黄（2.5Y4/2）細砂 

 

Ｂ-Ｂ´　761土層断面 

黄褐（2.5Y5/3）砂質土（礫含む,鉄分・マンガン沈着） 

 

Ｃ´-Ｃ´́ 　763土層断面 

暗灰黄（2.5Y4/2）細砂 

 

Ｄ-Ｄ´　758土層断面 

１．オリーブ褐（2.5Y4/3）粘質土（鉄分・マンガン沈着） 

２．暗灰黄（2.5Y4/2）粘質土（マンガン多量沈着） 
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第５３図　溝群Ｂ１平面図（1/100）・断面図（1/20）
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第５４図　溝群Ｂ２平面図（1/100）・断面図（1/20）

Ａ-Ａ´　588土層断面 

１．オリーブ褐（2.5Y4/4）砂質土（鉄分沈着） 

２．黒褐（2.5Y3/2）細砂～微砂（鉄分・マンガン沈着） 

 

Ｂ-Ｂ´　589土層断面 

１．灰オリーブ（5Y5/2）粘質土 

２．灰オリーブ（5Y5/2）粘質土（黄（2.5Y8/8）粘質土ブロック混じる） 

３．灰（5Y6/1）粘質土 

４．灰（5Y6/1）粘質土（黄（2.5Y8/8）粘質土ブロック混じる） 

５．にぶい黄橙（10YR6/4）粘質土 

６．黄灰（2.5Y5/1）粘質土（黄（2.5Y8/8）粘質土ブロック混じる） 

７．黄（2.5Y8/8）粘質土 

 

Ｃ-Ｃ´西半　593土層断面 

１．灰オリーブ（5Y5/2）粘質土 

２．灰オリーブ（5Y5/2）粘質土（黄（2.5Y8/8）粘質土ブロック混じる） 

３．灰（10Y6/1）粘質土（浅黄（2.5Y8/4）粘質土ブロック混じる） 

 

Ｃ-Ｃ´東半　592土層断面 

１．灰黄（2.5Y6/2）粘質土 

２．灰黄褐（10YR6/2）粘質土 

３．灰黄褐（10YR6/2）粘質土（浅黄（2.5Y8/4）粘質土ブロック含む） 

 

Ｄ-Ｄ´　597土層断面 

灰黄褐（10YR5/2）粘質土（浅黄（2.5Y7/4）粘質土ブロック含む） 

Ｅ-Ｅ´　Ｆ-Ｆ´　598土層断面 

１．灰黄褐（10YR5/2）粘質土（浅黄（2.5Y7/4）粘質土ブロック含む） 

 

Ｇ-Ｇ´　594土層断面 

１．灰オリーブ（5Y5/2）粘質土 

２．灰（5Y6./1）粘質土（黄（2.5Y8/8）粘質土ブロック含む） 

３．灰白（2.5Y7/1）粘質土（黄（2.5Y8/8）粘質土ブロック含む） 
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第５５図　溝群Ｂ３平面図（1/100）・断面図（1/20）
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Ａ-Ａ´　401土層断面 
１．灰黄褐（10YR4/2）砂質土（鉄分沈着） 
２．にぶい黄褐（10YR4/3）砂質土（鉄分・マンガン沈着） 
３．明黄褐（2.5Y6/6）砂質土（微砂主体） 
４．オリーブ褐（2.5Y4/4）砂質土（鉄分沈着） 
５．明黄褐（2.5Y6/8）粘土（地山） 
 
Ｂ-Ｂ´　401土層断面 
灰黄褐（10YR4/2）砂質土（鉄分沈着） 
 
Ｃ-Ｃ´Ｄ-Ｄ´476土層断面 
１．灰黄褐（10YR4/2）砂質土 
２．暗オリーブ褐（2.5Y3/3）砂質土と 
　　灰黄褐（10YR4/2）砂質土の混在層 
３．黄褐（2.5Y5/3）細砂～微砂（鉄分沈着） 
４．黄褐（2.5Y5/6）微砂（マンガン沈着、地山含む） 
 
Ｅ-Ｅ´　484土層断面 
１．褐（10YR4/6）砂質土（礫含む、鉄分・マンガン沈着、 
　　地山ブロック含む） 
２．灰黄褐（10YR5/2）粘質土（鉄分・マンガン沈着、 
　　地山ブロック含む） 
３．オリーブ褐（2.5Y4/6）粘質土（鉄分沈着） 
４．褐灰（10YR6/1）粘質土（鉄分沈着、地山ブロック含む） 
５．明黄褐（2.5Y6/8）粘土（地山） 
 
Ｆ-Ｆ´　428　451土層断面 
１．灰黄褐（10YR4/2）砂質土（鉄分沈着） 
２．明黄褐（2.5Y6/8）粘土（地山）がブロック土として混入 
３．暗灰黄（2.5Y5/2）シルト質粘土 
４．明黄褐（10YR6/8）シルト質粘土（地山） 
５．明黄褐（2.5Y6/8）粘土（地山） 
６．灰黄褐（10YR4/2）砂質土（地山ブロック混じる） 
 
Ｇ-Ｇ´　475土層断面 
にぶい黄（2.5Y6/4）シルト（鉄分沈着） 
 
Ｈ-Ｈ´Ｉ-Ｉ´　416土層断面 
灰黄褐（10YR4/2）砂質土 

0 1ｍ 



径14.0～14.5㎝のもの（140、144）の大小がある。前者は長胴に強く外反する口縁部が延び、外

端面をなす形態で、口縁内面には横方向のハケメ、外面には斜め方向のハケメが施される。後者

は、口縁部がくの字形に外反し、上端面を持つもの（140）と端部を丸くおさめるもの（144）で

ある。羽釜（153）は体部に水平につく鍔部片である。

黒色土器は、A類（136、137）とB類（138）の破片である。A類では太く高い安定した高台が

つくもの（136）と、より低く細い高台のつくもの（137）がある。B類（138）は内外面密にヘラ

ミガキを重ね、外面の分割もはっきりしている。

須恵器　坏類には飛鳥Ⅱの坏身、坏蓋（145、146）と平城Ⅰの坏身、坏蓋（147、148）がある。

壷は大型、小型がみられ、150の底部外面には×印のヘラ記号がつけられている。151は肩部に径

1.5cmの円孔を穿って、 としている。

以上の土器は、須恵器坏類（145、146）に代表される飛鳥Ⅱから、黒色土器A、B類に（136～

138）にみられる平安前期の器に至るまで、時期幅があるが、溝592、593にその新しい時期の器

が含まれることから、溝は溝588、589が先ず掘り込まれ、その後掘り返しも含めた整備が行われ

たと考えられる。南北と東西に溝をつける意図として、溝593、597に画された北西隅の一画、す

なわち掘立柱建物B4の位置を画すことが挙げられる。しかし先行する溝588、589の段階では東と

西を分かつ南北方向だけが必要であったようである。

溝群Ｂ３（第55図）

掘立柱建物B6、B13と同じ位置で検出された一群の溝である。地割に規制された溝484と、そ

うでない溝401、451、476、416からなる。溝401と平行して部分的に検出された溝319も南西～北

東に流れる一群の溝の残りであろう。いずれも南側ではほぼ同じ個所に集まっている。地割に規

制されない溝群は南西～北東へ旧地形の凹凸に従って流れた形跡を示しているが、地割の規制を

受けた溝484は、南から北へN‐5～8°‐Eの振れをもって方向は一定している。溝401は掘立柱建

物B6、溝451、476は掘立柱建物B13に切られている。また掘立柱建物B13を切る土坑B487にも切

られている。ピット405もこの遺構を切っている。溝484は南端で土坑B492に切られる。また溝

475は南端で溝476を切っている。

出土遺物（第58図）図化できたのは溝401、475、476出土品である。

土師器　坏（155）は、平たい底部から緩やかに内湾気味に立ち上がる口縁部を軽く内傾させ、

端部は内側に巻き込む形態である。内面には粗い斜放射状暗文がみられる。皿（160）は平たい

底部から内湾して立ち上がる口縁端部を内側に巻き込む形態である。溝319でも同様の皿が出土

している。こちらは内底面に放射状暗文の痕跡をかろうじてとどめる。甕（156）は「く」の字

形に外反する口縁部をもつ。体部外外面には縦方向のハケメを施す。

須恵器　坏蓋（154）は扁平な擬宝珠様のつまみ片である。坏身には無高台のもの（157、158）

と有高台のもの（159）がある。無高台のものは丸みのある底部から内湾して立ち上がる口縁部

が延び、底部未調整のもの（157）と外反する口縁部をもつもの（158）がみられる。有高台の器
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は八の字形にふんばる低い高台が底端部よりやや中央寄りにつく。以上の土師器・須恵器は８世

紀前半～中頃と考えられる。

溝群Ｂ４（第56・57図）

調査区東端で検出した一群の溝である。南東より北に流れる溝301と、西に流れる溝332からな

る。いずれも灰黄褐色や灰褐色系の砂質土や粘質土を埋土とする。溝301は南東から西に流れる

部分で、いったん幅0.50mと狭くなるが、カーブを描いて北に流れる南北方向では、0.80～1.40m

で深さは0.35～0.40mを測り、埋土は砂質土である。北壁にあたるところでは0.80mと深くなる。

南側では第1面検出の井戸B209 に切られ、北側では掘立柱建物B10の東側柱穴302、321を切って、

切られた柱穴がこの溝の底面にわずかに痕跡を留めていた。また土坑B329にも切られている。

北流する部分は磁北との振幅N‐5°‐Wを測る。この部分は南側の不規則な形状とは異なり、

掘立柱建物B10の南北方向とほぼ重なって北に延ばしている。東6.0ｍにはC区との境に幅員8.0ｍ

の南北街路が通っている。この位置はちょうど坪境にあたっている。坪境に沿った溝があったか

どうかは調査区外にあたり確認はできないが、地割の規制に従って、自然地形に原因する出水時

の不規則な流水をこの部分で整えるために、かつての建物域を断ち切って溝をつけた可能性があ

る。溝332は調査区東端南壁際において東西24.0m分を検出した。地割に規制された溝ではなく、

北から南に張り出す旧地形の微高地の裾に沿って流れていた小流路という印象を受ける。東半部

は幅1.40～2.10m、深さ0.3mで、南東より北西にかけて張り出すように弧を描いた後、南西方向

に転じる。ここで溝幅は0.70mと減じ、それより以西は緩やかに南西に流れて調査区外へ及んで

いる。その途中、南から別の溝が流れ込んだ可能性もある。切り合い関係では、第２面検出の井

戸B202、204に切られ、第3面では土坑B381（土師器･須恵器片出土、時期不明）によって切られ

ている。

出土遺物（第59図）溝301、332から土師器、須恵器などが出土している。

土師器　坏（162～167）は丸みのある底部から内湾気味に口縁部が立ち上がり、外反して、端

部を内傾させ、丸く終える形態である。内外面ヨコナデ調整で、4のみ内面に粗い斜放射状暗文

がみられる。皿（170、171）は平たい底部から内湾して立ち上がる口縁部をもち、外反する端部

を丸く終える。土師器椀（168、169）は体部外面にユビオサエ痕をとどめる。高杯（176）は脚

部面取りするもので、脚長は4.0㎝以上ある。甕は外反する口縁部をもち、端部を丸く終えるもの

（172、174）や外端面をなすもの（173、175）がある。口径は26.0㎝のもの（174）と18.0～20.0㎝

のもの（172、173）に加えて、9.0㎝の小型品（175）がある。体部外面を縦方向にハケメ、口縁

内面を横方向にハケメを施すもの（173、175）がある。羽釜は直立して外反する口縁に水平の鍔

がつくもの（178、180）である。179は中世の羽釜で上層から混入したもので、この遺構に共伴

するものではない。
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第５６図　溝群Ｂ４－１平面図（1/100）・断面図（1/20）
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第５７図　溝群Ｂ４－２平面図（1/100）・断面図（1/20）
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第５９図　Ｂ地区溝出土遺物（２）



須恵器　坏身は平たい底部から斜上方にのびる口縁部をもち、有高台のものと無高台のものが

ある。有高台のものではつく位置が底端部やや中央寄りのもの（181～183）と底端部につくもの

（189、191）がある。坏蓋は扁平な擬宝珠つまみをもつもの（185）や平たい天井部から下方に屈

曲させる端部をもつもの（186）がある。壷は体部と頸部の接合を三段構成による肩の角張った

もの（194）がみられる。それ以外は有高台、無高台の底部片（187、190、196、197、201）がみ

られる。小型壷では口径3.5cmの口縁部片（190）がある。甕は強く外反する口縁部をもつもので、

端面を上下に拡張させるもの（198、199）がある。また把手付の器（200）もみられる。

弥生土器（202）は溝301出土品に混入していた弥生後期の甕の摩滅した底部片である。

瓦（第60図）平瓦片がある。凹面は布目痕、凸面は縄目痕のあるもの（203）と凸面にケズリ

を施すもの（204）がある。

土錘（図60；205）は最大径1.7cm、孔径0.5㎝、長さ4.4㎝を測る。

埴輪（図60；206）は形象埴輪の破片である。５条の沈線が認められる。

石製品（図60；207）は厚さ2.4㎝の両端面のみ砥面を残す砥石片である。

以上の遺物のうち、土師器・須恵器は８世紀前半～９世紀前半の器である。これらの出土遺物

にはこの溝をつける際に取り壊した掘立柱建物B10に帰属するものも含まれていたと考えられる。
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第６０図　Ｂ地区溝出土遺物（３）



溝群Ｂ５

Y=－43,100以西、部分的にはY=－43,180までも認められる耕作溝群である。磁北との触れは

N-88°-Wで東西に平行する、幅0.2～0.5mの浅溝で、畝は幅1.0～1.2mを測る。出土遺物は土師器、

須恵器の小片がわずかに出土している。井戸B683はあきらかにこの溝を切って掘り込まれている。

その重複関係からすればこれらの溝群は8世紀を下ることはないと考えられる。

土坑

土坑Ｂ４３１

2.6×3.5mの土坑である。掘立柱建物B9北辺、掘立柱建物B6東辺に重なって検出された。掘立

柱建物B6の柱穴421、掘立柱建物B7の柱穴410、432、また土坑B412によって切られている。出土

遺物は土師器、須恵器の破片が出土したが、図化しえたのは土師器小型壷である。

小型壷（226）は口径8.0㎝、器高6.0cm余りのミニチュアの壷である。８世紀中頃の器と思わ

れる。
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第６１図　Ｂ地区土坑出土遺物（１）



土坑Ｂ456 3.5×4.5mの不定形の土坑である。西辺の肩のカーブは溝群B3の溝475のカーブに平

行する感じである。南辺では土坑B458に切られている。土師器、須恵器が出土している。

出土遺物（第61図）

土師器　坏（208 ～210）は口径14.0～17.0㎝、器高3.0cm前後のもので、斜上方に延びる口縁

端部を軽く内側に巻き込み、丸くおさめている。209には内面に斜放射状暗文が残る。皿（211、
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第６２図　Ｂ地区土坑出土遺物（２）



212）は平たい底部に外反する口縁がつくもので、端部を内側に巻きこむ形態である。211の内底

面には細い針のようなもので３本の線描きがある。鉢は口径24.0㎝のもの（213）と口径34.0㎝の

もの（214）がある。いずれも内湾して立ち上がる口縁端部を内傾させ、内端面をもつ手鉢状の

器である。甕（215）は「く」の字形に外反する口縁端部が外端面をなすものである。その他、

壷甕類の把手（216、217）、羽釜の鍔（218、219）がある。

須恵器　平瓶の把手（221）、端部上下に拡張する甕口縁部（220）、直口壷（222）がある。

以上の土器は8世紀中頃～後半と考えられる。

土坑Ｂ４８７

1.1×3.0mの長方形土坑である。掘立柱建物B13の西辺を切っている。溝群B3の溝484と方向を

同じくする。出土遺物には土師器、須恵器があるが、図化しえたのは以下の３点である。

出土遺物（第61図）土師器　坏（224）は丸みのある底部から内湾して立ち上がる口縁端部を丸

くおさめる形態。甕（223）は長胴に水平近く外反する口縁部がのび、端部は外端面をなす。黒

色土器（225）はA類で、細い高台が八の字形に踏ん張る。器表面は荒れて調整は不明である。

以上の土器は、９世紀末～10世紀初の黒色土器を除いて、８世紀前半と考えられる。

落込み

落込みＢ３０２

溝群B4の溝301の東に接して検出された不定形な落込みである。溝301の南東が不定形に東に拡

がるような傾向があり、あるいはこの拡がりの連続として一連のものと考えられなくもない。こ

の落ち込みも含めたその不定形に拡がる部分に溜まった水が、溝301をつけることによって北に

排水された可能性もある。落込みの埋土から土師器片が出土した。図化しえたのは坏、皿類であ

る。

土師器皿（図63；264）は平たい底部に内湾気味に口縁部が立ち上がり、端部を丸くおさめる

形態である。8世紀中頃～後半と考えられる。

落込みＢ３１７

掘立柱建物B10の中央梁行間柱を切って検出された。建物の柱列部分が凹みとなり、そこに整

地土が溜まった状況である。幅1.0～1.2m、深さ0.1mで、北に幅広くなる。出土遺物は土師器坏

のみ図化しえた。

土師器（図63；265、266）坏は内湾気味に立ち上がる口縁端部を内側に巻き込む形態である。

266には内面に斜放射状暗文が施されている。以上の土器は８世紀中頃と考えられる。

落込みＢ６１７

掘立柱建物B4の北側に接してこの建物の北辺に揃えるかのように、北側へ落ち込んでいる。溝

群B2の東側の溝593との切り合い関係は落込みB617が先行する。深さは0.2m弱で、部分的に上下

２層となる。この２層にわたって土師器、須恵器が出土した。
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出土遺物（第62図）土師器　椀は底部からやや内湾気味に立ち上がる口縁部をもつもの（227、

233）と斜上方にまっすぐのびる口縁部をもつもの（228～230、232～236）がある。体部外面は

ユビオサエのものがほとんどであるが、237は下半をヘラケズリしている。また低く細い高台を

もつ底部もみられる（238、239）。皿（241～244）は平たい底部から軽い屈曲をつけて外反し、

端部を丸くおさめる形態である。坏（240）は椀形の深みをもち、口縁端部を短く外反させる。

黒色土器はA類で、245は外面下半をヘラケズリ、内面は横方向に密にヘラミガキを施す。内底

面には平行ミガキが残る。246では低い高台がつく。甕は口径13.0cm～23.0cmの小型、中型の器

である。「く」の字形に外反する口縁端部に外端面をもつもの（252、254、255、256）、やや直立

気味に立ち上がり、短く外反し、端部を丸くおさめるもの（248、248、249、251）、口縁端部上

端面をなすもの（250、254）がある。258は長胴から外反する口縁部が斜上方にのび、端部が短

く直立し、幅広い外端面を強くヨコナデするもので、口縁部内面横方向のハケメ、頸部以下はそ

れをナデ消し、外面には９～10条/cmのハケメを縦方向に密に重ねている。羽釜（261）は上層

の中世包含層からの混入である。

須恵器　坏蓋（260）は端部を下方にわずかに屈曲させる形態である。

以上の土器は中世の混入品を除き、９世紀前半を中心とする。

その他の遺物（第64図）

その他図化しえた遺物を挙げておく。

溝群B3の溝401を切るピット405より出土した土師器甕（267）がある。「く」の字形に外反する

口縁端部を内側に巻き込む形態の甕で、口縁端部内面に横方向のハケメ、頸部以下にはユビオサ

エ痕をハケメで消し、また外面は頸部以下に斜め縦方向のハケメ調整を行っている。８世紀前半

と考えられる。

土坑B487東側に掘り込まれた土坑B489では、土師器竈の裾部の破片（268）が出土している。

外面には縦方向のハケメを施す。
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整地土出土海獣葡萄鏡（第65図）

掘立柱建物B10西辺と溝群B3の溝401との間の北壁際では、浅い落込み状を呈する整地土の溜

り（400）があるが、この整地土より海獣葡萄鏡片が出土している。径は8.0cm前後の小型品であ

る。被火して、外区から内区の薄い鏡体部分を中心に破断し、この部分ではほとんど原形をとど

めない。しかし特徴的な断面三角形の立ち上がりをなす外縁部分は、全周の半分近く残り、外縁

端部も比較的明瞭である。外区・内区を隔てる界圏の突出の一部も変形した中にもかろうじて認

められるところがある。二重の界圏のように感じる。また外縁内側斜面にはやはり特徴的な葡萄

の房の盛り上りを残し、凝視すれば蔓の一部もおぼろげながら見えてくる。踏み返し品であれば、

外縁も低く、輪郭も甘くなる傾向があるが、整地土にまぎれた悪条件にもかかわらず、その立ち

上がりの突出も良好である。金属の質も影響しているのであろうか。本品が中国製であるか日本

製であるかは成分分析を経て、比較検討されなくてはならないが、原鏡もしくはこれに近い 製

品であったと思われる。出土地点は大型建物B10の西に接する部分で、この建物以外にも重複す

る建物跡、土坑、落込みなどが検出されている。しかしそれらの遺構はほとんど８～９世紀代を

中心とし、一部は10世紀初めまでに収まるものである。このような時期幅はこの海獣葡萄鏡片自

体の様式的年代観とも矛盾しないものであると考えられるので、これらの遺構のいずれかに伴っ

ていたとみるのが自然であろう。
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（３）Ｃ地区

Ｃ地区として調査を行った区域は、Ｂ地区東端の里道から現代の住宅道路を挟んで、皿池と大

池の間の坪境にあたる南北道路までの間である。古代の遺構面は、Ｃ地区西端でT.P.+11.1ｍ付近、

東端ではT.P.+11.4ｍ付近に当たり、基本的に地山面となる明黄褐色粘質土上面に当たる。

上部は後世の削平を受けているとみられるが、上面を精査すると水田耕作に伴う耕土とみられ

る攪拌された層位が広がる部分と、足跡や耕作具の痕跡を顕著に示す部分、全くそうした痕跡が

みられず汚れのない地山面となる部分に大別される。耕作により撹拌された区域や足跡や耕作具

の痕跡を顕著に示す部分は水田跡と判断され、掘立柱建物群など集落遺構が主体となるＢ地区と

は異なりＣ地区は水田域として土地の利用、区画がなされたことが明らかとなった。水田跡であ

る撹拌を受けた区域では明瞭に耕作の痕跡が認められる一方、畦畔の部分は、こうした痕跡がつ

かないため明瞭にその痕跡を捕らえることができる。

しかしながらＣ１区・Ｃ２区では、こうした水田跡を切込んで造営されたとみられる掘立柱建

物が検出され、水田区画が後に建物区画に変更された状況が確認された。水田区画の時期は、水

田に埋置されたとみられる土器などから奈良時代前半、建物区画への変更はＢ地区の掘立柱建物

群の年代などから奈良時代後半に当たるものと判断される。

水田区画（第11図・第12図・第66図）

Ｃ１区・Ｃ２区で検出された水田区画については、X=－157,030ライン上をほぼ通る大畦畔

C90が基軸となっている。この畦畔C90は、松原市教育委員会の調査によって、今回Ｂ地区で発

見された里境遺構溝群B1の南延長線上で発見された東西方向の里境遺構から約109ｍ即ち一坪北

に当たる位置に合致しており、坪境となる基幹的な大畦畔と考えられるものである。

畦畔C90はＣ１区西端で北へ延びる畦畔C92を派生し、その東側に水田C96を区画する。また畦

畔C92とはやや東にずれ南方向へも畦畔C91を派生し、畦畔C90の南側に水田C97を区画する。Ｃ

１区の南西隅では、畦畔C90がややぐいちとなり畦畔C91の西側に水田C98が画される。

畦畔C90の北側では、水田C96の東端ラインから約22ｍの空間を空けて、水田C110が区画され

る。水田C110の北側は畦畔C109で画され、その北側は南北方向の畦畔C114、畦畔C47によって

水田C49、水田C48、水田C46の３面の小面積の水田に区画される。畦畔C109は、水田C46の南辺

を成す畦畔C42へ続き、さらに東方へ延びる。

Ｃ３区・Ｃ４区で検出された水田区画は、Ｃ２区の畦畔C109の延長線上に東西方向の畦畔

C124、畦畔C125を作り、南北方向の畦畔C126、畦畔C127を設けることで水田C116、水田C117、

水田C118、水田C119を区画している。さらに畦畔C125の北7ｍの位置に南北方向の畦畔C127か

ら東側へ畦畔C128を派生させ、やや鍵手にぐいちになりつつ畦畔C129へ続き、南北方向に畦畔

C130、畦畔C131を設けることでＣ４区の区域に水田C120、水田C121、水田C122、水田C123の４

面の水田を区画している。
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畦畔Ｃ９０（東西坪境畦畔）

Ｃ１区の西端からＣ２区の南壁へかけてX=－157,030ライン上に沿うように検出された畦畔で

ある。幅約3ｍ、検出長約37ｍを測る。水田C96と水田C97の間では、両水田部分とは異なり全く

足跡や耕作具の痕跡が認められない部分が幅約3ｍで帯状に認められ、Ｃ－２区ではその延長線

上の北側に溝C4を伴って東へ延び、東半では水田C110の南縁となり調査区外へさらに延びる。

上部は削平され盛土は遺存しない。水田C110に接する部分では、地山が削りだされるように水田

C110が掘削され撹拌された耕土が本畦畔北側に水田区画を成す。Ｃ１区では南側に水田C97が掘

削され耕土が広がる。西端部は北西へ屈曲し北へ畦畔C92を派生しつつ、調査区西壁下でさらに

西へ延びる様相を示す。畦畔C92と畦畔C90の西端部との接点南西側にも耕土層が広がり、水田

C98が存在する。水田C96には、耕土層はほとんど遺存せず足跡や耕作具の痕跡のみを遺存しほ

ぼ耕土底面に当たるのに対し、水田C97、水田C98には耕土が遺存し、本畦畔を挟んで耕土底面

に比高約0.2ｍの高低差が認められる。この高低差を用いて本畦畔を横断して水口溝C93が設けら

れ、水田C96から排水し、水田C98に給水したものと見られる。また上部を削平されているがＣ

１区東端部でも溝C4上部から本畦畔を横断して溝C115が開削されており、溝C4を介して本畦畔

の南側へ配水したものと思われる。Ｃ２区中央付近では、水田C110南東隅から溝C50が本畦畔を

横断する方向に開削されており、水田C110から本畦畔南側へ水を送る水口の役割を持つものとみ

られる。

本畦畔は、松原市教育委員会の調査で発見された長尾街道から北へ６坪＝１里に当たる里境と

される東西方向の道状遺構から北へ約109ｍのラインに一致し、里境から北へ１坪の坪境に当た

るものと考えられる。幅約3ｍを測る基幹的な規模を示すことも坪境としての機能に起因するも

のであろう。

本畦畔上部中央には中世の溝C52が後に開削され、坪境は踏襲されるものの坪境の畦畔は幅が

約半分に狭められたことが窺われる。

溝Ｃ４

畦畔C90の側溝状に北側に沿って走行する溝である。畦畔C90の北側に水田が形成されない区

間、水田C96と水田C110の間に開削され、西端は水田C96南東隅の方向に進むが、上部は削平さ

れているものとみられ、水田C96南東隅の東約3.5ｍ付近で地山面にすり付き終わる。西半は浅く

広がる幅約1.5ｍの上部の南辺底部に幅約0.5ｍの深い部分を持つ２段掘り形状を示す。東端は水

田C110の南東隅から水口状に開削される溝C50に接続される。溝C50と接続する東端部約2.5ｍの

間は、溝C50と底部を合わせるように深く掘られた形跡を示す。埋土は上部の浅い広がり部分は

やや砂混じりの暗灰色系のシルト、深掘り部は暗灰褐色系の粘質土で、溝C50接続部分の底部付

近には滞水した状況が窺われる灰黒色系の泥土が認められ、一部は溝C50の埋土と連続する状況

が認められた。従って、本溝は水田C110からの排水を溝C50を介して分流し、水田C96或いは溝

C115を介して畦畔C90の南側へ配水する機能と、水田に面しない区間の畦畔C90の側溝としての

－92－



－93・94－

第６６図　Ｃ１・２区水田面平面図（1/200）・溝断面図（1/40）

溝43　溝44　溝45 

１．10YR2/1黒色粘土 

２．10YR2/3黒褐色粘質土　壁9層混じり 

３．10YR4/1褐灰色粘質土　壁9層ブロック混じり 

４．5Y4/1灰色粘土 

５．2.5Y3/1黒褐色粘質土　10YR6/6明黄褐色粘土（地山粘土）、壁9層混じり 

６．7.5Y4/1褐灰色泥質粘土　10YR6/6明黄褐色粘土（地山粘土）、砂礫混じり 

 

土色標準 

Ａ．10YR4/1褐灰色粘質土 

Ｂ．2.5GY6/1黄灰色粘質シルト 

Ｃ．5Y6/1灰色シルト 

Ｄ．N3/0暗灰色粘土 

Ｅ．10YR6/6明黄褐色粘土（地山粘土） 

Ｆ．7.5GY6/1緑灰色砂質土（砂礫混じり） 

溝93下層 

１．5Y5/2灰オリーブ色粘土 

２．地山粘土（明黄褐色）混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土 

３．炭化物を含み黒色を呈す5Y5/2灰オリーブ色粘土 

４．灰黒色シルト 

５．10YR2/1黒色粘土混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土 

６．地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色）ブロック 

７．H10YR2/1黒色粘土ややシルト質 

８．10YR2/1黒色粘土混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土 

 

土色標準 

Ａ．2.5Y2/1黒色粘微砂（黒色の柱痕） 

Ｂ．2.5Y5/1黄灰色粘質土　5Y2/1黒色粘土ブロック 

　　灰色シルト　地山ブロック混じり 

Ｃ．5Y5/2灰オリーブ色粘土 

Ｅ．地山粘土（明黄褐色） 

Ｆ．地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色） 

Ｇ．N6/1灰色シルト 

Ｈ．10YR2/1黒色粘土 

溝50 

１．10YR2/2黒褐色粘質土（壁8層混じり） 

２．10YR2/1黒色粘土 

３．N3/0暗灰色粘土（E混じり） 

４．10YR5/2灰黄褐色粘質土（灰色砂、E混じり） 

５．N2/0黒色泥土（粘質度強） 

６．5Y3/1オリーブ黒色粘土 

７．5Y4/1灰色粘土（やや砂粒含む） 

８．2.5Y4/1黄灰色粘土 

９．2.5Y3/1黒褐色粘土ブロック 

10．9.に10YR6/6明黄褐色粘土（地山粘土）ブロック混じり 

11．5Y5/1灰色粘質土、10YR6/6明黄褐色粘土（地山粘土）ブロック混じり 

　　（地山崩壊混入ブロック） 
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機能を持つ溝と考えられる。

出土遺物（第68図）溝埋土より若干の遺物が出土している。奈良時代の須恵器杯蓋片273、274

や277の土師器甕口縁、272の土師器杯がある。275は須恵器捏鉢である。

水田Ｃ９６

Ｃ１区の西半北側で検出された水田跡である。畦畔C90の北側に接し西端は畦畔C92で画され

た東西幅約8ｍの方形の区画内の地山層上面に、無数の足跡や耕作具の痕跡が遺存する範囲とし

て認識される水田遺構である。北側は調査区外へさらに広がりを見せる。耕土底面付近まで削平

されており、耕土は遺存しない。耕土底面はT.P.+11.10ｍ付近に当たる。足跡や耕作具の痕跡は

暗灰褐色系の粘質土で、上部の耕土も同様の層位であったものと考えられる。本水田西側は、Ｂ

地区・Ｃ地区間の街路で、この間は今日まで踏襲される南北の坪境に当たるものと見られること

から、本水田は当該里の十二坪の南西隅に位置する水田と考えられる。

本水田で注目すべきことは、後に水田耕作をやめ整地層が施され建物区画に変更されたことが

窺われる点である。本水田区画の南東部から北半にかけて、上述の足跡や耕作具の痕跡の上面に

地山層である明黄褐色粘土ブロックが扁平に押しつぶされたように薄く堆積する状況が確認さ

れ、それらのブロック土を切る状態で掘立柱建物の柱穴が穿たれる状況が確認された。検出され

た柱穴は、東西２間、南北２間以上の掘立柱建物C2・C3を構成し、それぞれが西から東へ若干

位置をずらして建替えられたことが解り、また建物が本水田区画のほぼ中央に造営されているこ

となどからも、本水田区画は後にこの掘立柱建物を造営するために整地され土地利用が変更され

たことを明確に物語っているものと言える。

溝Ｃ９３

水田C96の南西隅付近から畦畔C90と畦畔C92の分岐点付近を横断して水田C98へ接続する水口

溝である。水田C96と水田C98の耕土底面の比高は約0.2ｍを測り水田C98が低くなることから、

水田C96からの排水に機能した水口溝と考えられる。埋土上部には、地山粘土ブロックが認めら

れ、上述の水田C96の整地に伴い人為的に埋められたことが窺われる。下部は灰黒色シルトや灰

オリーブ色粘土で滞水状態にあったことが窺われ、下位の地山層には有機物により黒色を帯びた

変色が認められた。幅約0.4ｍ、深さは畦畔C90の中央付近よりしだいに深くなり最深部では0.3～

0.4ｍを測り、水田C98底部をさらに調査区外へと続く様相を示す。

溝Ｃ９５

水田C96の西辺、畦畔C92に設けられた水口状の溝である。畦畔C92の西側はほぼ調査区西端と

なり不明な点も多いが、水田C98と同様の耕土状の層位が調査区西壁下に認められ、平面的には

確認し得ていないが、調査区外の街路下に想定される南北方向の坪境との間に小規模な水田跡が

存在する可能性が指摘される。従って、本遺構についても溝C93同様、水田C96から排水する機

能を持つ水口溝と判断された。幅約0.3ｍ、長さ約0.7ｍを測る。下層には同位置に先行する水口

溝が確認され、下層は灰黒色粘質土、灰色シルトが底部に凹凸を示しつつ流水と滞水を繰返した
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状況を示し、上層は溝C93同様、やや汚れた地山粘土ブロックにより埋まっており、最終的には

水田C96の整地に伴い人為的に埋められたものと考えられる。

畦畔Ｃ９２

畦畔C90の西端から北に派生して設けられた南北方向の畦畔である。幅0.7～1.0ｍを測る。水田

C96の西辺を画している。中央付近に水口溝C95が設けられ、西側は調査区西壁下で耕土状の層

位が確認されるなど、西側にも水田跡が存在する可能性が高いが平面的には確認し得ていない。

またこの耕土状の層位の南側では、削り出された地山層が畦畔状に残されており、鍵手状に屈曲

して畦畔C90が西へ延びる様相を示している。

水田Ｃ９７

畦畔C90の南側に広がりを見せる水田跡である。西端は南へ延びる畦畔C91により画される。

北端の一部が調査区内にあるのみで南側の大半は調査区外に広がるものと思われる。東端に関し

ても調査区外へ外れていくため確認し得ていないが、畦畔C90を横断して水を供給する水口が溝

C115で、それが北東隅部に取り付くのであれば、本水田の東西幅は約11ｍ前後で画されるもので

あろう。南北方向の規模は不明である。畦畔C90と畦畔C91の間には水口状に溝C94が設けられ、

排水の機能を果たしたものと見られるが、水田区画の南西隅ではなく北西隅である点、他の水田

跡と水口の配置を異にしている。調査区南壁面下での耕土層底面の高さはT.P.+11.00ｍ付近に当

たる。本水田は徐々に北側に拡張されたことが窺われ、畦畔C90の南辺を段状に削りこんで耕土

上部が広がっており、畦畔C90の範囲内に段をなす耕土底面では耕作具の痕跡が認められる。こ

のことは畦畔C90による土地区画の状況が次第に変化していく過程を示している可能性が指摘さ

れる。Ｂ地区における坪境への建物や井戸などの生活空間の展開とともに平安期に向け条里地割

による土地区画への意識の低下を示しているのかもしれない。

溝Ｃ９４

水田C97の北西隅、畦畔C90と畦畔C91の間に設けられた水口溝である。幅約0.5ｍを測る。下

部は舟形に深く掘り込まれ、水田C97底部に向け長さ約2.5ｍに及ぶ。埋土上部は水田耕土とほぼ

同様の撹拌された地山ブロックが混じる暗灰褐色粘質土で、下半は地山ブロックを増し底部付近

にはレンズ状に堆積する灰色の泥土が認められた。水口溝において舟形に深く掘り込まれる状況

は、上流側の水田底部に延びる傾向が認められるが、排水機能を果たすために繰返し溝浚えが行

われ集水枡的に深くなった結果と推測される。

畦畔Ｃ９１

畦畔C90西端から南へ派生して設けられた南北方向の畦畔である。幅はやや広く約2ｍを測る。

水田C97の西辺、水田C98の東辺を画するが、北端の一部を検出したのみで大半は調査区外へさ

らに延びる。検出長約1ｍを測るのみである。盛土は遺存せず、耕作具痕などが認められない。

水田跡間に削り残された地山層の高まりとして捕らえられるのみである。
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水田Ｃ９８

畦畔C90が西端部で北へ鍵手状に屈曲し、南方向へ畦畔C91を派生する部分の南西側のＣ１区

南西隅の区域は、耕土層の広がりが確認され、底部には足跡や耕作具痕が認められることから水

田跡の一部と判断された。耕土層は調査区外の西方及び南方にさらに広がりを示す。耕土層底面

の高さはT.P.+11.00ｍ付近に当たる。水口溝C93・94が取り付き、水が供給されたことが解る。

調査区西側は南北方向の坪境となっていたことが想定され水田の広がりとしてはさほど大きい範

囲は想定しにくいが、具体的な区画の形状、規模については不明である。また本水田を配置する

ことにより畦畔C90が鍵手状に屈曲しており、坪境交点に近接する区域での詳細な区画、水田の

構造の解明には不明な点を残していると言わざるを得ない。水田耕土層より須恵器杯蓋のツマミ

片が出土している。（第68図282）

溝Ｃ１１５

Ｃ１区南東隅で検出された溝である。上部の大半が削平されており畦畔C90にその痕跡を僅か

に遺存するのみである。また南半は水田C97の拡張に伴い耕土の撹拌により遺存しない。従って

本溝は拡張以前の水田C97へのみ水口としての機能を果たした可能性が高い。北端は削平されて

いるが、僅かな痕跡から溝C4に接続されることが確認され、本溝は溝C4を介して坪境である畦

畔C90の南側の区域、恐らくは水田C97へ配水する機能を有したものと推測される。

水田Ｃ１１０

Ｃ２区の東半区域の大半を占める水田跡である。Y=－43,015ライン付近を西端とし、畦畔C90

の北側に接してこれを南辺として南北約7ｍで調査区東端に至る東西約21ｍの長方形を呈してい

る。調査区南東隅の壁面下では畦畔C113とした地山層の高まりが確認されており、東端はこれに

より画されるものと考えられる。北辺は北側の水田区画との間に畦畔C109が設けられ画される。

畦畔C109には、北側に配置される水田C46から水口溝C43、水田C48から水口溝C45がそれぞれ取

り付く。水田C49についても後出の整地層である落込みC112に当たる部分に水口溝が設けられた

可能性が高い。畦畔C109上面と本水田耕土底面の比高は0.25～0.3ｍを測り、耕土層底面の高さは

T.P.+10.80ｍ付近に当たり、これら北辺に取り付く水口溝底との高低差から溝C44と共に本水田

への配水は北側からなされたことが解る。北西隅に取り付く溝C41についても、溝底との高低差

から本水田への給水の機能を持つものと考えられる。一方、南西隅に位置する溝C50は水田耕土

底面から下位に掘削されており、排水の機能を果たしたものと考えられる。本水田は南北約7ｍ、

東西約21ｍを測り検出された水田区画において最大の面積を持つ。また水田区画内の南西よりに

地山層の堅緻な砂礫層が隆起する部分があり、この部分については掘り残され島状となっていた

ものとみられる。（島状遺構C111）

北西隅に取り付く溝C41の前面に当たる水田耕土底面付近では、口縁を下にして伏せられた状

態で埋置されたとみられる土師器杯１点が検出された。周辺を慎重に精査したが埋納坑は認めら

れず、耕土と一体をなして水田肩部底面に埋置されたものと判断された。奈良時代前半の土器と
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みられ、本水田を含め水田区画の成立時期を示す可能性が高い遺物である。（第67図）

水田耕土は遺物包含層であることは言うまでもないが、総じて遺物の出土は遺構の性格上希薄

である。しかしながら本水田耕土を掘削する過程で、水田の西半を中心に北辺に沿って畦畔C109

から約1ｍ離れた幅約2ｍほどの帯状の範囲では、耕土層上半から集中して土器片が出土する傾向

がみられた。集中する傾向は認められるものの出土状況に土器群などのまとまりは認められず、

いずれも水田底部からは浮いた状態の耕土層上半を主とする傾向が窺われた。こうした状況は、

後述する北側の水田区画の建物区画への移行と関連するものと考えられ、出土遺物にも奈良時代

後半に帰属するものを中心とする傾向が認められる。こうした状況から本水田の北辺に沿って集

中する出土遺物については、北側の区画が建物区画に移行するのに伴い本水田の機能も低下或い

は失われたことを示しているものと考えられる。すなわち水田区画の一部が建物区画に移行した

後も、水田を水口で繋いで給排水を行う構造であったため、水田としての機能を停止していても

下流側への配水経路として機能を完全に停止することができず、移行した建物区画に面して休耕

田的に湿地状に遺存した状況が想定される。奈良時代後半を中心に建物が機能する過程で当該時

期の遺物が建物に沿った範囲で機能を停止し荒廃した水田耕土面に廃棄、散乱しその上部に埋没

した可能性が考えられる。
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溝Ｃ５０

水田C110南西隅に設けられた水口溝である。幅約1.4ｍを測り、水田底面より深く、深さ約0.35

ｍを測る。暗灰色粘質土、黒色粘土、暗灰褐色粘土を埋土とし、数次にわたって改修と滞水を繰

返したものとみられ、最終的にはほぼ中央付近に幅約0.4ｍで機能し、最上部は地山層が混じるブ

ロック土で埋まる。南半は調査区外にさらに延び、水田C110から排水し、畦畔C90を横断し坪境

南側の区域に配水する機能を持つものと考えられる。西側は溝C4と埋土が一部連続し、溝C4へ

も分水し供給したことが解る。

島状遺構Ｃ１１１

水田C110区画内の南西よりで検出された堅緻な地山層の砂礫層が径約3ｍの円形に隆起する部

分である。堅く絞まった砂礫層であるため水田開墾時に掘削が困難であったためか水田内に島状

に掘り残されたものとみられる。上部はほぼ耕土上面と同じである。祭祀場等の可能性も指摘し

得るが、それらを積極的に示す遺物等は認められなかった。

畦畔Ｃ１１３

Ｃ２区の南東隅において、調査区東壁の南端下部と南壁東端下部において地山層が共に盛り上

がる傾向が確認され、精査した結果、調査区の南東隅をかすめて南北方向の畦畔が調査区東壁下

に存在することが確認された。平面的には確認することは出来なかったが水田C110の東辺を画す

る畦畔がこの位置にあることが判明し、水田C110の規模が東西約21ｍ、南北約7ｍであることが

解った。畦畔C113は、水田C46の幅をＣ３区の西端下で確認された畦畔C132までとすると、その

南辺を画する畦畔C42にＴ字状に接続する可能性が高い。
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水田耕作土出土遺物（第69図）

291～294は多角形に面取りされる土師器高坏の脚柱部である。小片の破片も含め土師器高坏は

この一群の遺物中にやや多く含まれる印象をもつ。295は須恵器の異形硯と考えられる破片であ

る。すり面の一部を残し大半を欠損する。上面は左右二つに海を分ける土手がすり面の中央から

船の舳先状に突起して延びるが、先端部を欠く。裏面はナデによる簡単な調整のみでほぼ平坦で

ある。すり面の一部に墨の痕跡を留める。296～299は土師器の杯類で、内面に斜め方向のミガキ

が残るものがある。301は外面に縦方向のハケ目、口縁内面に横方向の粗いハケ目が残る土師器

の小型の甕、303～306は土師器の鉢類である。307～308は須恵器壷の体部片である。309～310は

第Ⅳ型式の須恵器坏蓋、311～313は高台が付く奈良時代、第Ⅳ型式の須恵器坏身である。315は

環状のツマミが付く須恵器の蓋、316～318は土師器の蓋である。319～322は土師器の甕類である。

323は土師器の置竈の裾部分の破片である。

畦畔Ｃ１０９

水田C110の北辺を画する東西方向の畦畔である。坪境である畦畔C90の北約7ｍに位置し、ほ

ぼX=－157,020上を走行する。明確に確認されるのは水田C110の西端部まであるが、調査区内で

西側延長上南側に沿って、やや後出の時期に開削されたとみられる溝C5が認められることから、

西方へ向けてもこれを延長する区画が存在した可能性は高い。水田C110北辺部では、幅0.9～1.3

ｍを測る。両側の水田の開墾に伴って地山層が削り残される形で畦畔を形成している。盛土等の

上部構造に関しては遺存せず、有無を含めて確認し得ていない。北側の水田に関しては耕土底面

までの深さが数㎝であるのに対し、南側の水田C110の耕土底面までは0.25～0.3ｍあり、北から南

へ低い段差をつけて水田区画を配置するために、東西方向を画するように削り出されている。従

って北側の水田から水田C110へ配水するよう水田C46に水口溝C43、水田C48に水口溝C45が設け

られる。

水田Ｃ４９

畦畔C109を介し水田C110の北側に区画される３つの水田の内、最も西側に位置する水田跡で

ある。北側は調査区外にさらに広がり、全体の形状は不明である。西端が水田C110の西端ライン

と一致するかも不明で、やや東にずれる可能性もある。東辺は南北方向の畦畔C114が畦畔C109

から北へ派生し、水田C48との間を画する。東西幅は6～7ｍと推定される。南北の規模について

は明確ではないが、Ｃ４区で検出された畦畔C128が、畦畔C109の東延長線上に位置する畦畔

C124・畦畔C125の北約7ｍに位置することから、南北幅約7ｍで東西方向が区画される可能性が

指摘される。水田底面の高さはT.P.+11.10ｍ付近である。

本水田は水田C96と同様に整地が施され、後に建物区画に変更されている点が注目される。西

端部で検出された落込みC112として認識した層位は、地山層の明黄褐色粘土ブロックを含む層位

で、本水田耕土の上に薄く堆積し、一部が溝状に落込み水田C110に取り付くように検出された。

水田C96で確認された状況と類似点が多く、この層を貫いて柱穴C34が掘られていることが確認
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された。従ってこの落込みC112は、本来は本水田を建物区画に変更する際に施された整地層と考

えられ、下部の溝状の落込みは一体的に埋められた水口部と考えられる。

畦畔Ｃ１１４

畦畔C109から北へ派生し水田C48と水田C47を画する畦畔である。大半は調査区外に当たりさ

らに北へ延びる。幅0.5ｍを測る。

水田Ｃ４８

水田C110の北側で検出された3面の水田の中央に位置する水田跡である。南辺を畦畔C109、西

辺を畦畔C114、東辺を畦畔C47で画すが、検出範囲ではやや丸みを帯びた形状を示す。東西幅約

5.5ｍを測る。南北の規模は大半が調査区外に当たり不明であるが、水田C47と同様の観点から7

ｍで区画されている可能性がある。

溝Ｃ４５

水田C48からS－30ﾟ－Eでやや南東に振って開削され、畦畔C109を横断し水田C110へ接続され

る水口状の溝である。上部は削平を受けているものとみられるが検出幅約0.35ｍ、深さ約0.1ｍを

測る。水田C110へ接続する直前で畦畔C47上の溝C44に合流し、水田C110に至る。埋土は水田耕

土層とほぼ同じ黒色粘土である。

畦畔Ｃ４７

畦畔C109から北へ派生する畦畔で水田C48と水田C46を画する。Y=－43,000ライン上にほぼ中

心を置く。幅は約3ｍと広く畦畔上面のほぼ中央に溝C44を伴う。他の畦畔同様、盛土は確認され

ず東西両側の水田の開墾により地山層が削り残される形で畦畔を形成している。

溝Ｃ４４

畦畔C47のほぼ中央に開削された浅い溝である。畦畔C47は、本溝を伴うために幅約3ｍを有し、

畦畔C109との接合部より以北では幅約1.2～1.4ｍを測る。上部は削平を受けているものとみられ

検出時の深さは約0.1ｍを測るのみである。畦畔C109との接合部付近、水田C110の北辺から北約1

ｍの地点で方向を約60度西へ屈曲させて幅も約0.4ｍと細くなり、S－70ﾟ－Wの方向に走行し、

水田C110へ接続する直前で水田C48からの水口溝C45と合流し水田C110の北辺に取り付く。埋土

は溝C45と同じく水田耕土層とほぼ同じ黒色粘土である。本溝は幅を広く取った畦畔内に開削さ

れており、地割の段階から計画的に開削されていることが窺われる。北から南へ配水される灌漑

システムの一部として機能した可能性が想定される点が注目される。

水田Ｃ４６

Ｃ２区北東隅で検出された水田跡で、水田C110の北側に区画された３つの水田の内、最も東側

に位置する水田跡である。西辺を畦畔C47、南辺を畦畔C109と連続する畦畔C42で画される。東

及び北方へさらに広がりを見せる。東西の規模については、水田C110の南東隅で確認された畦畔

C113の延長線上で考えると数ｍしかなく、またＣ２区とＣ３区の間が半坪の位置に当たることな

どから、変則的な地割が成されているのかも知れない。Ｃ３区西端の壁面下で存在が確認されて
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いる南北方向の畦畔C132を東端と想定すると、東西十数ｍと想定することが可能である。南北規

模については、水田C49・水田C48と同様に想定すれば約7ｍと考えられる。南西隅には水口溝

C43が設けられ、水田C110へ排水して接続したものと考えられる。水田底部の高さは

T.P.+11.00m付近である。本水田底面は水田C110底面より約0.2ｍ高い。

溝Ｃ４３

水田C46の南西隅に設けられた水口溝である。最大幅約0.9ｍ、船底状に水田C46西辺底面に深

く掘り込まれており、効率的に水田南西部に集水し水田C110へ排水する機能を果たしたものと考

えられる。埋土は耕土層に地山ブロックや灰色粘土を含む黒褐色粘土を主体としており、数次に

わたり浚えられた状況が窺われる。

畦畔Ｃ４２

水田C46の南辺、水田C110との間を画する東西方向の畦畔である。畦畔C109と連続するもので

あるが幅が異なることから、やや性格が異なることを想定し別の名称を付与し取扱うこととした。

幅約0.7ｍ、検出長約1.6ｍを測る。東方向に調査区外にさらに伸びる。延長線上にはＣ３区の畦

畔C124・C125があり同一の水田区画をなすものと考えられる。

Ｃ区水田面直上砂層

Ｃ２区北辺に沿って検出された水田C49、水田C48、水田C46付近には、検出面付近に東側から

直線的に放出された洪水性の砂層が狭い扇状に部分的に薄く堆積する状況が認められた。Ｃ３

区・Ｃ４区の水田跡は洪水性の砂層で覆われ埋没するが、この砂層は基本的にＣ２区までは及ん

でおらず、ここで検出された洪水性の砂層はＣ３区・Ｃ４区の水田跡を覆う洪水性の砂層が部分

的に達したものとみられる。周辺の水田耕土上面では、遺物の出土は希薄であるが、本砂層内か

らは若干の遺物の出土が認められた。

出土遺物（第70図）324、325は須恵器直口壷の口縁部片である。326は土師器甕の口縁部片、

327は土師器坏で復元径約12㎝を測る。328も土師器坏であるが細片である。
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溝Ｃ４１

水田C110北西隅に取り付く溝である。接続部付近が最も幅が広く約1.2ｍを測り、北壁下では

幅約0.8ｍを測る。Y=－43,016ラインに沿って調査区内に約1.5ｍ南下して進み、水田C110北西隅

方向へ屈曲し、やや幅を広げつつ水田C110に接続する。北側へは調査区外へさらに延びる。埋土

は水田C110の耕土等と一体化し連続する暗褐色粘質土である。溝底部は水田C110底部より高く、

北側から水田C110へ配水する機能を有したものと見られ、周辺区域全体の水田区画における灌漑

システムの一機能を果たした溝と考えられる。出土遺物には須恵器杯蓋がある。（第68図278、

279）

水田Ｃ１１６～Ｃ１２３・畦畔Ｃ１２４～Ｃ１３２（第12図）

Ｃ３区・Ｃ４区で検出された水田区画である。Ｃ２区の畦畔C109・畦畔C42の延長線上、

X=－157,020ラインにほぼ沿う位置に東西方向の畦畔C124・畦畔C125を設け、Ｃ４区東半ではさ

らにその北約7ｍの位置に東西方向の畦畔C128・畦畔C129を設けて、坪境の北側に三列の水田の

列を作り出し、それらに南北方向の畦畔を10～15ｍで設けて区画し、８面の水田を区画する。西

端の調査区西壁面下に南北方向の畦畔C132、約14ｍ東の位置Y=－42,970ラインにほぼ沿う位置

に畦畔C126を設けて水田C116・水田C117を区画する。さらに畦畔C125上で東に約10ｍの距離を

置いて北から西へ15度振った方向に延びる畦畔C127を設け、北側が狭くなる台形状に水田

C117・水田C118を区画する。畦畔C124・畦畔C125のラインから北へ約7ｍの位置の東西方向の

畦畔C128は、畦畔C127から東へ派生するが水田C118側へは派生せず、この位置で水田を分割し

ない。畦畔C128のライン上では、再び畦畔C127から約14ｍの位置で南へ畦畔C130を派生させ水

田C121を画し、やや鍵手に北へクランクしつつ北へ畦畔C131を派生させ水田C120を画している。

クランク部分では東西方向の畦畔C128から畦畔C129へ北へ約1ｍずれて東へ伸び、その両側に水

田C122と水田C123を区画している。Ｃ４区東側の街路は十ノ坪と十一ノ坪を画する坪境を踏襲

していることが想定され、畦畔C131・畦畔C130の南北の区画から14～15ｍに当たることから、

水田C122・水田C123の東辺はこの坪境により画される可能性が高いものと思われる。Ｃ２区で

の水田区画と同様に東西方向の畦畔により、地形の僅かな高低差を利用し、北から南へ三段の水

田列を形成し、それを南北方向の畦畔で区切ることにより水田区画としているものと考えられる。

その際、各水田に給水と配水の役割を持つ水口をそれぞれに設けて、北から南へ、また東から西

へという方向を基本に配水できるよう配置されているものと思われる。従って、北東方向から南

西方向へジグザクに配水を行う灌漑システムを基本としていたことが窺われるが、これに水田の

区画の大小や東西に長い区画、南北に長い区画を組合わせて、合理的に基本となる方向への配水

が行われるよう区画されたものと考えられる。

上述のとおり東西方向の畦畔により南北に三段の水田列を形成し、それを南北方向の畦畔で区

切ることによって水田区画を形成しているものと思われる。Ｃ地区に関してみると二ノ坪と十一

ノ坪の坪境に相当する畦畔C90のラインと、北へ約7ｍの位置に当たる畦畔C109・畦畔C42・畦畔
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C124・畦畔C125のライン、さらに北へ約7ｍの位置に当たる畦畔C128・畦畔C129のラインによ

って三段の水田列が形成されているのである。Ｃ３区・Ｃ４区についてみると、南北方向には、

西端に畦畔C132のライン、畦畔C126のライン、畦畔C127のライン、畦畔C131・畦畔C130のライ

ンによって個別の水田に区画されていることが解る。畦畔C109が東へのびＣ２区東端で幅を狭め

て畦畔C42に連続する部分を境として、畦畔の幅は一様に約0.5～0.6ｍで築かれ大きな差異は認め

られない。

水口Ｃ１３３

Ｃ４区の畦畔C130に設けられた水口である。上部幅約0.3ｍを測る。

建物群（第11図）

Ｃ地区で検出された古代の掘立柱建物は合わせて３棟である。これらの掘立柱建物は全て当初

は水田区画であった区画を整地し、建物区画に土地利用を変更して造営されている点が特筆すべ

き点として挙げられる。また３棟の内の２棟、掘立柱建物C1・C2は建替えによるもので同一の

区画に柱穴の位置を若干東にずらして全く同規模の建物を建て直したことが窺われる。またＣ２

区で検出された掘立柱建物C3は一辺約0.8ｍを測る隅丸方形を呈する柱穴で構成され、柱穴２基

には柱根が遺存していた。この他、柱列２列などが検出されたほか、当初から水田区画とならな

かったＣ１区東半からＣ２区西半にかけて若干の土坑などが検出されたが、重厚な造りの掘立柱

建物を除くと遺構はさほど濃密とは言えない状況である。

掘立柱建物Ｃ１（第71図）

Ｃ地区西端の北半部、水田C96を整地し土地利用を水田区画から建物区画に変更して造営され

た掘立柱建物である。柱穴C101・C86・C84・C82・C80・C78・ C108で構成される建物で、後に

掘立柱建物C2に各柱穴の位置を若干東にずらして建て直されたことが解る。調査区北壁下を拡張

し柱穴C101・C108が検出されたが、その間に棟行の柱穴が検出されず、調査区外へ桁行はさら

に延びることが判明した。従って、棟行２間×桁行３間以上となる建物であるが、桁行に関して

は調査区外となり確定し得ていない。水田C96による区画のほぼ中央に合わせて建てられている

ことが解る。南辺の棟行に関しては柱間がやや一定でなく、西側の柱穴84－柱穴82間が約2.3ｍで

あるのに対し、東側の柱穴82－柱穴80間は約1.9ｍと狭い。桁行に関しては柱間はおよそ2.1～2.2

ｍである。柱穴は一辺0.6～0.8ｍを測り、桁行方向に若干長い隅丸長方形を呈する。深さは0.3～

0.6ｍを測り、地山層下部の堅緻な青灰色砂礫層を支持層として柱を据えたことが各柱穴の土層観

察で確認された。埋土は、掘方・柱痕部とも地山粘土と周辺の水田耕土層に酷似した黒色粘土に

よる様相の異なるブロック土で、建替えに際し柱材は全て抜き取られたものと考えられる。土地

利用を変更して造営され、全く同一規模の建物を同一区画で建て直すなど、坪境であり道として

の機能を有したであろう大畦畔（畦畔C90）に南面した区画に、一定期間継続的な機能を果たす

ことを目的に造営された建物であったことが窺われる。Ｂ地区東端で検出された大型の建物（掘

立柱建物B10）と同様の立地条件を選択して造営された建物と見ることができ、坪境の幹道に南
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面して配置された奈良時代後半の一連の掘立柱建物群を成す建物と位置づけられよう。出土遺物

には柱穴C86掘方から出土した土師器甕口縁がある。（第68図287）

掘立柱建物Ｃ２（第72図）

上述の掘立柱建物C1が、同一の区画に柱穴の位置を若干東にずらすのみで全く同規模の建物に

建て直されたことによる建物である。柱穴C100・C85・C83・C81・C79・C77・C107で構成され

る。従っても棟行２間×桁行３間以上となる建物である。柱間や柱穴の規模に関してもほぼ同様

であるが、掘方の形状は隅丸方形を意識するものもあるが、不定形に近いものが多い。埋土の状
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土色標準 

Ａ．2.5Y2/1黒色粘微砂 

Ｂ．2.5Y5/1黄灰色粘質土　5Y2/1黒色粘土 

　　ブロック灰色シルト　地山ブロック混じり 

Ｃ．5Y5/2灰オリーブ色粘土 

Ｅ．地山粘土（明黄褐色） 

Ｆ．地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色） 

Ｇ．N6/1灰色シルト 

Ｈ．10YR2/1黒色粘土 
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況も同様で、柱材は抜き取られた可能性が高く柱痕部に関しても地山粘土と黒色粘土にブロック

土が詰まった状況を示す。

掘立柱建物Ｃ３（第73図）

Ｃ２区中央、北辺で検出された掘立柱建物である。水田C49を整地し土地利用を水田区画から

建物区画に変更して造営された掘立柱建物である。当初は柱穴C33から柱穴C39に至る柱列とし

て検出したが、柱穴C33から柱穴C36が一辺約0.8ｍを測る隅丸方形の掘方を呈するのに対し、柱
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穴C38・C39はほぼ円形を呈し径も0.4～0.6ｍと小さいことから、柱穴C36の北側の調査区壁面下

を拡張したところ、直角を成す位置に柱穴C51が検出されたため掘立柱建物として北側調査区外

に展開するものと判断された。西端に関しても不明であるが、柱穴C33の西側延長線に当たる調

査区北壁下で柱穴が確認されないことから、東西に関しては３間と考えておきたい。東側の柱穴

C38・C39も南面の柱列と直線を成すことから、同一建物の何らかの付随施設を構成する可能性

が高いものと思われる。柱間は2.1～2.2ｍを測るが、東辺の柱穴36－柱穴51間は約1.35ｍと短い。

建物全体の規模や構造には不明な点が多いが、柱間が短い南北を棟行とし東西に桁行とする建物

ではないかと思われる。

柱穴C33は南面の柱列の西端に位置する柱穴で、一辺約0.9ｍを測る隅丸方形を呈し、深さ約0.7

ｍを測る。地山層下位の堅緻な青灰色砂礫層を掘りくぼめるまで掘削して支持層として径約0.2ｍ

の柱を据え、底部より長さ約0.6ｍの柱根が遺存する。埋土下部は灰色粘土ブロック混じりのやや

泥土化した緑灰色粘質シルトで、中位は灰色シルト混じりの緑灰色粘土ブロックと黄灰色粘土の

互層状堆積、上部は黄灰色土や褐灰色粘土のブロック土である。柱穴C34は西から２番目の柱穴

で一辺約0.9ｍを測る隅丸方形を呈し、深さ約0.6ｍを測る。同様に堅緻な青灰色砂礫層を支持層

として柱を据える。径約0.2ｍの柱根が底部より長さ約0.7ｍで遺存する。埋土は灰色シルト、黄

灰色粘土、地山粘土などが混じるブロック土である。柱穴C35は東西約0.9ｍ、南北約0.8ｍを測る

隅丸台形を呈し、同様に堅緻な青灰色砂礫層を底部として深さ約0.65ｍを測る。柱根は遺存せず

灰色粘土と地山粘土などのブロック土による柱痕部が掘方のやや東よりに認められる。掘方の埋

土は、暗褐灰色粘土、黄灰色粘土、地山粘土などのブロック土で、上部はやや汚れた地山崩壊土

によるブロック土で埋められている。柱穴C36は建物部分東端に当たる柱穴である。一辺約0.9ｍ

を測る隅丸のほぼ正方形を呈し、南東隅に径約0.35ｍの柱痕部を持つ。深さは約0.6ｍを測り、底

部は青灰色砂礫層である。掘方の埋土は、暗褐灰色粘土、黄灰色粘土、地山粘土などのブロック

土で、下半は暗褐灰色粘土の割合が多く黒色を帯びる。上部は灰色粘土が小さなブロック状に含

まれる地山粘土ブロックで埋められている。柱痕部は柱材の抜取りに際し崩壊した掘方埋土のブ

ロックと灰色粘土、暗灰褐色粘土である。柱穴C51は、柱穴C36から北へ直角に振出した位置で

調査区北壁下部を拡張して検出された柱穴である。東西約0.6ｍ、南北約1ｍを測る隅丸長方形を

呈する。掘方の埋土は、灰色粘土、暗灰褐色粘土、灰色シルト、地山粘土などのブロック土で、

径約0.25ｍを測る柱痕部は暗灰色粘土、暗灰褐色粘土ブロックを含む地山粘土ブロックである。

柱穴C38は、径約0.6ｍを測る円形に近い形状の柱穴である。北西部に褐灰色粘質ブロック土によ

る柱痕部を持つ。掘方の埋土は、褐灰色粘質土ブロックを含む地山粘土が砕けて汚れたブロック

土である。柱穴C39は、径約0.4ｍを測る円形の柱穴である。柱穴C38・柱穴C39とも建物南辺上

に直線状に並ぶが、建物本体を構成すると考えられる柱穴C33～柱穴C36と比べ明らかに小さく

深さも砂礫層の支持層に達しておらず展開も認められないことから、付随する何らかの構造に伴

うものと考えられる。
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掘立柱列Ｃ１（第74図）

Ｃ２区北西部、ほぼX=－157,020ライン上に沿って直線的に並ぶ東西方向の柱列である。北側

へ展開する可能性が考えられるが、建物を構成するようなほぼ均等な柱間を見出すことができず、

直線的に配置された柱列と判断された。柱穴C23・（C32）・C19・C18・C16で構成されるが、柱

穴C32については、径約0.25ｍと小規模で極めて浅いことから同一の遺構群とは考えられず、除

外して考えておきたい。また柱間の距離についても一定ではなく、極端に広い部分もあることか

ら、上部構造物を想定するのは困難な状況を示す。

柱穴C23は、一辺約0.8ｍを測る隅丸方形を呈する柱穴で、深さも約0.8ｍと深い。底部は掘立柱

建物C3と同様に地山層下位の堅緻な青灰色砂礫層を支持層に柱を設置したことが窺われる。掘方

の中央、やや北西よりに径約0.3ｍの柱材が抜取られたとみられる柱痕部が認められる。しばらく

開口していたことが窺われ、底部近くには崩落したようなブロック土、柱痕部の大半は泥土状の

暗灰色の粘土で埋まり、最上部はブロック状の地山粘土、灰色粘土が充填された状況を示す。掘

方の埋土は、暗灰褐色粘土、灰色粘土、地山粘土が互層をなして積み固めて埋められた状況が窺

われた。出土遺物には掘方から出土した須恵器甕底部片がある。（第68図285）

柱穴C19は、柱穴C23との柱間約3.3ｍの東側で検出された柱穴である。柱穴C20を切る形で重

複しており、同一の機能の柱が建替えられた可能性がある。掘方西よりに径約0.3ｍの柱材が抜取

られたとみられる柱痕部が認められる。柱穴C23同様にしばらく開口していたことが窺われ、最

終的にブロック状の地山粘土で埋められたものと思われる。下部は地山粘土まじりの灰色粘土、

上部は灰色粘土ブロック混じりの地山粘土ブロックである。柱穴C20の掘方の断面形状はロート

状に上部が広がり、下部は数㎝北側へずれるのみで大半が重複することが断面観察で確認された。

柱穴C18は、柱穴C23の東側、柱間1.8ｍで検出された柱穴である。一辺約0.5ｍの隅丸方形の柱

穴で、深さも約0.45ｍとやや浅い。掘方の東よりに抜取られたとみられる径約0.2ｍの柱痕がある。

柱痕部の埋土は暗灰色粘土、灰色シルトなどのブロック土、掘方の埋土は暗灰褐色粘土、灰色粘

土、地山粘土を互層状に積み固めた状況である。

柱穴C16は、柱穴C18の東約4.2ｍで検出された柱穴である。一辺約0.8ｍを測る隅丸の台形状を

呈した柱穴であるが、深さは約0.15ｍと浅い。埋土は暗灰褐色粘土、灰色粘土、地山粘土による

ブロック土を主体とする。

掘立柱列Ｃ２（第75図）

柱列C1の南、約2.5ｍで軸が東側をやや北に振る東西方向の柱列である。柱穴C28・C24・

C22・C21がほぼ直線上に並ぶが、南側、北側とも掘立柱建物を構成する位置への柱穴の展開が

認められないため柱列として取扱うこととした遺構群である。主軸の方向はE－5°－Nである。

柱穴C28－柱穴C24－柱穴C22間の柱間は約1.5ｍを測るが、柱穴C22－柱穴C21間に関してはやや

短く約1.3mである。なおＣ１区で検出された柱穴C67・柱穴C68は、本柱列の方向上にほぼ一致

するが、柱穴C28の西約7.5ｍと離れ、その間を埋める柱穴が認められないことから、ここではそ
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の可能性を示すに留めたい。

柱穴C28は、柱穴C67・柱穴C68を除くと西端に位置する柱穴で、一辺約0.5ｍを測る隅丸正方

形を呈し、深さ約0.25ｍを測る。埋土は灰色粘土、地山粘土を細かくブロック状に含む褐灰色粘

質土を主体とする。

柱穴C24は、長径0.6ｍ、短径0.4ｍ、深さ0.3ｍを測る。掘方は褐灰色粘質土、灰色粘土、地山

粘土によるブロック土で、柱材が抜取られたとみられる柱痕部は掘方埋土の崩壊土と暗灰色系の

粘質シルトである。

柱穴C22は、やや汚れた地山粘土ブロックによる掘方の西よりに、褐灰色粘質土、灰色粘土、

地山粘土によるブロック土で埋まる柱痕部を持つ柱穴である。掘方の径約0.5ｍ、深さ約0.2ｍを

測る。

柱穴C21は、一辺約0.5ｍを測る方形の柱穴である。南半を撹乱で欠く。埋土は、掘方、柱痕部

とも褐灰色粘質土、灰色粘土、地山粘土によるブロック土である。

その他の柱穴

Ｃ地区では、上述以外にもの掘立柱建物、柱列等の構成に属さず機能や帰属が不明な柱穴が検

出されている。柱穴C73・C74・C87・C75・C99・C102～104・C76・C65～68・C25・C26・

C27・C17・C15・C29・C37である。いずれも褐灰色粘質土、灰色粘土、地山粘土によるブロッ

ク土等を埋土としており、検出された掘立柱建物の時期、すなわち奈良時代後半の時期とあまり

隔たらない時期に形成されたとみられる柱穴群である。

土坑Ｃ７１（第76図）

Ｃ１区の掘立柱建物C1・C2内部に当たる位置で検出された不定形の浅い土坑である。水田C96

が建物区画へ変更される際の盛土上から形成されており、掘立柱建物内における何らかの痕跡と

も考えられるが、直接的にその関係を示すものは認められず詳細は不明である。

土坑Ｃ６２・Ｃ６０・Ｃ６１・Ｃ５８・Ｃ５９（第77図）

Ｃ１区北東部、建物区画に移行する水田C96の東側では、複数の土坑などがやや集中して検出

される。何れも上部を削平されているとみられ浅い遺構が多く、性格を明らかにし得るものはな

いが、建物区画への移行に伴って建物の機能に付随した遺構が周囲に展開したことが窺われる遺

構群である。

土坑C62は、Ｃ１区北東部、掘立柱建物C1・C2の東辺から約2.5ｍ付近で検出された不定形の

浅い土坑である。長径約2.1ｍ、短径約1.5ｍ、深さ約5㎝を測る。埋土は黄灰色粘質土である。土

師器細片が少量出土している。

土坑C61は、土坑C62北東部を切るように検出された小土坑である。東西に長い楕円形を呈し、

東西約0.7ｍ、南北約0.4ｍを測る。土坑中央で焼土塊が検出され、埋土内には多量の灰や焼土が

ブロック状に認められたが、本遺構内で何らかの焼成、過熱したものとは考えられず、土坑の壁

面等には被熱の痕跡は認められない。従って、本遺構は他の場所で形成された焼土塊が、灰や焼
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柱穴21 

１．BにC、Eブロック（径2～5cm） 

２．D 

３．BにC混じり、Eブロック 

４．AにC混じりEの3～5cm大ブロック 

５．AにBブロック3～5cm大 

　　（ブロックの量の大小による互層状を呈す） 

柱穴28 

１．A 

２．A、B、C混じりブロック土 

３．AにC混じり、やや砂質 

 

柱穴24 

１．AにC混じり、若干の炭化物粒 

２．AにB、C混じり 

３．AにEの2～3cm大ブロック 

４．B混じりのEブロック土（5～10cm大ブロック） 

５．B混じりのEブロック土（3～5cm大ブロック） 

６．B、E5～10mm大ブロック 

７．BC混じり炭化物若干含む 

８．7.にEの3～5cm大ブロック 

９．8.に緑灰色粘質土ブロック、ややシルト質 

柱穴22 

１．CにBブロック、Eブロック 

２．BにC、D混じり 

３．D 

４．Eのブロック土にB、C、混じり 

 

土色標準 

Ａ．10YR4/1褐灰色粘質土 

Ｂ．2.5Y6/1黄灰色粘質シルト 

Ｃ．5Y6/1灰色シルト 

Ｄ．N3/0暗灰色粘土 

Ｅ．10YR6/6明黄褐色粘土（地山粘土） 

Ｆ．7.5GY6/1緑灰色砂質土（砂礫混じり） 
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土坑C30・31断面図 

１．10YR4/1褐灰色粘質土に多量の炭化物を含み黒色を帯びる 

２．5Y6/1灰色シルトに2.5Y6/1黄灰色粘質シルト 

　　のブロック土（径1～2cm） 

３．5Y6/1灰色シルトに10YR6/6明黄褐色粘土（地山粘土） 

　　のブロック土（径1～3cm） 

４．2.5Y6/1黄灰色粘質シルトに10YR6/6明黄褐色粘土 

　　（地山粘土）混じりで黒色を帯びる 

５．2.5Y6/1黄灰色粘質シルトに5Y6/1灰色シルト混じり 

６．2.5Y6/1黄灰色粘質シルトで砂混じり 

７．2.5Y6/1黄灰色粘質シルトに5Y6/1灰色シルト混じりで 

　　炭化物を含む 

８．地山　7.5Y礫混じり砂（径3～5mm） 

土坑C71断面図 

１．5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じりブロック（径3～4cm大）土 

　　地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）含む 

２．1.に炭化物粒を含み黄色を帯びる 

３．2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり, 

　　炭化物粒を含み黒色を帯びる、やや粘質度強 
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第７６図　土坑Ｃ３０・３１・７１平面図・断面図（1/40）

第７５図　掘立柱列Ｃ２平面図・断面図（1/50）



土と共にもたらされたものと判断された。遺構の性格や機能については明確にし得ていない。

土坑C60は、土坑C62北西部を切るように検出された小土坑である。当初、柱穴として検出し

たが明瞭な柱痕部を伴わず浅いため、周辺の遺構の状況と併せて小土坑として扱うべきである。

土坑C58は、土坑C62東側で検出された小土坑で長径約0.7ｍ、短径約0.4ｍを測る。埋土は黄灰

色粘質土や黒色粘土ブロック、灰色粘土ブロックからなるブロック土である。土坑C59を切り後

出する。
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土坑C106 

１．2.5Y5/6黄褐色粘質土ブロック（径3～5cm大）混じり 

　　2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり 

２．2.5Y7/1灰白色シルト混じり、同ブロック混じり 

　　2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり 

３．2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり 

　　若干5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり 

４．2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり、 

　　地山粘土（明黄褐色）ブロック混じり 

　　5Y5/2灰オリーブ色粘土 

５．地山粘土（明黄褐色）ブロック、炭化物粒、 

　　5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、2.5Y5/1黄灰色粘質土・ 

　　5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・地山ブロック混じり 

６．2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・ 

　　灰色シルト・地山ブロック混じり、5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、 

　　地山粘土（明黄褐色）ブロック（径2～3cm大）土 

土坑62 

１．2.5Y5/1黄灰色粘質土 

土坑C58・59 

１．2.5Y5/1黄灰色粘質土・5Y2/1黒色粘土ブロック・灰色シルト・ 

　　地山ブロック混じりに炭化物粒を多く含み黒色を滞る、 

　　5Y5/2灰オリーブ色粘土混じり、 

　　地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色）混じりでややシルト質 

２．地山粘土（明黄褐色）、地山砂礫（5GY5/1オリーブ灰色） 

　　混じり5Y5/2灰オリーブ色粘土、ややシルト質 
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土坑C59は、土坑C62東側で検出された径約1.1～1.3ｍを測る楕円形の浅い土坑である。西肩部

を土坑C58に切られる。土師器細片１点が出土したが、遺物には乏しい。埋土はオリーブ灰色粘

土及びシルトで、地山粘土や砂礫を多く含む。

土坑Ｃ１０６（第77図）

Ｃ１区北東部、調査区北壁沿いで検出された不定形の土坑である。上部は中世の溝等により一

部を切られる。長径約1.3ｍ、短径約0.7ｍを測る。深さは0.5ｍを測り、周辺の他の遺構とは異な

る様相を示す。埋土は、下部が灰オリーブ色系の粘質土で炭化物や黒色粘土ブロックを含み、上

部は地山粘土のブロック土で人為的に埋められた状況を示す。

土坑Ｃ５６

Ｃ１区北東部、土坑C59の北東側に隣接して検出された浅い土坑である。土坑C106の上部に重

なって検出され、後出の遺構である。東半を中世の耕作溝C55に切られ、北半は調査区外に当た

る。埋土は暗灰色シルトである。全体の形状や性格は不明であるが、土師器竈片、須恵器甕口縁

片が出土している。（第68図283・284）

土坑Ｃ３０・Ｃ３１（第76図）

Ｃ２区、X=－157,022、Y=－43,022付近で検出された切り合い関係にある二つの土坑である。

土坑C30は、長径約1.0ｍ、短径約0.5ｍを測る楕円形を呈し、土坑C31の西端を切って形成され

ており後出である。埋土の下部は灰色シルトであるが、上部には多量の炭化物が含まれ黒色を帯

びる。土師器甕片が出土している。（68図286）

土坑C31は、長径約1.3ｍ、短径約1.1ｍを測る楕円形の土坑である。深さは約0.2ｍと浅く、埋

土は黄灰色系のシルトがレンズ状の堆積を示す。土坑C31では下部に炭化物が含まれる。

いずれの土坑も浅く、炭化物を埋土に含み土師器や須恵器の細片を出土するものの明確な人為

性には乏しい遺構である。
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古代包含層出土遺物（第78図）

Ｃ２区北西部、掘立柱列周辺では、遺構面となる地山直上付近で奈良時代後半を主とする比較

的まとまった遺物の出土がみられた。329は、Ｃ２区、柱穴A33南の畦畔C109地山層直上付近か

ら出土した須恵器の大型蹄脚円面硯の破片である。墨池外縁の復元径約23㎝、脚下端の推定復元

径約25㎝を測る。重厚な造りの大型品である。330は須恵器捏鉢の底部である。332は須恵器の杯

蓋、333～336は須恵器杯身片である。337は高台が付かない小型の須恵器の壺底部とみられる。

338、339は土師器高杯の脚部である。340は土師器の杯、341は大型の土師器甕の口縁片である。

奈良時代後半を下限とする遺物群として捉えられる。

（４）小結

今回の調査では、条里地割に基づく古代の水田区画と大型掘立柱建物を含む建物群の検出が大

きな成果と言える。まず古代の条里地割を具体的な遺構を伴って検出したことは特筆すべきもの

で、Ｂ地区では里境を示す溝群B1が検出され、Ｃ地区ではこれに直交する東西方向の坪境が大畦

畔C90として検出された。これらの具体的な条里地割に基づく遺構を基準としてみると、調査区

間の各街路が古代の条里地割を現代まで踏襲していることが解る。Ｂ地区とＣ地区の間は、発見

された里境から東へ一坪に当たり、Ｃ地区の東端に当たる街路は里境から東へ二坪に当たること

が解る。またＢ地区の溝群B2は里境から東へ半坪に位置し、Ｃ２区とＣ３区の間も上述の坪境の

ちょうど中間に当たる半坪に位置している。

検出された水田区画は、こうした条里地割にもとづいて坪境となる東西方向の大畦畔C90を基

点に南北を約7ｍの間隔で東西方向の畦畔を設けて３段に区画し、それを南北方向の畦畔を配置

して、各水田の北東隅を給水、南東隅を排水とする水口を配置することを基本として連続して配

置し、北東方向から南東方向へジグザグに配水するように水田を配置した水田区画を形成してい

たことが明らかとなった。こうした条里地割に基づいた水田区画は、Ｃ地区の水田C110の出土遺

物などから奈良時代前半に遡る可能性が高く、高木遺跡を含む丹比郡における条里制施行時期や

その基軸の原点と考えられる難波大道の成立時期を解明する上で重要な要素を示しているものと

思われる。

またＢ地区の大型の掘立柱建物B10は、検出された東西方向の坪境に南面するように配置され、

掘立柱建物B2、掘立柱建物B14、掘立柱建物B15などを配置して、条里地割に基づいて区画され

た奈良時代後半の掘立柱建物群を全体として形成している。この掘立柱建物群を坪境を越えて東

側にも拡張する形で、Ｃ地区では水田区画に整地を施し建物区画に土地利用を変更して掘立柱建

物C1や掘立柱建物C3が造営されている。生産基盤である水田区画の土地利用を変更して掘立柱

建物郡が拡張されている点は注目すべき事象と思われ、出土遺物に海獣葡萄鏡や硯が認められる

ことと併せて、本遺跡の掘立柱建物群の性格を示しているのかも知れない。

またＢ地区の掘立柱建物群は平安期まで継続したことが明らかとなったが、平安期に至ると奈
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良時代の条里地割への強い意識は次第に薄れたものとみられ、坪境の大畦畔としての空間へも建

物や井戸といった生活空間が侵食していった状況が明らかにされた。建物も奈良時代の重厚な造

りで方位や地割を意識したものから、小径の柱穴により方位とは必ずしも一致しない建物群へ変

化し、坪境上に井戸なども複数掘られるようになる状況が窺われる。

西方の段丘崖下に当たるＡ地区では、流川の旧流路と考えられる自然流路が検出され、崖下以

西は広く全体が氾濫原状となり、平安時代前半までは自然流路が蛇行しつつ北西方向へ流れてい

たことが明らかとなった。平安時代後半の11世紀前半には、自然流路がＢ地区を中心とする微高

地の裾を巻き込むように崖下に位置を変え北流したことが確認された。
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第５節　中世以降の遺構と遺物

（１）A地区（第７図）

現流川付近に存在する段丘崖面以西の区域では、依然として流川の旧流路による氾濫原の状態

にあったものとみられる。中世の段階では、Ｂ地区を中心とする微高地の裾を取り巻くように弧

を描いて現流川に沿うように流れる自然流路A92と、攻撃面となる弧を外側に打ち破ってＡ地区

を南東から北西方向に貫くように直線的に流れる自然流路A107などが検出された。

また自然流路A107左岸に当たる南側の区域では、氾濫原内の湿地の痕跡である落込みA106が

調査区中央部一帯を覆い、この落込みA106の埋土を利用して流路に直交する方向に畝溝状の小

溝群を連ねて開墾された畑地が確認された。対岸に当たる右岸側には河川による侵食を免れた地

山面の明黄褐色粘土層上面で、ある程度の大木にまで成長したことが窺われる樹木痕A128が認

められ、一定期間、流路が安定化し氾濫原内で調査区北側一帯が安定した陸化した状況が想定さ

れる。

自然流路A107は、最終的に埋没する時期は中世前半の段階と考えられ、中世包含層と考えら

れる褐灰色粘質土付近を切り込み面としており、中世後半の段階では調査区外南側で方向を変え、

自然流路A92に流れを移したものと考えられる。

調査区西部一帯は古代の自然流路A105の痕跡が窪地状の湿地として残っていたことが窺われ、

畑地として利用された落込みA106の区域からの排水の機能が想定される溝A133が設けられる。

また最終的には洪水砂により埋没する溝A104が調査区南西角を南東から北西方向に直線的に検

出された。

自然流路Ａ１０７（第７図）

調査区南辺のＡ１区とＡ２区の境界付近から北西角へ向け、南東から北西方向に直線的に流れ

る自然流路である。幅6～8ｍ、深さは最大で約0.8ｍを測る。

流量がさほど多くなく蛇行しつつ流れたものと考えられる古代の段階の一連の自然流路は、一

時的な流量の増減により流路内に徐々に土砂を堆積させていたものと考えられるが、自然流路

A107はそれら先行する流路の砂層部分を押し流しつつ進み、それまで蛇行の要因であったであ

ろう堅緻な地山層を一気に貫通させて形成されたことが窺われ、微高地の裾を取り巻くように流

れた流路が弧状の形状の外側へ向けて圧倒的な洪水性の流量で調査区内を南東から北西へ直線的

に貫いて流れたものと考えられる。

土層観察や検出面の状況から切り込み面は中世包含層である褐灰色粘質土付近に当たるものと

判断され、埋没の段階で氾濫原状の湿地状に痕跡を留めた落込みA106の砂混じりの黒褐色粘質

土等へ徐々に変化し、最終的には上流側で自然流路A92に流れを移し完全に埋没するに至ったも

のと判断された。
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第７９図　自然流路Ａ１０７出土遺物



このため本自然流路は、古代の蛇行する流路以降に形成され、自然流路A92に流れ移すまでの

間に流れたものと考えられ、自然流路A92が13世紀後半～14世紀前半ごろの遺物を伴うことから

13世紀前半ごろに埋没したものと考えられる。本流路出土遺物は総じて古代以前の遺物のみで構

成されるが、このことは蛇行する古代の流路を押し流すかたちで本流路が形成されたことに起因

するものと考えられ、出土遺物の示す時期はその上限を示すものであり埋没の状況や過程から判

断して下限を示すものではないものと判断した。また本流路がそれ以前の古代の蛇行する流路を

はるかに凌ぐ流量の流れにより形成されていることが示すように、上流部を含め当該時期には一

旦周辺の環境が悪化した可能性があり、周辺で人々が再び生活を営み始める時期は13世紀後半に

至って以降である可能性が高い。（註）

本自然流路は、直線的に形成されたことにより形成後一定期間は安定した流路として定着した

ことが窺われ、南側には本流路の左岸のラインを意識し、約5ｍの距離を置いて畑地が開墾され

ている。このことは安定した河川と共存しつつ、河川ラインを基準として耕作地が開発され営ま

れたことを示すものと考えられる。

本流路の形成時期に関しては古代に遡る可能性は否定できない。形成以降、一定期間稼動した

ことが想定され、その間も流量の変化等によりそれ以前の流路の形状は、侵食と埋没を繰返した

ものと考えられる。従って検出した自然流路の形状は最大化した状態の痕跡であり、その形成時

期はそれ以前の古代の蛇行する流路が埋没して以降と限定し得るのみである。

出土遺物（第79図）先にも述べたとおり本流路出土遺物は古代以前の遺物のみで構成され、直

接本流路の時期を示すものとは考えられないが可能な限り図化に努めた。344は大型の須恵器甕

の口縁部片である。346は古墳時代後期の坏身、347、348は須恵器壷の底部である。349～354は

土師器の杯皿類、355は土師器椀底部高台片である。356～358は土師器の甕鉢類の口縁部片、361

～365は土師器羽釜類、366～369は土師器置竈類である。

（註）松原市教育委員会のご教示による。Ｂ地区の南約100ｍの地点で13世紀後半頃の井戸や建物が確認されている。

落込みＡ１０６（第７図）

自然流路A107が最大化した段階で形成された氾濫原状の湿地の痕跡による落ち込みである。

一定期間滞水状態にあり有機物による土壌化が進んだものとみられ、黒褐色粘質土を埋土する。

落込みとしての遺構の形成要因としては人為性はないものと考えられるが、自然流路A107が安

定化して以降、有機物を多く含む土壌として耕作に適したものとみられ、流路に直交する方向に

畝溝状の小溝群を連ねて開墾し畑地化されている。

出土遺物（第80図370～388）自然流路A107出土遺物同様、本遺構出土遺物も総じて古代以前

の遺物が大半を占める。370、371は弥生時代後期の甕底部である。372～375は古墳時代後期の須

恵器坏類、376、377は須恵器壺の口縁部片である。377の外面にはヘラ書きの線刻が認められる。

378、379は大型の須恵器甕口縁部片である。380は小型の土師器甕、381～384は土師器坏椀類の

底部片、385、386は土師器羽釜片である。387は平瓦、388は置竈である。
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第８０図　落込みＡ１０６・自然流路Ａ９２・落込みＡ１４出土遺物



畑状遺構（溝Ａ１１６～Ａ１２７）（第７図）

落込みA106内に端部を自然流路A107の左岸肩のラインから約5ｍの距離を置いて流路の方向に

直行する方向に連ねて検出された畝溝状の小溝群で構成される畑状遺構である。溝A116～溝

A127の12条の小溝からなる。やや東へ振る南北方向に開削されるが、方位よりは自然流路A107

肩ラインに規制された土地利用と考えられ、流路との間に幅約5ｍの距離を置く。土層断面観察

からはこの幅5ｍの間に堤を伴う状況は認められなかったが、道状の空間を空けて土地利用がな

されたものと考えられる。落込みA106の有機物を多く含む湿地状の土壌を耕作に利用したもの

と見られる。西側は自然流路A105との間に残った地山面が堤状の機能を果たしたことが窺われ

る。

溝Ａ１３３（第７図）

自然流路A105と落込みA106の間に残った地山面に開削された短い溝状の遺構である。落込み

A106の区域は全体で畑状遺構を含む耕作地として土地利用がなされていた可能性があり、もと

もと湿地状の落込みの痕跡でありやや湿潤な状況にあったことも想定される。本溝はそうした落

込みA106の区域と自然流路A105の痕跡として残っていた窪地を結ぶように開削されており、耕

作に不要な余剰雨水等を排水する目的で水口状に開削された可能性が認められる。

溝Ａ１０４（第７図）

南東から北西方向に直線的に調査区南西角で検出された溝である。幅約1ｍ、検出長約8ｍを測

る。中世段階まで窪地状に姿を留める自然流路A105の上層と最終的には一体的に洪水性の粗砂

により埋没する。直線的であり自然流路A105から分岐するものとしては方向が異なることから

自然流路とは考えにくく、人為的に開削された溝である可能性が高い。埋土も自然流路A105側

は洪水性の粗砂であるが、北西側は有機物を多量に含む粗砂混じりの黒色泥土の堆積が認められ

た。

自然流路Ａ９２（第７図）

Ａ２区の東端部で検出された現流川に沿うように流れる自然流路である。東肩部は調査区外の

現流川直下或いは里道下に当たり検出し得ていない。調査区内での検出幅は約8ｍを測り、流路

全体の幅は10ｍ前後に及ぶものとみられる。埋土の下半は砂礫及び粗砂で一定の流量を持って形

成されたことが窺われる。断面観察から３時期程度の流芯が観察される。最深部の深さは約1ｍ

を測り、底部はT.P.+10.20m付近に当たる。自然流路A107が埋没したことにより弥生時代以降の

流路が埋没していたため侵食を受けやすい旧流路をたどるように再びＢ地区を中心とする微高地

裾部を巻く形で北へ向け流れたものと考えられる。出土遺物には14世紀の所産とみられる瓦器椀

が含まれ、中世後半に流れた自然流路と考えられる。

出土遺物（第80図389～403）389は弥生時代後期の甕底部である。390は口縁の一部を除いてほ

ぼ完形の平安時代の須恵器小壺である。器高約8.8㎝を測る。391～400は瓦器椀である。下方へや

や「ハ」の字状に踏ん張る高台をもつもの396とともに、小さく逆三角形に貼り付けられる高台

－122－



をもつもの397、398も認められる。

落込みＡ１４

調査区中央部で部分的に遺存した灰色系シルト上面で検出された浅い落込みである。唯一、撹

乱土層以外の第一面検出の遺構であるが、近世以降の耕作に伴う層位が部分的に遺存した可能性

もあり性格は不明である。瓦質擂鉢片１点が出土した。

出土遺物（第80図）404は瓦質擂鉢の口縁部片である。復元径約26㎝を測る。器壁表面の遺存

状態は良好とは言えない。

溝Ａ７０

Y=－43,220ラインにほぼ沿って南北方向に開削される溝である。古代の溝A64を踏襲して開削

されたものと見られ、検出長約8ｍ、幅約1ｍを測るが、中央部付近は撹乱を受け幅0.3～0.4ｍを

測るのみである。上部も削平を受けており深さは約0.1ｍ程度を測るのみである。埋土は暗褐灰色

粘質土である。ほほ南北の方位に合わせて開削されており、古代から同じ位置に踏襲されること

から何らかの地割に基づいた区画に伴う溝である可能性が高いものと考えられる。

井戸Ａ１３１

Ａ１区の南壁で検出された素掘りの井戸である。埋没した自然流路A107の砂層を貫通して掘

られる。近世耕土付近からの掘り込みが土層観察から確認され近世以降の開削と判断された。調

査区外に住宅が隣接するため、盛土上の現表土からは2.5ｍ付近まで掘削したが、下部の構造は確

認できなかった。出土遺物も皆無である。
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柱穴群（第81図・第82図）

Ａ３区では、埋土が黄褐色やオリーブ灰色系の粘質土を主体とし、全体に黄灰色や灰色を帯び

た埋土によるピットで弥生時代にも古代にも帰属しないピット31基が検出された。31基のピット

はA16、A18、A19、A22、A23、A26、A33、A34、A35、A36、A39、A44、A46、A56、A60、

A62、A63、A66、A67、A68、A69、A77、A78、A79、A80、A81、A82、A83、A84、A85、

A86である。小径ながら大半のピットには柱痕部が認められ、深さ0.3～0.4ｍを測るものも有り何

らかの柱状の構造物に伴う柱穴群とみられる。浅く柱痕部が認められないものも有り、建物の構

成等は抽出し得ていない。
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ピット86 
地山の汚れ 

標準土層 

A．炭化物を多量に含む　黒色粘質シルト　5Y2/1黒色粘質シルト（弥生遺構埋土？） 

Ｂ．10YR4/1褐灰色粘質シルト　径2～5mm砂礫含む 

Ｃ．2.5Y4/3　オリーブ褐粘質土　径2～5mm砂礫含む 

Ｄ．2.5Y5/4黄褐色粘質土　径2～5mm砂礫含む　地山粘土層ブロック 

Ｅ．2.5Y6/4にぶい黄色粘質土　径2～5mm砂礫　径5～30mm礫を含む　地山層 

ピット16 
１．暗灰色シルト混じりB 
２．B 
３．C混じり 
　　灰色シルト混じりB 
４．Cブロック 
　　（径5～10mm）混じりB 
５．灰色シルト混じりB

ピット18・19 
１．10YR6/1褐灰色粘質シルト 
２．D混じりC 
３．C 
４．灰色シルト混じりC 
５．B混C　６．B　７．D

ピット22 
１．C混じりA 
２．A混じりC 
３．C 
４．D混じりC

ピット23 
１．B混じりC 
２．灰色粘質土混じりB 
３．砂礫混じりC 
４．C 
５．灰色粗砂混じりC

ピット26 
１．B 
２．灰色シルト混じりC

ピット34 
１．C混じりA 
２．C

ピット33 
１．B

ピット35 
１．B 
２．C

ピット36 
１．A 
２．Aに灰色シルト 
　　混じり 
３．C

ピット39 
１．B 
２．CにBブロック 

ピット44 
１．B混じりC 
２．B

ピット46 
１．BにDブロック 
２．BにDブロック 
　　灰色粘土ブロック 
３．C 
４．10YR4/1褐灰色粘質土 

ピット56 
１．C 
２．CにBブロック 

ピット60 
１．A 
２．C

ピット62 
１．B若干炭化物含む 
　　Dブロック径約5mm 
２．B

ピット63 
１．Cに若干炭化物 
２．5Y6/3オリーブ黄色砂、 
シルト混じり 
３．C

ピット66 
１．D 
２．BにDブロック 

ピット67・68 
１．B 
２．BにDブロック 
３．CにBブロック 

ピット69 
１．C 
２．BにCブロック 

ピット77 
１．B 
２．CにBブロック 
３．Cブロック混じりのB 
４．C 
５．CにDブロック 
６．B混じりC

ピット78 
１．Cブロック、砂礫混じりB 
２．C混じりB 
３．灰色シルト混じりB 
４．B混じりC 
５．C 
６．Bブロック 

ピット79 
１．A 
２．CにA、 
　　灰色シルト混じり 
３．C

ピット80 
１．CにB混じり、 
　　灰色シルト混じり 
２．Cに灰色シルト混じり 
３．CにB 
４．C 
５．CにB、灰色シルト 

ピット81 
１．CにAブロック（土師器含） 
２．C 
３．Cに灰色シルト、Aブロック 

ピット83 
１．CにBブロック 
２．C

ピット82 
１．B（下半にDブロック） 
２．DにCブロック 
　　灰色シルトブロック 
３．CにBブロック 
４．C

ピット84 
１．B 
２．BにCブロック 
３．C 
４．Bにやや粘質（根の痕跡？） 

ピット85 
１．B

T.P.＋12.0m

T.P.＋12.0m

T.P.＋12.0m

T.P.＋12.0m
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第８２図　Ａ３区中世ピット断面図（1/40）



（２）Ｂ地区

東半部はT.P.+11.7～11.8m、西半部はY=－43,150より地盤高が下がり、Y=－43.170～43.180付

近ではT.P.11.5m前後を測り、それより西は第１面と同一で、T.P.12.1mの地山礫層上面に続く。
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第８３図　Ｂ地区第１面・第２面全体図（1/400）



しかし検出面としては、８世紀後半～９世紀を主とする下層の遺構面上に堆積する古代の包含層

上面であるので、その堆積がみられない概ねY=－43,180以西は対象外とした。

井戸Ｂ７２３（現地説明会資料　井戸５）（第84図）

調査区西半部で検出された長径1.21m、短径1.13m、深さ1.5mの井戸である。埋土は5層に分層

される。最下層の粘土上には検出面に至るまで砂礫混じりの粘質土や粘土が被る。そのうち厚さ

0.6mの３層堆積後に瓦器椀が２個体、井戸の東肩から投入されている。

出土遺物（第84図）瓦器椀は和泉型で、２個体のうちひとつは完形品（405）である。いずれ

も内外面を密にヘラミガキし、断面三角形のやや細い高台を付す。ただ内底面の磨きは、斜放射

状のものと斜放射状の上に平行ミガキを重ねるものがある。外面のヘラミガキの分割はやや不明

瞭である。尾上編年Ⅰ‐３に該当し、12世紀初と考えられる。

鋤溝 ここでは耕地区画が少なくとも４区画認められ、それぞれの区画に東西あるいは南北方向

の鋤溝が断続的にではあるが認められた。すなわち、Y=43,155付近を堺として、N-5°-Eの振れが

ある東の南北溝群の区画と西の東西溝群の区画がある。さらに東ではこの境の南北溝に直角をな

す東西溝群の区画が始まり、それがY=－43,100付近に及んでいる。第１面から残る井戸B206・

209があるあたりである。そしてこの位置から東西溝群の別の区画が東へと広がる。

井戸　井戸は上記の耕地区画の境付近に位置する傾向がある。
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405 406

１．黒褐（10YR3/2）粘性砂質土（礫含む、マンガン沈着） 

２．灰黄褐（10YR4/2）砂礫混じり粘質土 

３．灰黄褐（2.5Y4/2）砂礫混じり粘土 

４．暗灰黄（2.5Y5/2）砂混じり粘土 

５．灰黄褐（10YR5/2）砂礫 

5 5

第８４図　井戸Ｂ７２３平面図・断面図（1/40）・出土遺物



井戸Ｂ２０１（第86図）

調査区東端で検出した長径2.88m、短径0.85～1.75m、深さ1.84mの楕円形に掘り込まれた井戸

である。地山ブロックを混入する粘土や砂が埋土で、埋め戻し土と思われる。掘削途中に崩落し

完掘はできなかった。土師器が出土している

井戸Ｂ２０２（現地説明会資料　井戸１１）（第85図）

井戸B201の西側で検出した。長径2.35m、短径2.14mを測る。深さは0.8mまで掘り下げたが、

崩落のため完掘はできなかった。埋土は粘土に加えて地山ブロックや砂が混じる埋め戻し土であ

る。底面に向かって斜めに掘り込んでいるが、西側側壁では検出下0.35mで、西からの土圧によ

る腹膨れが生じている。土師器、瓦器などの小片が出土している。

井戸Ｂ２０４

井戸B202の西側で検出された。長径0.7m、短径0.5mの井戸である。試掘調査のトレンチによ

り断ち切られている。深さは1.0ｍ以上である。

井戸Ｂ２０５（第85図）

調査区東半部で検出された径0.94～0.98m、深さ1.40m以上の井戸である。検出面より0.45～

0.50mまでは直掘りであるが、以下は底面に向かって窄まる。掘削途中で崩落があり、底面まで

調査できなかった。断面図中、A、Bと表した土層は崩れが生じた際に急遽記録したもので、４

層とA層との明確な境は捉えられなかった。しかし土層は全体に細砂～粗砂が主体である。１～

４層にかけて羽釜片が出土した。

井戸Ｂ２３９（第86図）

ほぼX=－157,045の通るラインを境に南北の耕地区画2枚があり、それに接して掘り込まれてい

る。長径1.74m、短径1.66m、掘削途中出水と崩落により完掘できず、深さは0.70m以上である。

埋土は粘土で、埋め戻し土と思われる。土師器片が出土している。

井戸Ｂ２４０（第85図）

Y=－43,155付近の耕地区画の南北の境に掘り込まれている。長径1.33m、短径1.26m、深さ

0.85mである。羽釜片が出土している。

その他の井戸（205・206・209・204・202・201）は東西方向の溝群が残る調査区東半部を占め

る区画にあり、概ねX=－157,045のラインの南北両側沿っているように思われる。
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１．明黄褐（10YR7/8）粘質土 
２．灰白（5Y9/1）粘土 
３．淡黄（5Y8/3）粘土 
４．灰白（10Y7/1）粗砂 
５．青灰（５B6/1）細砂 
６．淡黄（2.5Y8/3）粘質土 
７．灰白（7.5Y7/1）粗砂 

１．灰白（N6/）粗砂に浅黄橙（10YR8/4）粘土ブロック混じる 
２．灰白（N6/）粗砂 
３．明オリーブ灰（2.5GY7/1）砂混じり粘土 
４．灰オリーブ（7.5Y7/1）粗砂混じり粘土 
５．灰白（N6/）粗砂 
６．灰オリーブ（7.5Y7/1）粘土 
７．黄橙（10YR7/6）細砂 
８．黄橙（10YR7/6）細砂 
９．灰白（N7/）粘土 
10．浅黄橙（10YR8/4）粘土（地山ブロック） 
11．灰（N5/）粘土 
12．灰黄褐（10YR5/2）粘質土 
13．緑灰（7.5GY5/1）粘土 
14．オリーブ黒（5Y3/2）粘土 
15．明オリーブ灰（5G7/1）粘土 

１．にぶい黄（2.5Y6/3）細砂（鉄分沈着） 
２．灰オリーブ（5Y5/2）粗砂（礫含む、鉄分沈着） 
３．褐（10YR5/1）砂礫混じり粘土 
４．にぶい黄（2.5Y6/3）粘性細砂～シルト 
Ａ．灰（7.5Y6/1）粘土 
Ｂ．青灰（5BG6/1）粗砂（礫含む） 

１．明黄褐（10YR6/8）粘質土（地山）、灰黄（2.5Y7/2）微砂、暗灰黄（2.5Y5/2）中砂の混在層 
２．灰黄（2.5Y6/2）砂礫 
３．暗灰黄（2.5Y5/2）砂質土（鉄分沈着） 
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第８５図　井戸Ｂ２０２・２０５・２０９・２４０平面図・断面図（1/40）
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0 2ｍ 

１．浅黄橙（10YR8/4）粘土（地山ブロック） 

２．浅黄橙（10YR8/4）粘土（地山ブロック） 

３．明オリーブ灰（2.5GY7/1）細砂 

４．灰白（N7/）粘土 

５．灰（N5/）粘土 

６．浅黄橙（10YR8/4）粘土（地山ブロック） 

７．灰（N6/）粘土 

８．灰（10Y6/1）粘土 

９．灰（N6/）粘土（砂混じる） 

10．にぶい黄褐（10YR5/4）粘土 

11．灰（5Y6/1）粘土に浅黄橙（10YR8/4） 

　　粘土の地山ブロック混じる 

12．灰（N4/）砂混じり粘土 

13．緑灰（5G5/1）粘土 

14．灰（N4/）粘土 

15．黒（N2/）粘土 

16．明緑灰（10GY7/1）微砂 

17．浅黄（7.5Y7/3）粘土 

18．灰（7.5Y6/1）粘土 

19．緑灰（7.5GY6/1）微砂 

20．灰（N4/）粘土 

21．地山（地山） 

22．黄（2.5Y8/6）粘質土（地山） 

23．明緑灰（10GY7/1）粘土（地山） 

24．明青灰（10BG7/1）微砂（地山） 

25．青灰（5BG6/1）粗砂（地山） 

１．灰白（2.5Y7/1）砂質土 

２．黄（2.5Y8/6）粘質土 

３．浅黄（5Y7/3）砂質土 

４．にぶい黄橙（10YR7/3）粘質土 

５．浅黄（2.5Y7/4）粘質土 

６．明黄（10YR6/6）粘質土 

７．にぶい橙（7.5YR7/4）粘質土 

８．灰白（2.5Y7/1）粘質土 

９．灰白（5Y7/1）粘質土 

10．灰白（5Y7/1）粘質土に灰（5Y4/1）粘土ブロック混じる 

11．灰白（5Y8/2）粘土 

12．淡黄（2.5Y8/4）粘土 

13．明青灰（10BG7/1）粘土 

14．にぶい黄褐（10YR5/2） 

15．青灰（5BG6/1）粘土 

16．暗灰（N3/）粘土 
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第８６図　井戸Ｂ２０１・２３９平面図・断面図（1/40）



第１面　近世～近代

Y=－43,150とY=－43,190～－43,200付近でややレベルアップするものの、調査区全体では

T.P.11.90～12.00mでほぼ平坦な面として捉えられる耕作面である。宅地造成盛土とその下の耕土

を数枚取り除いて検出した面で、東端から西へY=－43,190まではその下に古代～中世の包含層が

ある。それより西は流川の自然堤防をなす砂礫層の地山が隆起している。この隆起した部分も耕

作面を得るのに削られて平坦になっている。検出された遺構は鋤溝、井戸である。

鋤溝 大きく分けて3種ある。

① N-15～20°-Wの振れがあり、幅0.25～0.45m、深さ0.10～0.25m、溝と溝の間隔1.0～1.5mの

南北溝である。Y=－43,150～－43,180に渡って、東西約17.0m間で検出した。しかしこの間

隔にも断続的に溝の形跡が認められる。

② N-2～3°-Wの振れがあり、幅0.1～0.4m、深さ数センチと浅い溝で、間隔は04～0.5mである

が、切り合う部分も多い。Y=－43,150～－43,110において検出した。

③ N-18°-Eの振れがあり、上記の溝と同様の規模の南北溝と、これに直角をなす東西溝が、

Y=－43.152にかかる南半部に認められる。一部は上記の溝と重複する。旧地形の等高線に沿

った耕地区画の溝であろう。

以上の溝群より土師器・須恵器・瓦器・陶磁器の小片が出土しているが、溝の時期を示す遺物

ではない。

①の溝はその他の鋤溝とは形状、規模が異なるので作物の違いによるものかと思われる。当地

では近世に綿栽培が盛んであったといわれている（『松原市史』第１巻、428頁～）。ただし、綿

ほど作物の中でつくりにくいものはないともいわれ、地域、土壌によりいろいろと作り方に特徴

があったようである。特に畝の幅に注目すると、湿気の強い土地であれば、幅６、７尺の畝をつ

くり、その間に排水溝を掘るという。一方では、排水が悪ければ、溝を掘っても畝幅は狭いほう

がよいとの意見もある。畿内五カ国では摂津国が上質の綿の産地であったが、その他の四カ国で

は品質がそれより劣っていた。それは摂津では砂地で栽培し、そのため排水がよく肥料分が土中

に残らないためであった（『日本農業全書40 地域農書５』（1999；51、127、183頁）。畝幅1.0～

1.5mを測るこの遺構の場合、一般的に畝幅を広く取るという綿花栽培を考慮してよいかもしれな

い。

井戸Ｂ２０６

長径1.28m、短径1.12m。209井戸に切られている。崩落と出水によって完掘できなかった。ボ

ーリング棒で探ると、3.0m下の礫層まで掘り込まれていることが分かった。出土遺物は瓦器、陶

磁器片があるが、小片で図化に耐えない。

井戸Ｂ２０９

径0.46m、深さ1.1m。埋土は粗砂で、出水が激しく、掘削途中で崩落した。ボーリング棒で探

ったところ、3.0m下の礫層に達していることが分かった。出土遺物はみられなかった。
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（３）Ｃ地区（第66図）

Ｃ地区では中世包含層を除去した段階で、Ｃ２区中央部以西では地山層である明黄褐色粘土層

上面となり古代から中世に至る全ての遺構が検出される。Ｃ２区中央部以東では平安時代以降の

耕作土が部分的に薄く遺存し、古代の水田C110の上層を覆うが、その上面では中世の遺構は全く

検出されない。中世以降に関してはその包含層自体が水田跡を成すが、上部が削平を繰返し受け

ているとみられ、畦畔などの遺構を平面的に検出するには至らなかった。

Ｃ２区西半以西の区域では明確に古代の遺構を切って、後出の時期の遺構が検出される。それ

らの遺構の大半は耕作に伴う溝で、南北方向の溝群と、それを切る形で東西方向の溝群が開削さ

れる状況が断片的に検出された。これらの溝の埋土は、上位の中世包含層である暗灰色系の粘土

であり、古代の遺構の埋土とは全く異質な状況を示し、明確に分離されるものである。

耕作溝Ｃ６～９・Ｃ５４・Ｃ５５

Ｃ２区北西部で検出された南北方向の溝群である。いずれも調査区北壁から約3ｍ程度の検出

長で検出され、調査区外北側へはさらに延びるが調査区南半へは延びない。溝の間隔も一様では

なく1～2.5ｍを測る。恐らく何時期かに分かれて形成された耕作溝が断片的に遺存したものと思

われる。

耕作溝Ｃ１～３・Ｃ１１・Ｃ５３

Ｃ２区北西部を中心に、南北方向の溝群に後出して掘られた東西方向の溝群である。溝C1が最

も検出長が長く約8.5ｍを測る。他の溝は検出長は短く、溝C2が4ｍ、溝C3は撹乱により西端を欠

き2ｍ、溝C11は撹乱肩部に一部検出したのみで検出長も約1ｍである。溝C11の西延長線上のＣ

１区では、溝C53が約4ｍで検出された。上部の削平により極めて断片的に遺存した耕作溝群であ

る。

水田Ｃ１４０

Ｃ２区の中央付近、Y=－43,020ライン付近から東にかけての約10ｍの間では、東半の水田

C110の耕土に至るまでの間にややオリーブ灰色を帯び攪拌された状況を示す薄い耕土層が遺存す

る状況が認められた。水田C110の耕土の上位に堆積し中世包含層下位に当たることから、奈良時

代の水田区画及びそれに後続する建物区画からは後出することは明確で、平安時代後半以降に形

成された水田遺構の耕土である可能性が高いものと判断された。西端部では小溝C12を伴う畦畔

C13や畦畔痕跡C10が本水田C140に伴う遺構として検出された。

小溝Ｃ１２

畦畔C12の東側に沿って検出された幅約0.2ｍの細い溝で、北端部は東にほぼ直角に屈曲して約

1ｍ延びた所で丸く終わり途絶する。畦畔C12に付随する溝で水田区画C140の縁辺を示すものと

みられる。

畦畔Ｃ１３

水田C140の耕土層の西縁に沿って、幅0.3ｍで高さ約0.1ｍほどで南北の帯状の地山の高まりが
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確認され、地山の削出しによる小畦畔と判断された。出土遺物に乏しく時期を確定することは困

難であるが、奈良時代後半から平安時代前半と判断された建物群などの古代の遺構群からは明確

に後出するものと判断され、平安時代後半以降、中世前半以前に形成され、断片的に遺存した水

田C140に伴う遺構と考えられる。

畦畔痕跡Ｃ１０

畦畔C13の東約6ｍの位置で検出された暗青灰色粘土による帯状の粘土ブロックの筋で畦畔の痕

跡と考えられる遺構である。耕土層を断割り断面観察を行った結果、耕土下より立ち上がる状況

は認められず、粘土ブロックが耕土層にやや落込むように堆積する状況が確認された。溝のよう

に明確な肩がなく粘土ブロックが連続する状況が観察され、耕土層上に帯状に積まれて形成され

た畦畔状の盛土が耕土に沈み込んで遺存した痕跡である可能性が高いものと判断された。

溝Ｃ５

Ｃ２区西半のX=－157,020ラインに沿って東西方向に走行する溝である。西端はY=－43,024付

近で北へほぼ直角に屈曲し、調査区外の北側にさらに延びる。東端はほぼ埋没した状態の古代の

溝C41の上部埋土に至り終焉する。古代の畦畔C109による区画ライン南側に沿うように本溝の東

西部分が合致することから、古代の水田区画を踏襲して開削された溝と考えられる。東西部分の

検出長約8ｍ、幅0.5～0.7ｍを測る。

溝Ｃ５２

東西方向の坪境である大畦畔C90の北半部分に沿って開削される溝である。中世段階に至って

坪境の畦畔C90はその南側の水田区画に侵食されるように狭められたことが窺われるが、それに

合わせて北側についても幅が狭められ、基本的な条里に基づく土地区画を踏襲しつつ、坪内部の

地割が変更されたことが窺われ、本溝はこれに伴って開削し直した坪境の側溝と位置づけられる

溝である。検出長約18ｍを測る。幅0.8～1ｍを測るが、西端部の約3ｍは意図的に幅約0.5ｍに狭

められている。埋土は灰色系の粘質土及びシルトで、上位の中世包含層に類似するものである。

溝Ｃ８８

Ｃ１区南壁下より大畦畔C90を切り込んで南東から北西方向に開削される溝である。方位を基

準とせず斜行するなど他の遺構群とは異なった様相を示すが、開削時期や機能等については不明

である。

溝Ｃ１３４～１３９

Ｃ３区・Ｃ４区の中央部で検出された南北方向の耕作溝群である。溝C134、C135、C137、

C139はやや幅が広く幅0.8～1ｍを測り、約5ｍの間隔で開削され、その間にやや幅の狭い溝C136、

C138が断片的に遺存する状況を示す。古代の水田面を覆う洪水砂層のさらに上位の中世包含層よ

り切込まれており、中世段階における耕作溝群である。

包含層出土遺物（第88図・第89図）

中世の段階では基本的にほぼ全面にわたって耕作地となっていたものとみられ、遺物の出土量
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は比較的少ないと言える。部分的に生活域となっていた可能性も否定できないが、積極的に集落

域や集落に近接した状況とは考えられない。しかしながら条里地割に基づいた区画が連綿と踏襲

される状況にあり、そうした各段階を示す遺物が出土している。耕作に伴う攪拌が繰返されたこ

とが窺われ、僅かに出土する遺物も大半が小片や細片となっているが、可能な限り図化に努めた。

各時代のものが含まれるが13～14世紀を通じ瓦器椀、皿の類や羽釜片が多く認められる。特筆

すべき遺物としては須恵器の四耳壺片（416）が挙げられる。

石器類・金属器類（第87図・第90図）

481はサヌカイト石核である。482はサヌカイト製の有舌尖頭器である。長さ約5㎝、厚さ約0.5

㎝を測る。483、484はサヌカイト製の石鏃である。485流紋岩製の砥石、488は鉄釘である。486

は砂岩製の砥石、487は熱を受けた凝灰岩製の砥石である。

他に銭貨二種が出土した。489は北宋の976年（太平興国元年）初鋳の「太平通寶」、490はＣ４

区包含層出土の北宋の神宋 寧年間1068年初鋳とされる「 寧元寶」である。
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（４）小結

Ａ地区では、平安時代後半に一旦段丘崖下に位置を移した自然流路が、微高地の裾で弧を描く

外側付近を突き破って、直線的にＡ地区の南東方向から北西方向へ向けて貫通し、自然流路

A107として検出された。この自然流路A107は一定期間、安定して流れたことが窺われ、自然流

路A107が流れた間にはその南側の区域では、自然流路の肩部のラインに規制される形で開墾さ

れ畑地も検出された。中世後半には自然流路A107がほぼ埋まり、再び流れの方向を変え崖下を

北流した自然流路A92が確認された。

Ｂ地区では、ほぼ全面にわたって少なくとも４区画の耕作区画が形成され、南北方向を基本と

する鋤溝群が検出された。また井戸も６基検出された。

Ｃ地区ではほぼ全面にわたって耕作土が中世包含層を成して広がる状況が確認され、耕土層下

では南北方向→東西方向の順で小溝が検出されるが、断片的な状況が確認されるに留まった。ま

た東西方向の坪境である古代の大畦畔C90は、基本的な地割は踏襲されるものの中世の段階に到

ると大畦畔の幅は半分程度に狭められ、坪内における地割が修正されたことが窺われる。これに

伴い大畦畔に沿ってその側溝として溝C52が開削されている。

Ｃ３区・Ｃ４区では南北方向の鋤溝がＢ地区に類似した状況で検出されるが、断片的に遺存す

るのみである。
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第４章　科学的分析の成果

本調査においては、下記報告のとおり微化石分析を委託実施した。報告内容は受託者からの報

告をそのまま掲載したものである。報告中の表・図番号は１～３章とは別に同分析報告について

の番号を付したものをそのまま掲載している。

資料採取地点は１地点がＣ２区東端、２区はＣ４区東端から東に15ｍの地点である。

高木遺跡出土微化石分析委託　報告
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高木遺跡出土微化石分析報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

今回の高木遺跡の発掘調査では、弥生時代中期～後期の竪穴住居跡や井戸跡のほか、奈良時代

から平安時代後期の掘立柱建物群跡や井戸跡、中世の掘立柱建物群跡や井戸跡などが検出されて

いる。今回の調査では、調査Ｃ２区およびその東側に位置するＤ２区における古環境および土地

利用状況に関する情報を得ることを目的として、微化石分析を実施する。微化石分析の調査内容

は、当初、当該期の植生や堆積環境に関する情報を得ることを目的として花粉分析・珪藻分析が

検討されていた。しかし、発掘調査の進行に伴い、平安時代の建物跡、古代の層準において畦畔

状の遺構が確認されるなど、調査区内の局地的な植生を把握する必要が生じてきた。そこで、調

査内容を再検討し、局地的な植生を反映する植物珪酸体の産状もあわせて分析することとした。

以下に調査結果について報告する。

１　調査地点

分析調査は、Ｃ２区１地点とＤ４区２地点について実施する。Ｃ２区では、古代以前の畦畔状

の遺構、中世の建物跡などが確認されているが、Ｄ２区では遺構は確認されていない。各調査地

点の堆積層の累重状況を模式柱状図と

して図１に示す。

Ｃ２区１地点の堆積層は、１層～13

層に区分されている。１層は現代の盛

土からなる。２層は上方粗粒化する、

葉理構造が確認される泥質砂～中粒砂

からなる。氾濫堆積物の示相構造であ

る逆級化成層をなすことから、氾濫堆

積物と判断される。

３層～９層は見かけ上塊状をなす砂

質泥ないし泥質砂からなる。いずれの

層準も著しく擾乱されており、初生の

堆積構造は不明瞭となっている。垂直

方向に発達する数mm以下の植物根痕

が密度高く分布する。これらの堆積物

は２地点側から１地点側にかけて粒径

が小さくなることなどから、人為的擾
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乱が及んだ氾濫堆積物と推定される。

８層・９層は暗灰色を呈する腐植の集積が確認される泥からなる。下位層とは比較的明瞭な層

界をなす。これら８・９層中にも垂直方向にのびる径1mm以下の微細な植物根痕が確認される。

10層は黒色を呈する腐植質泥からなる。著しく擾乱されており、亜角のブロック状の構造が確

認される。土壌生成が進行している堆積物からなり、人為的擾乱されている。

11層・12層は砂質泥からなり、13層は細礫混じり砂質泥からなり、亜角のブロック状の構造が

確認されるなど、人為的に著しく擾乱されている状況がうかがえる。

各層の年代は、出土遺物から、２層～６層が近世、８・７層が中世、９層が古代に比定される。

Ｄ１区２地点は、１地点の東側に位置する。Ｄ１区の堆積層はＣ２区とは大きく異なり、初生

の堆積構造が確認される砂礫から砂質泥などの氾濫堆積物が累重している。調査地点である２地

点では、氾濫堆積物のうち、14層は砂質泥マトリクスをともなう、亜角でブロック状の数cm以

下の砂質泥からなるブロック土からなる。人為的に撹拌された堆積物みられる。この氾濫堆積物

の下位には、暗灰～黒色を呈する腐植質泥が確認される。植物遺体などはほとんど認められない

ことなどから、しばしば土壌生成が進行する時期を挟在する後背湿地のような堆積環境で形成さ

れた堆積物と判断される。析層準を図１に示す。

２　試料

分析層準は、調査区目的を考慮して、図１に示す層準について実施する。

３　分析方法

（１）珪藻分析

珪藻分析の概査は、堆積物試料を過酸化水素水により加熱処理し泥化した後、検鏡し易い濃度

に希釈して、プリュウラックスで封入して、スメアスライドを作成した。検鏡は、光学顕微鏡で

油浸600倍あるいは1000倍で行い、産出種群の傾向を把握する。この際、種の同定は、原口ほか

（1998）、Krammer（1992）、Krammer & Lange-Bertalot（1986,1988,1991a,1991b）、小林ほか

（2006）、Witkowski et al.（2000）などを参照し、分類基準は、Round, Crawford & Mann（1990）

に従う。なお、壊れた珪藻殻の計数基準は、柳沢（2000）に従う。また、珪藻の生態性について

は、海水生種（真塩性種）～汽水生種（中塩性種）は小杉（1988）、淡水生種（貧塩性種）は安

藤（1990）、陸生珪藻は伊藤・堀内（1991）、汚濁耐性は渡辺ほか（2005）の環境指標種などを参

考とする（表１）。

（２）花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛：比重2.3）よる有機

物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸９，濃硫酸１の混合液）

処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。
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表１　珪藻化石の生態区分と環境指標種群



残渣をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面

を走査し、出現する全ての種類について同定・計数する。結果は同定・計数結果の一覧表、およ

び主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花粉は木本花粉総数を、草本花

粉・シダ類胞子は不明花粉を除く総数をそれぞれ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。

（３）植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウ

ム，比重2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス

上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400倍

の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由

来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以

下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤（2004）の分類に基づいて同定・計数する。分析の際には、

分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残渣量、検鏡に用いたプレパラートの数や

検鏡した面積を正確に計量し、堆積物１gあたりの植物珪酸体含量（同定した数を堆積物１gあた

りの個数に換算）を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、100個/g以下は「<100」で表示する。各分

類群の含量は10の位で丸め（100単位にする）る。また、各分類群の植物珪酸体含量とその層位

的変化から稲作や古植生について検討するために、植物珪酸体含量の層位的変化を図示する。

４　結果

（１）珪藻分析

・Ｃ２区１地点

分析層準では全般的に化石の含有量が少ない。特に、10層・12層（試料６・８）は化石の破片

すら認められない無化石である。11層（試料７）は大阪層群から再堆積したと思われる

Cyclotella striata, C. stylorumの破片が数個認められた程度である。

７～９層（試料３・４・５）は、少ないながらも産状が似ており、内湾指標種（環境指標種の

Ｂ群）とされるCyclotella striata, Cyclotella stylorum, Paralia sulcata,が比較的多く認められた。

このほか海水浮遊性のActinocyclus spp.といった海水浮遊性種も認められた。さらに、海水泥質

干潟指標種（環境指標種のE1群）のGiffenia cocconeiformis, Nitzschia compressa var. elongataな

どの海水～汽水付着性種も散見された。淡水生種では、湖沼沼沢湿地指標種（環境指標種のN群）

のAulacoseira ambiguaのほか、Aulacoseira italica, Stephanodiscus spp.などの淡水浮遊性種も

比較的多く認められた。よって、No.3, No.4, No.5は、このような生息環境を異にする種群が混在

していることが特徴で、混合群種的な組成を示している。海水生種や汽水生種は大阪層群から産

出する化石であり、再堆積した化石の可能性が高い。なお、これらの３試料が水田層の可能性が

あるとされているが、Aulacoseira ambigua以外、水田から産出するものはほとんど見られない。
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・Ｄ１区２地点

試料１では少ないながらも産出するが、試料２では数個体と非常に少ない。試料２から産出す

る種群は、淡水付着性種が大部分で、Pinnularia spp.、Pinnularia rupestris、,Eunotia spp.、

Eunotia praerupta var. bidensといった湿地などに一般的に生息するものが産出する。これらの

うち、Eunotia praerupta var. bidens、Pinnularia rupestrisは、沼沢湿地付着生種群とされるも

のである。

試料１は、淡水付着性種が大部分を占める。中でも沼沢や湿地に生息するPinnularia spp.、

Eunotia minor、Eunotia pectinalis var. undulata、Stauroneis phoenicenteron、塩類の豊富な富

栄養な環境に生息するRhopalodia gibberula、Diadesmis confervacea、それに流水域に生息する

Reimeria sinuataなどが検出された。これらの種のうち、Eunotia minor、Eunotia pectinalis var.

undulata, Stauroneis phoenicenteronは、沼沢湿地付着生種群（環境指標種のO群）、Reimeria

sinuataは、中～下流性河川指標種（環境指標種のK群）でもある。

（２）花粉分析

分析結果を表２、図２に示す。以下に各地点の産状について述べる。

・Ｃ２区１地点

花粉化石の保存状態は全体的に悪いが、下位層準ほど悪い傾向にあり、10層～12層（試料６～

８）では、花粉化石の産出数が極端に少ない。

７層～９層（試料３～５）は、木本花粉と草本花粉の比率はほぼ同じであり、同様な組成を示

す。木本花粉では、マツ属の割合がやや高く、ツガ属、スギ属、コナラ亜属、アカガシ亜属が産

出する。草本花粉はイネ科の割合が高く、その中にはイネ属も含まれる。今回はイネ科花粉の保

存状態が悪く、イネ属か否かを判別不能な個体が多いため、量比を正確に求めることは難しいが、

20～30%程度は含まれていると思われる。その他の栽培種は、７層（試料３）からソバ属が産出

する。また、８層・７層（試料４・３）からはオモダカ属、イボクサ属、ミズアオイ属等の水生

植物も若干産出する。

・Ｄ１区２地点

花粉化石の保存状態は全体的に悪く、試料２では産出数も少ない。比較的多くの花粉化石が産

出した試料１の花粉組成は、木本花粉ではマツ属（複維管束亜属を含む）、モミ属、ツガ属、ス

ギ属といった針葉樹が多産し、コナラ亜属、アカガシ亜属などの広葉樹花粉を伴う。草本花粉で

はイネ科が比較的多産する。

（３）植物珪酸体分析

結果を表３、図３に示す。各試料からは植物珪酸体が産出するものの、保存状態が悪く、表面

に多数の小孔（溶食痕）が認められる。以下に、各地点での産状を述べる。

・Ｃ２区１地点

植物珪酸体量密度は、12層（試料８）が分析試料中最も少なく４万個/g程度であるが、他の層
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表２　花粉分析結果
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準の試料では10万個/gを越える試料も多い。産出する分類群の構成は類似し、ネザサ節を含むタ

ケ亜科、ヨシ属、コブナグサ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科などからなる。この中では、ネザ

サ節を含むタケ亜科の産出数が多く、ネザサ節とタケ亜科を合わせた数値をみると、短細胞珪酸

体で約９万個/g、機動細胞珪酸体で約7万個検出される試料も存在する。なお、試料番号３～５

では栽培植物のイネ属が検出され、葉部に形成される短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体、籾殻に形

成される穎珪酸体が見られる。その含量は機動細胞珪酸体でみると、最も多い試料番号１で約２

千個/g、他は数百個程度である。

・Ｄ１区２地点

植物珪酸体含量は、１地点に比べていずれも多く、植物珪酸体含量密度は30～40万個/gである。

植物珪酸体組成は１地点と類似する。ネザサ節を含むタケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属、ススキ

属、イチゴツナギ亜科などが産出する。栽培植物のイネ属は、全く産出しない。

５　考察

５－１　層相および微化石の産状からみた調査区の環境変遷
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表３　植物珪酸体分析結果



（１）古代以前

古代以前に形成されたＣ１区の10層以下の堆積層からは珪藻・花粉化石がほとんど産出しなか

った。わずかに産出した花粉化石は保存状態が著しく悪かった。また珪藻化石は大阪層群から再

堆積した海生種がわずかに産出しただけである。花粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、

元々取り込まれる花粉量が少なかった、あるいは、取り込まれた花粉が消失した、という２つの

可能性があげられる。今回の調査対象とした堆積物は土壌生成が進行した土壌からなることから、

後者の可能性が高い。土壌生成が進行する酸化状態に置かれている場所では、花粉は酸化や土壌

微生物によって分解・消失するとされている（中村，1967；徳永・山内，1971；三宅・中越，1998

など）。花粉・胞子の分解の要因としては、化学的・生物的・物理的な作用が考えられる。また、

花粉・胞子の風化作用に対する抵抗力は、花粉・胞子中の外壁中に含まれているスポロポレニン

の量にほぼ一致し（Havinga，1964）、花粉に比較してスポロポレニンの量が多いとされるシダ

類胞子は風化作用の影響を受けても化石として残りやすく（Brooks ＆　Shaw，1971）、花粉化

石でも外膜が厚いものなどは残りやすいとされる（徳永・山内，1971など）。10層以下の層準か

ら検出されている花粉化石の種類は、比較的分解に強い花粉や、分解が進んでも同定可能な花粉

である。したがって、10層以下の堆積層では花粉化石は風化作用により分解消失していることが

推定される。また、珪藻化石は乾湿を繰り返す場所では消失するとされている。これらのことか

ら、10層以下の堆積層では、堆積物中に取り込まれた化石が堆積時・後に分解消失しているもの

と考えられる。なお、土壌の花粉分析結果は、湖・池沼・湿地の堆積物に比較して、花粉の供給

原から堆積物に取り込まれるまでの過程が単純で距離が短い場合が多く、調査地点近辺に生育し

ている植生の影響を強く受けやすい。実際の森林土壌の花粉分析でも、このことが確認されてお

り、空間的に複数地点の分析結果のバラツキなどから、調査地域の森林群落の動態を把握する上

で有効な情報となることが確認されている（三浦，1990、三宅・中越，1998など）。この点を踏

まえると、産出した種類は各層形成期の調査地点近辺の植生構成要素であったことが推定される。

一方、10層以下の堆積層における植物珪酸体組成をみると、ネザサ節を含むタケ亜科が多産し

ている。特に10層では高密度に産出する。これらネザサ節を含むタケ亜科は、開けた高燥な場所

に生育する種類であることから、10層以下の堆積層形成期にはササ類などが生育する開けた場所

が周辺に存在したことが推定される。特に腐植質土壌からなる10層形成期には、土壌生成が進行

する期間に、調査地点においてササ類が生育する時期を挟在していたことが推定される。ただし、

タケ亜科の植物珪酸体は他のイネ科と比較して風化に強く、また生産量の多い点がこれまでの研

究から指摘されており（近藤，1982：杉山・藤原，1986）、他の種類よりも残留しやすいとされ

ている。これらのことから、分析結果から連想されるほど、周辺植生に占めるタケ亜科(ネザサ

節を含む)の割合は多くなかったと思われる。

ところで、10層～12層は、発掘調査時には層相などから、耕作土の可能性が推定されている。

上記したように植物珪酸体分析の結果、栽培種のイネ属が全く産出しなかったことから、栽培が
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行われていたかは不明である。今回のように水田が形成されていたと判断される層準においてイ

ネ属機動細胞珪酸体の含量密度が少ない場合には、堆積速度が早いことや、耕作期間が短かった

ことなどが理由としてあげられ場合がある。しかしながら、これまでに考古遺跡で実施された分

析事例からは、畦畔などが検出されている遺構検出面からほとんどイネ属珪酸体が検出されなか

った事例が各地で報告されている（古環境研究所，1992；パリノ・サーヴェイ，2001・2002など）。

さらに、植物珪酸体の含量については、耕作地の微地形およびそれを構成する堆積物の粒度組成

や一筆単位の水田面積の違いに関連があることも確かめられている（外山，2002）。さらに、イ

ネ属珪酸体については、水田面だけでなく明らかな畠跡遺構やそれらが存在する層準でも、イネ

属珪酸体が高率に検出される場合がある（パリノ・サーヴェイ，1996，辻ほか，2003）。これら

の遺構でのイネ属珪酸体は、畠耕作土の母材として下位の水田耕作土や付近の水田から流れ込ん

だイネ属珪酸体を多量に含む泥層の使用、もしくは農業資材として敷き藁やすき込みのために圃

場に持ち込まれた稲藁に由来するものと解釈される。このように耕作地跡では、水田跡以外でも、

イネ属珪酸体が多産することもあり、また、先に述べたように、堆積物中の含量を決定する要因

は様々である。さらに、植物珪酸体は、pH値の高い場所や、乾湿を繰り返す場所で風化しやす

いことが指摘されている（江口，1994，1996）。近藤・佐瀬（1986）では、種類によって溶解性

に違いが認められることも確認されている。このように、植物珪酸体の風化についても考慮する

必要があり、遺跡においてその解釈を行う際には慎重な判断を要する。

今回のＣ２区の10層～12層は、ブロック状の構造が発達し、ブロックの形状が亜角で大きさも

不揃いであること、ブロックの大きさが上部ほど小さくなるなどの特徴を示している。また、こ

れらのブロック土の間は泥で充填されている。これらの層相から、10層以下の堆積物は人為的に

擾乱されている堆積物であり、耕作土の可能性が考えられる。河内台地に位置する長原遺跡では、

飛鳥時代の先行条里、およびそれ以降の条里の存在が確認されている（財団法人　大阪市文化財

協会，2009。そのうち、飛鳥時代の先行条理は、縄文時代中期頃に離水した扇状地堆積物上部の

土壌化層準において、導水した後に撹拌し、耕作地造成を行っている。その耕作土の層相は、今

回のＣ２区の10層以下の堆積層の層相と類似する。また、長原遺跡の先行条理の作土層と考えら

れる層準の栽培種イネ属の植物珪酸体の産状をみると、低密度に産出するか全く産出しない結果

となっている（辻本・斉藤，2009）。このような事例、および水田造成時には、田起こし、代掻

き、耕作の過程を経ること、発掘調査により畦畔状の高まりが確認されていることなどを複合的

に捉えると、今回の調査区で確認された10層以下の人為的に撹拌された堆積物も耕作地造成に伴

って形成された堆積物の可能性が考えられる。栽培植物のイネ属の植物珪酸体が全く産出しなか

ったことも、長原遺跡の事例と同様に空間的に地点数を増やすことで確認される可能性もある。

今後、調査区の地形発達過程を踏まえ、今回と同様な事例の蓄積をもって、本地域における古代

頃の土地利用状況に検討していきたい。

（２）中世以降の調査区の土地利用状況
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中世以降のＣ２区９・８・７層、２地点の14層（試料１）では、花粉化石・植物珪酸体が比較

的良好に産出している。これらの層準のうち、９層が中世の耕作土、８層が遺物包含層、７層が

近世の耕作土に相当することが発掘調査成果から推定されている。また、２地点の14層について

は遺物が出土していないが、後述する木本花粉の産状から、中世以降に形成された堆積物と判断

される。

植物珪酸体分析の結果、９～７層から栽培種のイネ属が低密度ながら産出するようになる。ま

た、局地的な植生を反映するとみられる草本花粉の産状をみると、いずれの層準もイネ科花粉が

多産している。１地点の９層～７層ではイネ科花粉の中には栽培植物のイネ属花粉も含まれてい

た。また随伴して産出したオモダカ属、ミズアオイ属、イボクサ属などの小型の水生植物は、水

田雑草の種類でもある。さらに珪藻分析の概査結果、これらの堆積物から産出する珪藻化石種群

は相反する環境を指標する群集からなる、混合群集であることが確認されている。混合群集は、

洪水時に氾濫原の様々な場所に生育していた珪藻が削剥され、洪水流で運搬され、二次的に堆積

した氾濫堆積物や、水田の耕作土のように形成期に環境が変化する場所において特徴的に認めら

れる群集である（堀内・高橋・橋本，1996）。これらの微化石分析結果、および堆積層の層相が

著しく擾乱されていたこと合わせ考えると、９層～７層形成期の調査区では稲作が行われていた

ことが推定される。

イネ以外の栽培種についてみると、７層からソバ属の花粉化石が微量産出する。ソバ属の花粉

は虫媒性であるため、耕作地より離れた場所では極端に産出率が低下することが知られている。

このことを踏まえると、調査地点ではソバ栽培が行われていた可能性は低いが、周辺でソバ栽培

が行われていた可能性も考えられる。河内平野および周辺台地・丘陵の遺跡の花粉分析では、中

世以降の層準でソバ属花粉が産出することが多く、近世以降の層準において商品作物に由来する

とみられるワタ属、ゴマ属、カボチャ類、菜種栽培に由来するとみられるアブラナ科の急増など

がみられる。今回の結果でもソバ属が産出しており、既存の成果を追従する結果となっている。

５－２　周辺森林植生

古代以降の木本花粉化石群集は、マツ属の多産と増加が特徴である。このほか、スギ属、モミ

属、ツガ属など針葉樹花粉の割合も比較的高く、コナラ亜属やアカガシ亜属などの広葉樹花粉も

伴っている。

大阪平野およびその周辺に位置する遺跡で実施された弥生時代以降の花粉分析結果をみると、

古墳時代以降に二次林の代表的な樹種であるマツ属花粉が増加傾向を示す遺跡が増加することが

確認される。このマツ属を主とする花粉化石群集の変遷パターンは、地点間で多少異なるものの、

大略的には、以下に示す３時期に区分が可能であることが指摘されている（辻本，2010）。

zoneⅠ：マツ属が増加傾向を示す時期。増加することが特徴である。産出する種類（分類群）

構成は、本時期以前と概ね類似するものの、産出率において多少の変化が確認される。
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zoneⅡ：マツ属が急増し、多産するようになる時期。木本花粉では、多産していた常緑広葉樹

のアカガシ亜属や温帯性針葉樹などが減少し、種類構成も多少減少する。一方、局地的な植生を

反映している可能性が高い、草本花粉では産出率・種類数ともに増加する。栽培植物の種類も多

く認められるようになる。また、変化後は、後述するⅢ期まで同様な組成が継続していることも

本時期の特徴といえる。

zoneⅢ：マツ属がさらに増加し、卓越するようになる時期。木本・草本の種類構成は、いずれ

も単調になり、草本花粉では栽培植物・栽培種を含む種類が特徴的に産出するようになる。

また、各時期の年代は、zoneⅠの始まりの時期は古墳時代に集中するが、弥生時代まで遡る遺

跡もある。zoneⅠからⅡへの変遷時期は12～13世紀頃に集中するが、時期的に遅れる遺跡も確認

される。zoneⅡ～Ⅲへの変遷時期は、地点間で多少異なっているが、中世末～近世初頭に変化す

る場合が多いとされる。

今回の結果も、このような地域的な変化と同調的である。本遺跡周辺の事例をみると、藤井寺

市の西大井遺跡では平安時代頃にマツ属が増加する（川崎地質株式会社，1995）。八尾市の田井

中遺跡や志紀遺跡、河内台地の長原遺跡でも古墳時代以降に段階的に増加し、平安時代頃に急増

する（辻本・田中，1995；鈴木・藤根，1995，パリノ・サーヴェイ株式会社，1998・2008）。こ

のように今回の結果は本地域における地域的な変化を反映していることが窺える。マツ属は、尾

根筋や崩壊地、伐採地など痩地に生育することが多く、二次林の代表的な樹種である。先述した

ように中世以降の耕作地が広がっていたことを踏まえると、周辺植生に対する人為的植生撹乱に

起因する可能性が高い。すなわち、調査地点背後の森林植生は、耕作地開発や燃料材獲得などの

人間活動により、カシ類などの常緑広葉樹林からマツ林へと衰退傾向にあり、その結果、山地斜

面などは不安定な土地条件になり、中世以降の土砂流出量の増加を招いたものと判断される。ま

た、モミ属、ツガ属、スギ属などの温帯針葉樹は、谷頭、谷斜面、河川沿いなど土壌流出が起き

やすい場所が生育適地であり、土地条件の悪化とも同調的な産状といえる。
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図版１　花粉化石
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図版２　植物珪酸体化石・珪藻化石



第５章　まとめ

これまで平成19年度、20年度の２ヶ年にわたって実施した都市計画道路堺港大堀線建設に伴う

高木遺跡の発掘調査成果について、詳細に報告してきた。ここではそれらの多大な調査成果につ

いて特筆すべき点を中心に抽出し、再度整理してまとめとしたい。

第１節　Ｂ地区第３面の古代の主要遺構の変遷

Ｂ地区第３面で検出された古代の遺構は第２表のようにひとまず整理される。出土遺物につい

て更に詳細に検討を加えれば、その変遷をより具体的に叙述することが可能となろう。ここでは、

現在の認識による遺構の変遷について示しておきたい。

建物、井戸という集住現象にもっとも顕著な遺構についてだけみれば、第２表に示した中では

３～４期、すなわち８世紀後半から９世紀前半に古代のこの地点での高木遺跡の内容が最も色濃

く現れる。このいわば画期を挟んで、前段の１・２期と後段の５期が区分される。

１・２期

溝群は調査区東端付近に特に不規則な向きを示すものが目につくが、それでも磁北との振れに

溝群間でおおきな違いは認められず、常に南北方向を意識していたようである。溝群B１の位置

はほぼ里境にあたり、出土遺物は７世紀後半～10世紀初までに及んでいる。溝群B4では８世紀代

と９世紀前半までの遺物がみられた。溝群B3では８世紀前半におさまる遺物が出土した。里境と

なる溝群B１は南北方向に地山が隆起するところに掘り込まれている。そして隆起していたがゆ

えに、後世の耕作で何度も平坦化されたが、里境として地割されて以降はおそらく大畦畔として

溝にも畦道にもなって、周辺の区画のベースでもあったにちがいない。出土遺物にかなりの時間

幅があるのもこの溝群の土地利用に果たす役割の重要性を反映しているように思える。要するに、

溝群によって代表される１・２期は西の難波大道を基準とする条里の地割に従って、土地の管理

が進められていた状況をうかがい知れる時期である。

３・４期

集落が営まれて当該里内の土地の管理と耕作が具体化した時期と考えられる。なかでも大型建

物B10はその規模や構造的な点も含め、役所的な性格が想定されるもので、それが３期に入って

出現するということは、まず官による管理があり、これは当地の開発がそれまでとは違う段階に

入ったことを意味する。井戸B441出土品にはこの頃の遺物も含まれている。井戸B683も同じよ

うな構造をもつ井戸であるから、大型建物B10の廃絶後も集落のありかたに大きい断絶はなかっ

た。土坑や落込みは何か主因となることがらに関連して付帯的に掘り込んだり埋めたりする性格

の遺構と捉えることも可能である。そのような遺構が２・３期に建物付近に多く見られるのも、
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耕地とは異なる土地の利用方法があった。特定の定められた空間を効率的に再利用しようとする

からであろう。無制限にところかまわず利用できるなら、旧来の土地はそのまま放棄して場所を

変えるほうが余計な負担は要らない。しかし実態はそうではなく、利用できる土地が定まってい

たのである。この頃、つまり８世紀後半以降は「正方位道路間を埋める条里地割の普及」（『松原

市史』第１巻、178頁）の時代ともいわれる。官によってつけられた道筋を踏襲する形の里坪毎

の積極的、効率的な土地利用の一端をこれらの遺構にみることができると思われる。

５期

４期との間に若干の時間を隔てている。この時間は集落の位置が調査区外にあったからなのか、

それとも９世紀前半とは異なる土地利用のそのものの変化があったのか、それは不明ながら、い

ずれにせよ数棟の建物の痕跡は確認されている。そのうち掘立柱建物B12はかつての役所風建物

のあった位置に、掘立柱建物B3は２期の耕作溝B5とこれに共存していたであろう掘立柱建物B2

の位置に、そして掘立柱建物B1は里境の溝群B1の上に建てられている。建物B2、B3の位置は前

代を踏襲するもので、集落がこの調査区にかかるところでは規模は縮小しても連綿と営まれてい

る、つまり、土地に定着しているわけである。また溝群B１の一部を切って掘り込まれた建物B

１は南が調査区外に及んで規模は不明ながら、地割にきちんと沿っているうえ、東西１間分であ

り、この個所での地山の隆起がどちらかといえば建物より東にくるから、里境としての大畦畔の

西側に建てられていたと考えられる。それは居住というより何らかの施設であって、里境の位置

を占めることとその施設の性格は無関係ではないと思われる。

こうして古くは飛鳥時代にまで遡りえる当地の土地利用は、奈良時代後半から平安時代前半に

かけて、条里地割の施工、とりわけ里内、坪内のスペースの細分利用と軌を一にし、一定の定住

を通して具体的な形をとって現れ、生産域の安定化を実現し、平安時代後期にはその景観を中世

に繋げるような形態が醸成されていくようである。

第２節　調査成果のまとめ

１）弥生時代に関しては、弥生時代後期の集落をＢ地区西端で検出したことである。径約7ｍ

の円形竪穴住居と長辺約3.5ｍを測る方形竪穴住居の２棟の竪穴住居の発見は、Ｂ地区を中心

とする微高地の西部一帯に弥生時代後期の集落がさらに展開すること示唆するものと言え

る。

２）古墳時代に関しては、直接、集落や生活の痕跡を検出するには至らなかったが、古墳時代

前期の布留式期の土器を土器溜りA94としてＡ地区の河川氾濫原域で検出した。人為的に設

置された水辺祭祀が想定される。

３）古代に関してはＢ地区において、難波大道から東へ１里に当たる里境を溝群B1による具体

的な遺構により特定したことがまず特筆される。このことを基に調査成果みると、検出され
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た古代の水田区画において、Ｃ地区の大畦畔C90が、長尾街道を東西方向の基軸として北へ

１里と１坪の位置に合致することが解る。こうした条里地割に基づく水田区画は、水田C110

出土遺物などから奈良時代前半に遡る可能性が指摘される。

４）Ｃ地区で検出された古代の水田区画は大畦畔C90から北へ7ｍの間隔で東西方向が３段の水

田列に区画され、それを南北方向の畦畔で区画することによって、北側から順に配水される

灌漑システムにより配置されたものと推定される。各水田には北東隅に給水、南西隅に排水

の機能を果たす水口を設け、連続して水田を配置することにより北東方向から南西方向にジ

クザグに配水する構造を示す。

５）Ｂ地区で検出された掘立柱建物B10は、一辺が約1ｍを測る大型の隅丸方形の柱穴で構成さ

れ、桁行東西15mを測り２間×６間の規模を有する長大で重厚な造りで造営されている。大

畦畔C90による坪境に南面するように配置され、他の建物と共に条里地割を意識した奈良時

代後半の建物群を構成したものと推定される。

６）Ｃ地区の掘立柱建物群は水田区画を整地し建物区画に土地利用を変更して造営されており、

Ｂ地区の掘立柱建物と同様に坪境に南面するよう配置され、全体として掘立柱建物群を拡張

して造営される。また建替えにより一定期間機能を存続させる必要にあったことも想定され

る。

７）出土遺物に海獣葡萄鏡、大型の須恵器蹄脚式円面硯、二面硯、異形硯、須恵器杯の転用硯

が認められ、本集落には官人等の特定の人物の存在が想定される。

８）Ｂ地区では平安時代まで集落が存続するが、当該期の建物は小円形の柱で小規模化し、方

位への意識もやや低下する。また条里地割への意識も低下し、坪境などの空間に建物や井戸

などの生活空間が侵食するように展開した傾向が認められる。

９）平安時代の井戸B683出土遺物には、「井」の墨書が残る土器や、軒平瓦など一括性が高い

遺物群が検出された。

10）調査区区域にある現在の街路は、古代に施行された条里制地割に基づく坪境が現代に至る

まで踏襲されていることが、具体的に検出された遺構から推定された。またＢ地区で検出さ

れた溝群B2は里境から東へ半坪に位置し、Ｃ２区とＣ３区の間の街路も二ノ坪の東西２分の

１に当り、半坪を画することが推定される。

11）Ｂ地区を中心とする微高地の西縁には段丘状の崖面が存在するものと想定され、それ以西

は現流川の旧河道域として自然流路が侵食と埋没を繰返し、西側一帯を含め広範囲の氾濫原

を形成したものと推定される。

12）Ａ地区で断片的に検出された古代の自然流路では、蛇行する流路による侵食を防ぐための

護岸施設である木組み遺構A109が検出された。流路内の屈曲部に構築され、小規模ながら

河川による土地の侵食を食い止めようとする往時の人々の河川管理に係る土木技術の一端を

示す貴重な資料と言える。
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